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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

組
合
員
の
皆
さ
ま
に
は
、
長
引
く
コ
ロ

ナ
禍
に
あ
っ
て
も
そ
の
苦
境
に
負
け
ず
、

日
々
営
農
に
邁
進
さ
れ
て
お
ら
れ
る
こ
と

と
存
じ
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
農
業
の
振
興
や
地
域
社
会

の
発
展
に
多
大
な
ご
尽
力
を
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
対
し
ま
し
て
、
改
め
て
敬
意
を
表

し
ま
す
と
と
も
に
、
感
謝
を
申
し
上
げ
る

次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

令
和
４
年
は
、
長
期
化
す
る
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
や
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
を
は
じ
め
、
知
床
半
島
沖
で
観
光

船
が
沈
没
し
26
人
が
死
亡
・
行
方
不
明
と

な
る
な
ど
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
ば
か
り
が
目
立

っ
た
世
界
・
国
内
情
勢
で
す
が
、
ス
ポ
ー

ツ
界
で
は
、
２
月
に
行
わ
れ
た
北
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で
過
去
最
多
18
個
の
メ
ダ
ル
を

獲
得
、
サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯
カ
タ
ー
ル
大
会
で

は
、
日
本
代
表
が
強
豪
国
を
撃
破
し
、
史

上
初
の
２
大
会
連
続
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

進
出
を
果
た
す
な
ど
、
明
る
い
話
題
が
紙

面
を
賑
わ
せ
、
改
め
て
ス
ポ
ー
ツ
が
人
に

与
え
る
希
望
や
勇
気
を
再
認
識
し
た
と
こ

ろ
で
す
。

　

さ
て
、
昨
年
の
美
瑛
町
農
業
は
、
雪
解

け
も
早
く
、
春
作
業
は
天
候
に
恵
ま
れ
順

調
に
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。
６
月
の

低
温
多
雨
や
日
照
時
間
の
影
響
に
よ
り
一

部
、
小
麦
の
倒
伏
や
土
壌
流
亡
が
発
生
し

ま
し
た
が
、
９
月
以
降
の
収
穫
期
に
は
好

天
に
恵
ま
れ
、
作
柄
と
し
て
は
良
好
な
年

と
な
り
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
度
の
区
域
内
農
業
に
つ
い
て

は
、
米
は
上
川
作
況
指
数
「
１
０
７
」
と

な
り
、
小
麦
は
全
量
一
等
Ａ
ラ
ン
ク
、
畑

作
・
そ
菜
も
収
量
・
品
質
と
も
総
じ
て
平

年
作
以
上
と
な
る
な
ど
、
一
昨
年
の
干
ば

つ
災
害
か
ら
一
転
し
て
豊
作
基
調
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
酪
農
・
畜
産
に
つ
い
て

は
生
乳
の
消
費
が
落
ち
込
ん
だ
こ
と
に
よ

る
生
産
抑
制
が
あ
っ
た
も
の
の
、
概
ね
平

年
並
み
で
推
移
し
、
組
合
員
皆
さ
ま
の
努

力
の
成
果
が
表
れ
た
一
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

美
瑛
町
総
体
の
農
業
総
生
産
高
見
込
み

で
は
、
１
３
０
億
円
、
交
付
金
合
算
ベ
ー

ス
で
は
１
６
９
億
円
と
な
り
、
計
画
対
比

は
１
０
４
％
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
実
績
を
残
せ
ま
し
た
こ

と
は
、
組
合
員
皆
さ
ま
の
ご
努
力
は
も
ち

ろ
ん
、
本
町
の
強
靭
な
農
業
生
産
基
盤
の

底
力
で
あ
る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
日
常
生
活
で
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
の
戦
い
が
長
期
化

し
、
各
農
畜
産
物
の
消
費
は
依
然
と
し
て

低
迷
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
国
際
紛
争
や
急
激
な
円
安
の

進
行
に
よ
る
飼
料
・
肥
料
を
は
じ
め
と
し

た
生
産
資
材
の
高
止
ま
り
が
農
業
経
営
に

与
え
る
影
響
は
甚
大
で
あ
り
、
農
家
組
合

員
を
苦
し
め
続
け
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
事
態
を
受
け
、
組
合
員
経
済

の
た
め
に
は
迅
速
な
対
応
が
必
要
で
あ
る

と
の
役
員
総
意
の
も
と
、
農
薬
や
飼
料
、

営
農
用
灯
油
等
に
対
し
て
Ｊ
Ａ
独
自
対
策

を
昨
年
５
月
に
講
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　

併
せ
て
町
行
政
へ
も
支
援
を
要
請
し
協

議
を
重
ね
た
結
果
、
肥
料
・
燃
料
の
高
騰

に
対
す
る
次
期
作
支
援
対
策
を
講
じ
て
も

ら
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
第
30
回
Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
の
実

践
２
年
目
と
な
り
ま
す
。
決
議
さ
れ
た
将

来
ビ
ジ
ョ
ン
で
あ
る
「
北
海
道
５
５
０
万

人
と
共
に
創
る
『
力
強
い
農
業
』
と
『
豊

か
な
魅
力
あ
る
地
域
社
会
』
の
達
成
」
の

実
現
に
向
け
、
様
々
な
課
題
を
解
決
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

組
合
員
・
Ｊ
Ａ
・
連
合
会
・
中
央
会
が

各
々
の
役
割
を
再
認
識
す
る
と
と
も
に
、

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
が
一
体
と
な
っ
て
、

し
っ
か
り
と
「
対
話
」
を
行
い
、
経
営
基

盤
を
強
化
し
て
い
く
こ
と
が
社
会
か
ら
の

要
請
に
応
え
る
こ
と
に
も
な
り
、
今
一
度
、

協
同
組
合
運
動
の
原
点
に
立
ち
返
り
、
相

互
扶
助
の
精
神
に
基
づ
き
互
い
に
協
力
し
、

力
を
合
わ
せ
て
こ
の
難
局
を
乗
り
越
え
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

当
Ｊ
Ａ
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
コ
ロ
ナ

禍
の
制
限
等
も
あ
り
ま
す
が
、
町
内
の
中

学
生
を
対
象
と
し
た
レ
ス
ト
ラ
ン
ア
ス
ペ

ル
ジ
ュ
で
の
テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
講
習
や
、

学
校
給
食
へ
の
「
美
瑛
米
」
、
「
ゆ
め
ち

か
ら
食
パ
ン
」
の
贈
呈
、
青
年
部
・
女
性

部
・
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
セ
ス
会
に
よ
る
町
内

の
子
ど
も
た
ち
へ
の
農
業
体
験
や
食
育
活

動
を
通
じ
て
協
同
組
合
の
輪
を
広
め
、

「
対
話
」
を
実
践
す
る
こ
と
に
よ
り
、
変

化
の
波
を
Ｊ
Ａ
運
営
に
取
り
込
ん
で
い
く

こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
組
合
員
・
役
職
員

が
一
丸
と
な
っ
て
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

そ
う
し
た
意
味
か
ら
も
、
私
た
ち
農
業

者
が
取
り
組
む
べ
き
こ
と
は
、
今
も
、
そ

し
て
こ
れ
か
ら
も
「
安
全
」
で
「
安
心
」

な
食
料
を
、
誇
り
を
も
っ
て
国
民
に
供
給

し
続
け
る
こ
と
だ
と
考
え
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
を
肝
に
銘
じ
、
組
合
員
の
皆

さ
ま
と
共
に
信
頼
さ
れ
る
Ｊ
Ａ
を
め
ざ
し
、

よ
り
魅
力
的
で
効
果
的
な
事
業
運
営
を
行

っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
本
年
に
つ
き
ま

し
て
も
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
本
年
の
干
支
は

卯
年
で
す
。
卯
は
穏
や
か
で
温
厚
な
性
質

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
家
内
安
全
」
、
ま

た
、
そ
の
跳
躍
す
る
姿
か
ら
「
飛
躍
」
、

「
向
上
」
を
象
徴
す
る
も
の
と
し
て
親
し

ま
れ
て
き
ま
し
た
。
他
に
も
「
植
物
の
成

長
」
と
い
う
意
味
も
あ
り
、
新
し
い
こ
と

に
挑
戦
す
る
の
に
最
適
な
年
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
い
わ
れ
に
あ
や
か
り
、
本

年
が
豊
穣
の
年
と
な
る
こ
と
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
１
日
も
早
い
終
息
と
組
合

員
ご
家
族
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
を
ご
祈
念
申

し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

代表理事組合長

熊谷　留夫
代表理事専務

真田　佳則
令
和
５
年
の
年
頭
に
あ
た
り

令
和
５
年
の
年
頭
に
あ
た
り

年頭の
ごあいさつ
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当
Ｊ
Ａ
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
コ
ロ
ナ

禍
の
制
限
等
も
あ
り
ま
す
が
、
町
内
の
中

学
生
を
対
象
と
し
た
レ
ス
ト
ラ
ン
ア
ス
ペ

ル
ジ
ュ
で
の
テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
講
習
や
、

学
校
給
食
へ
の
「
美
瑛
米
」
、
「
ゆ
め
ち

か
ら
食
パ
ン
」
の
贈
呈
、
青
年
部
・
女
性

部
・
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
セ
ス
会
に
よ
る
町
内

の
子
ど
も
た
ち
へ
の
農
業
体
験
や
食
育
活

動
を
通
じ
て
協
同
組
合
の
輪
を
広
め
、

「
対
話
」
を
実
践
す
る
こ
と
に
よ
り
、
変

化
の
波
を
Ｊ
Ａ
運
営
に
取
り
込
ん
で
い
く

こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
組
合
員
・
役
職
員

が
一
丸
と
な
っ
て
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

そ
う
し
た
意
味
か
ら
も
、
私
た
ち
農
業

者
が
取
り
組
む
べ
き
こ
と
は
、
今
も
、
そ

し
て
こ
れ
か
ら
も
「
安
全
」
で
「
安
心
」

な
食
料
を
、
誇
り
を
も
っ
て
国
民
に
供
給

し
続
け
る
こ
と
だ
と
考
え
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
を
肝
に
銘
じ
、
組
合
員
の
皆

さ
ま
と
共
に
信
頼
さ
れ
る
Ｊ
Ａ
を
め
ざ
し
、

よ
り
魅
力
的
で
効
果
的
な
事
業
運
営
を
行

っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
本
年
に
つ
き
ま

し
て
も
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
本
年
の
干
支
は

卯
年
で
す
。
卯
は
穏
や
か
で
温
厚
な
性
質

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
家
内
安
全
」
、
ま

た
、
そ
の
跳
躍
す
る
姿
か
ら
「
飛
躍
」
、

「
向
上
」
を
象
徴
す
る
も
の
と
し
て
親
し

ま
れ
て
き
ま
し
た
。
他
に
も
「
植
物
の
成

長
」
と
い
う
意
味
も
あ
り
、
新
し
い
こ
と

に
挑
戦
す
る
の
に
最
適
な
年
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
い
わ
れ
に
あ
や
か
り
、
本

年
が
豊
穣
の
年
と
な
る
こ
と
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
１
日
も
早
い
終
息
と
組
合

員
ご
家
族
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
を
ご
祈
念
申

し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

熊谷　留夫

真田　佳則

渡辺　和也

村上　聡和

江花　秀一

山田　　剛

米田　浩幸

吉井　鉄也

青嶋　秀雄

野村浩太郎

佐藤　仁昭

下司　和広

岡田　直和

中村　紀之

太田　　満

宮﨑　俊章

林　　大祐

白川　徳明

天草　千晶

外職員一同

謹んで新春の　　　　
お慶びを申し上げます
◆代表理事組合長

◆代表理事専務

◆常務理事（学識経験者）

◆理　　事
（総務委員長・農家経済対策特別委員）

◆理　　事
（業務委員長・農家経済対策特別委員）

◆理　　事
（総務副委員長・農家経済対策特別委員）

◆理　　事
（業務副委員長・農家経済対策特別委員）

◆理　　事
（農家経済対策特別委員長・ 業務委員）

◆理　　事
（農家経済対策特別副委員長・総務委員）

◆理　　事（総務委員）

◆理　　事（総務委員）

◆理　　事（業務委員）

◆理　　事（業務委員）

◆理　　事（学識経験者/信用担当)

◆代表監事

◆常勤監事（員外監事）

◆監　　事　

◆監　　事　

◆監　　事　
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6
日

6
日

6
日

17
日

26
日

26
日

9
日

10
日

14
日

15
日

16
日

18
日

24
日

25
日

25
日

7
日

8
日

9
〜
10
日

1
月

仕
事
始
め

新
年
特
別
朝
会

豊
穣
･
安
全
祈
願
祭

青
年
部
冬
期
研
修
会

と
ま
と
生
産
部
会
定
期
総
会
※
書
面
決
議

女
性
部
全
体
研
修
会

2
月
 

麦
作
生
産
部
会
定
期
総
会
※
書
面
決
議

メ
ロ
ン
生
産
部
会
定
期
総
会
※
書
面
決
議

豆
作
生
産
部
会
定
期
総
会
※
書
面
決
議

種
子
馬
鈴
薯
生
産
組
合
定
期
総
会

※
書
面
決
議

馬
鈴
薯
生
産
部
会
定
期
評
議
員
会

※
書
面
決
議

白
金
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
生
産
部
会
定
期
総
会

※
書
面
決
議

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
生
産
部
会
定
期
総
会

※
書
面
決
議

稲
作
生
産
部
会
定
期
総
会
※
書
面
決
議

ニ
ン
ジ
ン
生
産
部
会
定
期
総
会
※
書
面
決
議

3
月

令
和
3
年
度
ビ
エ
イ
テ
ィ
フ
ル
認
定
証
授
与
式

百
合
根
生
産
部
会
定
期
総
会
※
書
面
決
議

第
67
回
地
区
懇
談
会

２
０
２
２
年
の
動
き 

　

事
業
活
動
を
振
り
返
っ
て 

　

令
和
４
年
は
、
依
然
と
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
猛
威
を
振
る
う
中
、
「
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ

コ
ロ
ナ
」
の
時
代
と
し
て
、
少
し
ず
つ
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
活
気
を
取
り
戻
し
つ
つ
も
あ
る
、

そ
ん
な
一
年
で
し
た
。
め
ま
ぐ
る
し
く
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
が
変
化
し
て
い
く
中
で
、
肥

料
や
飼
料
、
農
業
資
材
の
高
騰
や
、
回
復
し
き
ら
な
い
農
畜
産
物
の
需
要
な
ど
、
い
く
つ
も

の
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
が
目
立
ち
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
で
も
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー

プ
と
し
て
は
「
国
消
国
産
」
を
基
軸
と
し
た
消
費
者
へ
の
働
き
か
け
を
続
け
、
食
料
安
全
保

障
へ
の
関
心
を
高
め
る
べ
く
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
消
費
者
へ
安
全
・
安
心
で
お
い
し
い

農
畜
産
物
を
届
け
る
「
農
業
の
使
命
」
に
向
き
合
い
続
け
た
当
Ｊ
Ａ
の
１
年
間
の
活
動
を
振

り
返
り
ま
す
。

〜
「
農
業
の
使
命
」
に
向
き
合
い
続
け
る
〜

トピックス ＪＡこの一年トピックス ＪＡこの一年

1/17　青年部冬期研
修会 

1/17　青年部冬期研
修会 

3/7　令和3年度ビエイティフル認定証授与式
3/7　令和3年度ビエイティフル認定証授与式
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22
日

24
日

25
日

1
日

1
日

6
日

8
日

8
日

25
日

26
日

26
日

18
日

25
〜
26
日

30
日

30
日

10
日

21
日

5
日

8
日

13
日

14
日

15
日

25
日
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5

酪
農
振
興
部
会
牛
乳
贈
答
券
贈
呈

新
農
業
人
研
修
修
了
証
書
授
与
式

麦
作
生
産
部
会
栽
培
講
習
会

4
月

朝
会
／
新
規
採
用
辞
令
交
付

豆
採
種
生
産
部
会
定
期
総
会
※
書
面
決
議

第
71
回
通
常
総
代
会

酪
農
振
興
部
会
定
期
総
会

年
金
友
の
会
定
期
総
会
※
書
面
決
議

共
済
広
域
推
進
決
起
大
会

美
瑛
町
乳
牛
検
定
組
合
定
期
総
会

美
瑛
町
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
利
用
組
合
定
期
総
会

5
月

Ｊ
Ａ
共
済
優
績
組
合
表
彰

畑
作
3
部
会
現
地
研
修
会

上
川
生
産
連
穀
類
種
子
調
製
施
設
竣
工
式

共
済
一
斉
推
進
出
陣
式

6
月

獣
魂
祭

報
徳
社
山
林
整
備
・
青
空
常
会

7
月

と
ま
と
生
産
部
会
消
流
懇
談
会

美
瑛
小
麦
フ
ォ
ー
ラ
ム

穀
類
乾
燥
調
製
貯
蔵
施
設
安
全
祈
願
祭

ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
受
入
式

麦
作
合
同
会
議

美
瑛
神
社
例
大
祭
・
御
神
幸
式

4/6　第71回通常総
代会

4/6　第71回通常総
代会

7/8　美瑛小麦フォーラム 

7/8　美瑛小麦フォーラム 

3/9～3/10　第67回地区懇談会
3/9～3/10　第67回地区懇談会

6/10　獣魂祭6/10　獣魂祭

5/25～26　畑作3部
会現地研修会 

5/25～26　畑作3部
会現地研修会 

5
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8/20　どか
んと農業ま

つり 

8/20　どか
んと農業ま

つり 
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6

8
月

ど
か
ん
と
農
業
ま
つ
り

加
工
馬
鈴
薯
コ
ン
ト
ラ
協
議
会
出
陣
式

9
月

第
17
回
J
A
び
え
い
O
B
組
合
長
杯

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

令
和
４
年
産
米
初
検
査

10
月

第
15
回
Ｊ
Ａ
び
え
い
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

固
定
資
産
取
得
に
向
け
た
組
合
員
事
前
説
明
会

美
瑛
中
学
生
テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
講
習

本
所
避
難
訓
練

第
32
回
臨
時
総
代
会

11
月

役
員
道
外
研
修

農
業
機
械
早
期
予
約
展
示
会

農
協
法
公
布
記
念
朝
会

組
合
員
宅
一
日
一
斉
皆
訪
問

学
校
給
食　
美
瑛
米
・
食
パ
ン
贈
呈
式

新
嘗
祭

12
月

第
48
回
集
落
代
表
者
研
修
会

新
農
業
人
激
励
の
集
い

美
瑛
町
へ
鏡
餅
謹
呈

仕
事
納
め

20
日

22
日

13
日

14
日

1
日

14
日

18
日
・
20
日
・
28
日

27
日

28
日

7
日
〜
11
日

8
〜
9
日

18
日

18
日

21
日

23
日

7
日

9
日

28
日

30
日

10/28　第32回臨時総代会 
10/28　第32回臨時総代会 

12/7　集落代表者研修会12/7　集落代表者研修会

11/22　学校給食　
美瑛米・食パン贈呈式

11/22　学校給食　
美瑛米・食パン贈呈式

9/14　令和4年産米初検査 
9/14　令和4年産米初検査 
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
組
合
員
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
新
た
な
気
持
ち
で
輝
か
し
い
初
春

を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
よ
り
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。
日
頃
よ
り
、
農
業
改
良
普
及

事
業
の
推
進
に
当
た
り
ま
し
て
、
農
業
者
、

関
係
機
関
の
皆
さ
ま
か
ら
深
い
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
、
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
４
年
の
作
柄
を
振
り
返
り
ま
す
と
、

美
瑛
町
の
融
雪
期
は
平
年
に
比
べ
、
３
日

早
い
４
月
５
日
と
な
り
、
温
暖
な
春
を
迎

え
て
耕
起
・
は
種
作
業
が
進
み
ま
し
た
。

４
月
か
ら
10
月
ま
で
の
農
耕
期
間
積
算
で

は
、
平
年
に
比
べ
平
均
気
温
は
７
％
高
く
、

日
照
時
間
は
８
％
多
く
、
降
水
量
が
12
％

多
い
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

高
温
少
雨
傾
向
の
令
和
３
年
と
比
較
す

る
と
、
小
麦
収
量
に
や
や
物
足
り
な
さ
を

感
じ
ま
し
た
が
、
他
の
作
物
で
は
概
ね
平

年
並
み
以
上
の
収
量
確
保
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
気
象
変
動
に
対
応
し
た
肥
培
管

理
や
病
害
虫
対
応
な
ど
、
基
本
技
術
に
基

づ
い
た
、
き
め
細
や
か
な
栽
培
管
理
が
結

果
に
つ
な
が
っ
た
も
の
と
、
改
め
て
敬
意

を
表
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

現
在
、
コ
ロ
ナ
禍
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
問
題

な
ど
に
よ
る
社
会
・
世
界
経
済
の
混
乱
に

加
え
、
肥
料
原
料
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の

高
騰
な
ど
、
農
業
経
営
を
取
り
巻
く
環
境

は
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
、
地
球
温
暖
化

や
度
重
な
る
異
常
気
象
に
よ
る
災
害
発
生

な
ど
気
象
条
件
も
大
き
く
変
化
し
て
い
ま

す
。
農
業
分
野
に
お
い
て
は
、
農
家
戸
数

の
減
少
や
高
齢
化
に
よ
る
担
い
手
不
足
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
衰
退
、
さ
ら
に
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
を
契
機
と
し
た
生
産
や
消
費

の
変
化
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
抱
え
て

い
ま
す
。

　

北
海
道
は
我
が
国
最
大
の
食
糧
供
給
地

域
で
あ
り
、
社
会
情
勢
に
合
わ
せ
た
農
業

振
興
を
図
る
た
め
の
、
持
続
的
な
生
産
や

消
費
拡
大
等
の
検
討
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
既
に
諸
外
国
で
は
環
境
や
健
康
に
関

す
る
戦
略
を
策
定
す
る
動
き
が
見
ら
れ
始

め
て
お
り
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
環
境
負
荷
軽
減

を
重
視
す
る
国
内
外
の
動
き
が
加
速
し
て

い
く
と
見
込
ま
れ
る
中
、
農
業
分
野
に
お

い
て
も
持
続
可
能
な
シ
ス
テ
ム
構
築
が
急

務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
、
農
業
の
省
力

化
を
実
現
す
る
自
動
操
舵
や
ド
ロ
ー
ン
の

活
用
、
施
設
園
芸
の
環
境
制
御
シ
ス
テ
ム

な
ど
、
先
進
的
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
導
入
に
よ

る
農
業
変
革
が
動
き
出
し
て
い
ま
す
。
普

及
セ
ン
タ
ー
の
重
点
普
及
活
動
地
区
に
お

い
て
も
、
地
区
の
方
々
と
衛
星
リ
モ
ー
ト

セ
ン
シ
ン
グ
技
術
を
試
行
し
、
ス
マ
ホ
や

タ
ブ
レ
ッ
ト
に
よ
る
ほ
場
の
可
視
化
、
肥

培
管
理
や
収
穫
判
定
で
の
実
用
化
に
向
け

継
続
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

担
い
手
関
係
で
は
、
青
年
農
業
者
グ
ル

ー
プ
「
大
雪
山
麓
倶
楽
部
」
の
精
鋭
メ
ン

バ
ー
が
、
自
ら
小
麦
栽
培
技
術
の
地
域
課

題
に
熱
心
に
取
り
組
む
姿
か
ら
、
次
世
代

を
担
う
後
継
者
達
の
奮
闘
を
頼
も
し
く
思

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
農
業
部
門
外
か
ら
担

い
手
を
確
保
す
る
新
規
就
農
支
援
体
制
、

農
福
連
携
推
進
な
ど
も
精
力
的
に
進
め
ら

れ
、
美
瑛
町
の
担
い
手
育
成
に
対
す
る
取

り
組
み
に
確
か
な
将
来
性
を
感
じ
て
い
ま

す
。

　

今
後
も
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
社
会

情
勢
に
対
応
す
べ
く
「
足
腰
の
強
い
農

業
」
を
め
ざ
す
こ
と
で
、
地
域
全
体
が
ま

す
ま
す
活
性
化
さ
れ
、
発
展
す
る
こ
と
に

期
待
し
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
普
及
セ

ン
タ
ー
で
は
変
革
す
る
農
業
情
勢
を
捉
ま

え
、
明
る
い
話
題
を
地
域
か
ら
発
信
で
き

る
よ
う
、
農
業
者
の
皆
さ
ま
お
よ
び
関
係

機
関
と
一
体
と
な
り
、
地
域
課
題
解
決
に

向
け
取
り
組
む
所
存
で
す
の
で
、
今
後
も

一
層
の
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
が
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
健
康
で

希
望
に
満
ち
た
良
き
年
と
な
り
、
豊
穣
の

秋
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
ご
祈
念
申

し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

上川農業改良普及センター大雪支所

  　　　　支所長　鹿　野　　　理

変化する農業情勢に対応
できる地域づくりをめざして

年頭のごあいさつ年頭のごあいさつ本年もよろしく
お願いいたします
本年もよろしく
お願いいたします

支　所　長

地域第一係長

地域第二係長

専門主任

専門主任

専門普及指導員

専門普及指導員

普及指導員

専門普及職員

普及職員

主　　事

鹿　野　　　理

木　村　　　篤

辻　　　英　敏

佐　藤　誠　一

小笠原　史　子

堀　田　ひとみ

田　中　伸　尚

藤　本　　　周

京　極　竜之助

井　口　　　希

石　川　みなみ
（敬称略）
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図2　4月から9月にかけての日照時間の推移

図１　4月から10月にかけての気温の推移

図３　草丈と茎数の推移
（大雪支所管内作況調査ほ　成苗ななつぼし）

令
和
４
年
の

　
　
生
育
を
顧
み
て

営農ガイド
上川農業改良
普及センター大雪支所

EINOU　GUIDE

水水

稲稲

６
月
上
旬
の
低
温
が
生
育
に
影
響

幼
穂
形
成
期
か
ら
止
葉
期
に
高
温

低
タ
ン
パ
ク
米
出
荷
率
高
い
年
に

春
先
の
天
候
に
恵
ま
れ

　
　
は
種
・
移
植
作
業
は
順
調
に

　
昨
年
の
美
瑛
町
の
融
雪
期
は
平
年
よ
り
３
日

早
い
４
月
５
日
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、

本
田
耕
起
作
業
も
平
年
に
比
べ
５
日
早
く
な
り

ま
し
た
。

　
温
湯
消
毒
済
種
子
の
受
け
渡
し
は
３
月
26
日

か
ら
始
ま
り
、
順
次
予
措
作
業
・
育
苗
ハ
ウ
ス

準
備
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
育
苗
期
間
中
は
５

月
１
半
旬
を
除
い
て
気
温
が
高
く
推
移
し
（
図

１
）
、
育
苗
段
階
の
葉
齢
は
平
年
よ
り
も
進
み

ま
し
た
。
生
育
が
進
ん
だ
状
態
で
苗
が
移
植
さ

れ
た
た
め
、
分
げ
つ
始
は
平
年
に
比
べ
３
日
早

ま
り
ま
し
た
。

　
６
月
上
旬
に
低
温
が
続
い
た
た
め
（
図
１
）
、

移
植
が
遅
れ
た
ほ
場
を
中
心
に
葉
の
退
色
や
生

育
の
停
滞
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
既
に
活
着
し
て

い
た
ほ
場
で
は
、
草
丈
の
伸
張
は
鈍
化
し
た
も

の
の
、
日
照
時
間
が
確
保
さ
れ
た
た
め
（
図

２
）
、
分
げ
つ
は
順
調
に
進
み
ま
し
た
。

　
６
月
下
旬
は
日
照
が
不
足
し
た
も
の
の
気
温

は
高
く
推
移
し
（
図
１
、
２
）
、
生
育
が
停
滞

し
た
ほ
場
の
生
育
に
も
回
復
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
６
月
下
旬
か
ら
７
月
中
旬
に
か
け
て
気
温
が

高
く
推
移
し
（
図
１
）
、
冷
害
危
険
期
も
低
温

に
遭
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
生
育
期

間
を
通
し
て
草
丈
は
平
年
よ
り
長
く
な
り
ま
し

た
（
図
３
）
。

　
茎
数
は
７
月
１
日
調
査
の
時
点
で
最
大
と
な

り
（
図
３
）
、
穂
数
は
平
年
比
１
０
６
％
と
な

り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
一
穂
籾
数
と
稔
実
歩

合
は
ほ
ぼ
平
年
並
だ
っ
た
も
の
の
、
㎡
当
籾
数

及
び
㎡
当
稔
実
籾
数
が
平
年
比
１
０
７
％
と
多

い
傾
向
に
な
り
、
坪
刈
り
調
査
に
お
け
る
収
量

（
精
玄
米
重
）
は
平
年
比
１
０
３
％
と
な
り
ま

し
た
。
穂
数
の
確
保
に
よ
り
㎡
当
稔
実
籾
数
が

多
く
な
っ
た
こ
と
と
、
千
粒
重
が
重
く
な
っ
た

こ
と
に
よ
り
、
収
量
確
保
に
繋
が
り
ま
し
た
。

（
表
１
）

　
タ
ン
パ
ク
は
低
い
傾
向
が
見
ら
れ
、
な
な
つ

ぼ
し
の
低
タ
ン
パ
ク
米
出
荷
率
は
87
％
と
高
く

な
り
ま
し
た
。
要
因
と
し
て
、
①
㎡
当
籾
数
が

多
い
こ
と
、
②
９
月
の
好
天
に
よ
り
登
熟
が
順

調
に
進
み
、
籾
へ
の
デ
ン
プ
ン
転
流
が
十
分
に

進
ん
だ
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
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項目 根雪始 融雪期 積雪期間

Ｒ４

平年

遅速

12月13日

11月28日

遅15日

4月5日

4月7日

早2日

113

130

短17日

表１　美瑛町の根雪始・融雪期

表２　秋まき小麦（きたほなみ）の生育期節・農作業

項目
生育期節 農作業期

起生期

Ｒ４

平年

遅速

4月10日

4月12日

早4日

幼穂形成期

5月3日

5月7日

早4日

止葉期

5月23日

5月27日

早4日

出穂期

6月5日

6月6日

早1日

乳熟期

6月26日

6月29日

早3日

成熟期

7月16日

7月19日

早3日

収穫始

7月21日

7月23日

早2日

収穫期

7月26日

7月26日

±0

収穫終

7月30日

8月1日

早2日

表１　収量構成要素
（大雪支所管内作況調査ほ　成苗ななつぼし）

636.1

601.9

106％

穂数
（本/㎡）

57.3

56.3

102％

1穂籾数
（粒）

36.431

34.012

107％

㎡当籾数
（粒/㎡）

96.5

96.3

100％

稔実歩合
（％）

35.143

32.754

107％

㎡当稔実
籾数

（粒/㎡）

672.6

651.0

103％

精玄米重
（kg/10a）

23.0

28.2

81％

屑米重
（kg/10a）

23.7

22.8

104％

千粒重
（g）

Ｒ４

平年

平年比（％）

図１　過去４年の収量・製品率の推移
（JAトラックスケールデータより）図２　きたほなみの生育経過
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作作

　
昨
年
の
美
瑛
町
の
融
雪
期
は
平
年
よ
り
３
日

早
い
４
月
５
日
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、

本
田
耕
起
作
業
も
平
年
に
比
べ
５
日
早
く
な
り

ま
し
た
。

　
温
湯
消
毒
済
種
子
の
受
け
渡
し
は
３
月
26
日

か
ら
始
ま
り
、
順
次
予
措
作
業
・
育
苗
ハ
ウ
ス

準
備
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
育
苗
期
間
中
は
５

月
１
半
旬
を
除
い
て
気
温
が
高
く
推
移
し
（
図

１
）
、
育
苗
段
階
の
葉
齢
は
平
年
よ
り
も
進
み

ま
し
た
。
生
育
が
進
ん
だ
状
態
で
苗
が
移
植
さ

れ
た
た
め
、
分
げ
つ
始
は
平
年
に
比
べ
３
日
早

ま
り
ま
し
た
。

　
６
月
上
旬
に
低
温
が
続
い
た
た
め
（
図
１
）
、

移
植
が
遅
れ
た
ほ
場
を
中
心
に
葉
の
退
色
や
生

育
の
停
滞
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
既
に
活
着
し
て

い
た
ほ
場
で
は
、
草
丈
の
伸
張
は
鈍
化
し
た
も

の
の
、
日
照
時
間
が
確
保
さ
れ
た
た
め
（
図

２
）
、
分
げ
つ
は
順
調
に
進
み
ま
し
た
。

　
６
月
下
旬
は
日
照
が
不
足
し
た
も
の
の
気
温

は
高
く
推
移
し
（
図
１
、
２
）
、
生
育
が
停
滞

し
た
ほ
場
の
生
育
に
も
回
復
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
６
月
下
旬
か
ら
７
月
中
旬
に
か
け
て
気
温
が

高
く
推
移
し
（
図
１
）
、
冷
害
危
険
期
も
低
温

に
遭
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
生
育
期

間
を
通
し
て
草
丈
は
平
年
よ
り
長
く
な
り
ま
し

た
（
図
３
）
。

　
茎
数
は
７
月
１
日
調
査
の
時
点
で
最
大
と
な

り
（
図
３
）
、
穂
数
は
平
年
比
１
０
６
％
と
な

り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
一
穂
籾
数
と
稔
実
歩

合
は
ほ
ぼ
平
年
並
だ
っ
た
も
の
の
、
㎡
当
籾
数

及
び
㎡
当
稔
実
籾
数
が
平
年
比
１
０
７
％
と
多

い
傾
向
に
な
り
、
坪
刈
り
調
査
に
お
け
る
収
量

（
精
玄
米
重
）
は
平
年
比
１
０
３
％
と
な
り
ま

し
た
。
穂
数
の
確
保
に
よ
り
㎡
当
稔
実
籾
数
が

多
く
な
っ
た
こ
と
と
、
千
粒
重
が
重
く
な
っ
た

こ
と
に
よ
り
、
収
量
確
保
に
繋
が
り
ま
し
た
。

（
表
１
）

　
タ
ン
パ
ク
は
低
い
傾
向
が
見
ら
れ
、
な
な
つ

ぼ
し
の
低
タ
ン
パ
ク
米
出
荷
率
は
87
％
と
高
く

な
り
ま
し
た
。
要
因
と
し
て
、
①
㎡
当
籾
数
が

多
い
こ
と
、
②
９
月
の
好
天
に
よ
り
登
熟
が
順

調
に
進
み
、
籾
へ
の
デ
ン
プ
ン
転
流
が
十
分
に

進
ん
だ
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
昨
年
３
月
の
平
均
気
温
は
平
年
よ
り
２
℃
高

く
、
順
調
に
雪
解
け
は
進
み
、
融
雪
期
は
平
年

よ
り
３
日
早
く
、

積
雪
期
間
は
17
日

短
く
な
り
ま
し
た

（
表
１
）
。

　
農
耕
期
間
（
４

〜
10
月
）
の
積
算

平
均
気
温
は
３
，

１
０
４
℃
（
平
年

比
１
０
７
％
）
、

日
照
時
間
は
１
，

１
９
１
時
間
（
同

１
０
８
％
）
、
降

水
量
は
７
６
３
㎜

（
同
１
１
２
％
）

と
い
ず
れ
も
平
年

を
上
回
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１　
秋
ま
き
小
麦

（
１
）
令
和
４
年
産
小
麦
の
作
柄
（
図
１
）

　
昨
年
の
小
麦
は
、
品
種
に
よ
っ
て
作
柄
の
様

相
は
異
な
り
ま
し
た
。

　

ト
ラ
ッ
ク
ス
ケ
ー
ル
で
は
、
「
き
た
ほ
な

み
」
「
ゆ
め
ち
か
ら
」
の
粗
原
収
量
は
同
水
準

（
５
８
１
㎏
／
10
ａ
）
で
し
た
が
、
「
き
た
ほ

な
み
」
は
細
麦
気
味
で
、
製
品
収
量
は
「
ゆ
め

ち
か
ら
」
に
劣
り
ま
し
た
。
「
春
よ
恋
」
の
製

品
収
量
は
概
ね
６
俵
（
２
９
３
㎏
／
10
ａ
）
で

し
た
。

　
多
収
だ
っ
た
令
和
元
年
以
降
、
「
ゆ
め
ち
か

ら
」
は
、
比
較
的
高
い
収
量
を
維
持
し
て
い
る

の
に
対
し
て
、
「
き
た
ほ
な
み
」
「
春
よ
恋
」

は
収
量
の
落
ち
込
み
が
見
ら
れ
ま
す
。
特
に

「
き
た
ほ
な
み
」
は
、
低
い
製
品
率
が
、
低
収

の
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
２
）
秋
ま
き
小
麦
（
き
た
ほ
な
み
）
生
育
経

過
（
表
２
、
図
２
）　

　
融
雪
が
早
く
、
そ
の
後
も
気
温
は
高
く
経
過

し
た
こ
と
か
ら
、
起
生
期
・
幼
穂
形
成
期
・
止

葉
期
は
、
い
ず
れ
も
平
年
よ
り
４
日
早
く
な
り

ま
し
た
。
出
穂

寸
前
の
６
月
初

旬
、
最
低
気
温

５
℃
未
満
の
低

温
・
寡
照
な
天

候
が
10
日
間
ほ

ど
続
き
、
出
穂

の
停
滞
や
不
揃

い
の
原
因
と
な

り
ま
し
た
。
出

穂
期
は
概
ね
平

年
並
で
し
た
。

　
出
穂
期
か
ら

成
熟
期
ま
で
の

登
熟
期
間
中
、

日
中
の
気
温
や

最
低
気
温
（
夜

温
）
は
総
じ
て

高
く
、
生
育
は

前
進
し
、
成
熟

期
は
平
年
よ
り

３
日
早
く
な
り

ま
し
た
。
収
穫

期
間
中
は
、
ま

と
ま
っ
た
降
雨

に
作
業
を
中
断

し
な
が
ら
、
平

年
よ
り
２
日
早

い
収
穫
終
と
な

り
ま
し
た
。

　
前
年
越
冬
前

に
十
分
な
生
育

量
を
確
保
し
、
雪
腐
病
や
冬
損
に
よ
る
減
耗
も

な
か
っ
た
た
め
、
茎
数
は
期
間
を
通
じ
て
平
年

を
上
回
り
ま
し
た
。
草
丈
は
平
年
よ
り
長
か
っ

た
も
の
の
、
稈
長
は
や
や
短
く
な
り
ま
し
た
。

最
終
的
な
穂
数
は
ほ
ぼ
平
年
並
で
し
た
。

　
出
穂
か
ら
成
熟
ま
で
の
登
熟
日
数
は
平
年
よ

り
２
日
短
く
な
り
ま
し
た
（
昨
年
41
日
、
平
年

43
日
）
。

（
３
）
病
害
虫
の
発
生
状
況

　
前
年
秋
、
薬
剤
散
布
後
の
降
水
量
は
多
く
、

薬
剤
成
分
の
流
亡
が
懸
念
さ
れ
ま
し
た
が
、
雪

腐
病
に
よ
る
被
害
は
平
年
よ
り
少
な
く
な
り
ま

し
た
。

　
抵
抗
性
を
も
た
な
い
「
き
た
ほ
な
み
」
の
縞

萎
縮
病
（
写
真
１
）
や
、
品
種
を
問
わ
ず
眼
紋

病
の
発
生
が
目
立
ち
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
小
麦

の
連
作
や
過
作
が
病
原
菌
密
度
を
高
め
る
土
壌

病
害
で
す
。
縞
萎
縮
病
は
、
町
内
で
の
発
生
地

域
拡
大
が
認
め
ら
れ
、
有
効
な
薬
剤
の
適
正
使

用
後
に
、
眼
紋
病
を
発
病
し
た
事
例
も
見
ら
れ

ま
し
た
。

　
出
穂
以
降
は
多
雨
湿
潤
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、

赤
か
び
病
の
好
適
条
件
と
な
り
ま
し
た
。
調
製

後
の
小
麦
に
赤
か
び
病
感
染
粒
の
混
入
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
ほ
場
で
は
発
病
穂
が
例
年
に
比
べ

多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

（
４
）
作
況
ほ
の
収
量
構
成
要
素
と
要
因

　
穂
数
や
千
粒
重
は
平
年
並
で
す
が
、
一
穂
粒

数
は
や
や
少
な
く
、
子
実
重
は
平
年
を
下
回
り

ま
し
た（
表
３
）。

　
ト
ラ
ッ
ク
ス

ケ
ー
ル
デ
ー
タ

を
多
収
だ
っ
た

令
和
元
年
と
比

較
す
る
と
、

「
き
た
ほ
な

み
」
「
ゆ
め
ち

か
ら
」
と
も
に
、

減
収
し
た
生
産

者
の
９
割
に
共

通
し
て
容
積
重

の
低
下
が
見
ら

れ
ま
し
た
（
図

３
）
。
収
量
の

維
持
・
向
上
に
、

容
積
重
を
低
下

さ
せ
な
い
＝
細

麦
に
な
ら
な
い

肥
培
管
理
が
有

効
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
は
、
病
害
だ
け
で
な
く
、
６
月
末
の
降

雨
を
き
っ
か
け
に
生
じ
た
早
期
倒
伏
も
健
全
な

子
実
肥
大
を

妨
げ
た
と
推

察
さ
れ
ま
す

（
写
真
２
）。

土
づ
く
り
、

適
正
輪
作
と

と
も
に
、
肥

培
管
理
の
再

点
検
や
基
本

技
術
の
励
行

に
努
め
て
く

だ
さ
い
。

（
５
）
ゆ
め
ち
か
ら
の
子
実
タ
ン
パ
ク

　
こ
こ
数
年
低
下
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
。
ゆ
め

ち
か
ら
の
子
実
タ
ン
パ
ク
は
、
タ
ン
パ
ク
16
．

１
〜
18
．
０
％
の
生
産
者
数
が
増
加
し
（
図

４
）
、
ト
ラ
ッ
ク
ス
ケ
ー
ル
平
均
タ
ン
パ
ク
は

15
．
２
％
と
前
年
よ
り
０
．
２
ポ
イ
ン
ト
上
昇

し
ま
し
た
。

（
６
）
令
和
５
年
産
秋
ま
き
小
麦
の
生
育
状
況

（
表
４
）

　
昨
年
の
秋
期

は
少
雨
で
、
は

種
作
業
は
平
年

よ
り
早
く
終
わ

り
ま
し
た
。

　
乾
燥
土
壌
で

は
、
出
芽
遅
延

や
出
芽
む
ら
を

生
じ
ま
し
た
が
、

降
雨
後
に
回
復

し
ま
し
た
。
一

部
傾
斜
地
で
は
、

強
雨
後
の
種
子

流
亡
も
認
め
ら

れ
ま
す
が
、
地

域
全
体
で
は
、

越
冬
前
の
生
育

は
順
調
で
し
た
。

２　
春
ま
き
小
麦
（
春
よ
恋
）

（
１
）
生
育
経
過
（
表
５
、
図
５
）

　
融
雪
後
、
ほ
場
の
乾
燥
は
進
み
、
平
年
よ
り

早
く
は
種
期
、
出
芽
期
を
迎
え
ま
し
た
。
そ
の

後
、
適
度
な
温
度
と
降
雨
に
恵
ま
れ
、
生
育
は

順
調
に
進
み
ま
し
た
が
、
６
月
上
旬
の
低
温
下

で
生
育
は
一
時
的
に
停
滞
し
、
止
葉
期
お
よ
び

出
穂
期
は
ほ
ぼ
平
年
並
と
な
り
ま
し
た
。

　
出
穂
以
降
の
気
温
は
高
く
、
生
育
が
促
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
乳
熟
期
、
成
熟
期
は
平
年
に
比

べ
３
〜
４
日
早
ま
り
ま
し
た
。
登
熟
日
数
は
平

年
よ
り
３
日
短
い
39
日
で
し
た
。

　
秋
ま
き
小
麦
と
同
様
に
、
降
雨
の
合
間
を
縫

っ
て
の
収
穫
と
な
り
ま
し
た
。
子
実
水
分
の
低

下
は
進
み
、
ほ
場
で
の
倒
伏
も
限
ら
れ
た
こ
と

か
ら
、
収
穫
作
業
は
順
調
に
進
み
、
収
穫
終
は

平
年
よ
り
３
日
早
く
な
り
ま
し
た
。

　
生
育
前
半
は
適
度
な
気
候
に
恵
ま
れ
生
育
は

や
や
旺
盛
と
な
り
ま
し
た
。
茎
数
は
平
年
を
上

回
り
、
草
丈
は
平
年
よ
り
や
や
長
く
、
稈
長
は

ほ
ぼ
平
年
並
で
し
た
。
一
部
ほ
場
で
は
、
止
葉

期
ま
で
の
茎
数
に
対
し
て
穂
数
が
少
な
い
（
有

効
茎
率
の
低
い
）
様
子
が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

（
２
）
病
害
虫
の
発
生
状
況

　
生
育
旺
盛
、
乾
燥
し
た
期
間
も
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
う

ど
ん
こ
病

は
例
年
に

比
べ
多
く

見
ら
れ
ま

し
た
。
ま

ん
延
し
た

場
合
は
、

下
葉
の
枯

死
や
有
効

茎
減
少
の

原
因
に
な

っ
た
と
考

え
ら
れ
ま

し
た
（
写

真
３
）
。

　
秋
ま
き
小
麦
同
様
、
赤
か
び
病
発
病
穂
が
ほ

場
段
階
で
散
見
さ
れ
ま
し
た
。
被
害
粒
の
混
入

は
な
い
も
の
の
、
気
象
経
過
を
鑑
み
た
防
除
が

今
後
も
重
要
と
な
り
ま
す
。

（
３
）
作
況
ほ
の
収
量
構
成
要
素
、
要
因

　
穂
数
は
平
年
よ
り
や
や
多
い
が
、
一
穂
粒
数
、

千
粒
重
は
平
年
を
下
回
っ
た
こ
と
か
ら
、
子
実

重
は
平
年
比
９
割
ほ
ど
で
し
た
（
表
６
）
。
令

和
元
年
と
比
べ

た
、
ト
ラ
ッ
ク

ス
ケ
ー
ル
デ
ー

タ
で
は
、
容
積

重
の
減
少
幅
に

対
し
て
収
量
の

低
下
量
が
大
き

い
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
（
図

６
）
。
子
実
肥

大
不
足
よ
り
も
、

ほ
か
の
収
量
構

成
要
素
（
一
穂

粒
数
や
穂
数
）

の
減
少
が
、
収

量
水
準
の
低
下

に
関
与
し
て
い

る
と
推
測
さ
れ

ま
し
た
。

　
生
育
前
半
の

草
丈
・
茎
数
は
、

平
年
を
上
回
り

旺
盛
な
生
育
を

示
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
結
果
的
に
は
収
量
は

平
年
を
下
回
り
、
倒
伏
の
発
生
は
例
年
ほ
ど
目

立
ち
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
一
部
ほ
場
で
観
察
さ
れ
た
よ
う
に
、
茎
数
に

対
し
て
穂
数
が
不
足
し
た
の
は
、
う
ど
ん
こ
病

の
よ
う
な
病
害
や
多
雨
に
よ
る
土
壌
養
分
の
流

亡
の
ほ
か
、
日
照
不
足
も
理
由
の
一
つ
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
６
月
下
旬
の
寡
照
は
（
日
照
時
間

は
平
年
比
66
％
）
、
主
茎
に
続
く
分
け
つ
茎
の

無
効
化
（
穂
に
発
達
し
な
い
）
に
働
い
た
も
の

と
推
察
さ
れ
ま
し
た
。

３　
小
豆
（
し
ゅ
ま
り
・
き
た
ろ
ま
ん
）

（
１
）
生
育
の
経
過
（
表
７
、
図
７
・
８
）

　
融
雪
期
が
早
く
、
他
品
目
の
は
種
・
植
付
作

業
が
順
調
に
進
ん
だ
こ
と
、
気
温
が
高
く
、
地

温
上
昇
も
早
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
は
種
期
は
２

日
早
く
進
み
ま
し
た
。
出
芽
期
は
は
種
後
の
低

温
に
よ
り
平
年
よ
り
２
日
遅
れ
た
も
の
の
、
６

月
下
旬
〜
７
月
中
旬
ま
で
の
夜
間
の
高
温
で
草

丈
は
平
年
よ
り
長
く
（
平
年
比
１
２
０
％
）
、

葉
数
も
早
く
進
み
、
開
花
期
は
４
日
早
ま
り
ま

し
た
。
草
丈
が
長
く
な
っ
た
た
め
、
一
部
ほ
場

で
は
倒
伏
が
発
生
し
ま
し
た
。
莢
の
成
熟
が
早

く
進
ん
だ
こ
と
か
ら
、
収
穫
期
で
10
日
早
く
な

り
ま
し
た
。
病
害
は
、
ア
ズ
キ
ノ
メ
イ
ガ
の
被

害
が
一
部
で
見
ら
れ
ま
し
た
。

（
２
）
作
況
ほ
の
収
量
構
成
要
素
、
要
因
（
表

８
）

　

㎡
当
た
り
莢
数
は
平
年
並
で
し
た
が
、
一
莢

内
粒
数
・
百
粒
重
が
平
年
を
上
回
っ
た
こ
と
か

ら
、
子
実
重
は
平
年
を
大
き
く
上
回
り
ま
し
た

（
平
年
比
１
２
８
％
）
。　

　
こ
れ
は
、
平
年
よ
り
葉
数
や
開
花
期
が
早
く

進
ん
だ
こ
と
か
ら
、
着
莢
・
粒
肥
大
が
進
ん
だ

も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
昨
年
は
草
丈
が
平
年
よ
り
長
く
、
倒
伏
が
発

生
し
た
ほ
場
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。
倒
伏
が
生

じ
な
い
よ
う
適
正
施
肥
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

４　
ば
れ
い
し
ょ
（
男
爵
薯
）

（
１
）
生
育
の
経
過
と
病
害
の
発
生
状
況
（
表

９
、
図
９
）

　
融
雪
が
平
年
よ
り
早
く
進
み
、
融
雪
後
も
多

照
で
土
壌
が
早
く
乾
燥
し
た
こ
と
か
ら
、
植
付

期
は
11
日
早
く
、
植
付
終
は
６
日
早
く
、
萌
芽

期
は
４
日
早
く
な
り
ま
し
た
。
萌
芽
後
、
６
月

１
〜
２
半
旬
に
低
温
で
経
過
し
た
こ
と
か
ら
、

植
付
期
ほ
ど
生
育
期
節
は
早
ま
ら
ず
、
着
蕾
期

は
２
日
早
く
、
開
花
期
は
３
日
、
終
花
期
は
２

日
早
く
な
り
ま
し
た
。

　
地
上
部
生
育
は
、
茎
数
は
平
年
よ
り
少
な
く
、

草
丈
は
平
年
よ
り
や
や
長
く
な
り
、
６
月
下
旬

に
は
多
く
の
ほ
場
で
倒
伏
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
７
月
は
平
年
よ
り
高
温
多
湿
で
経
過

し
た
こ
と
か
ら
、
耐
病
性
が
弱
い
ト
ヨ
シ
ロ
で

軟
腐
病
の
発
生
が
多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。

　
８
月
中
旬
に
降
雨
が
あ
っ
た
た
め
、
収
穫
始

は
２
日
遅
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
は
晴
天
に

恵
ま
れ
、
収
穫
期
は
１
日
早
く
、
収
穫
終
は
３

日
早
く
な
り
ま
し
た
。

（
２
）
作
況
ほ
の
収
量
構
成
要
素
、
要
因
（
表

10
）

　
昨
年
は
土
壌
水
分
が
高
く
、
茎
葉
草
勢
が
維

持
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
生
育
後
半
ま
で
ス
ト

ロ
ン
形
成
・
塊
茎
着
生
が
続
い
た
た
め
、
株
当

た
り
上
い
も
個
数
は
平
年
よ
り
多
く
な
り
ま
し

た
。
後
半
着
生
し
た
塊
茎
は
小
い
も
と
な
り
ま

し
た
が
、
着
生
が
早
か
っ
た
塊
茎
は
多
雨
傾
向

に
よ
り
、
上
い
も
１
個
重
が
重
く
、
平
均
す
る

と
上
い
も
１
個
重
は
平
年
並
と
な
り
ま
し
た
。

株
当
た
り
上
い
も
数
が
多
か
っ
た
こ
と
、
上
い

も
１
個
重
が
平
年
並
だ
っ
た
こ
と
か
ら
上
い
も

収
量
・
規
格
内
収
量
は
多
く
な
り
ま
し
た
。

　
で
ん
ぷ
ん
価
は
平
年
よ
り
０
．
４
ポ
イ
ン
ト

低
く
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
茎
葉
黄
変
期
が

平
年
よ
り
４
日
早
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
養
分
の

転
流
量
が
少
な
か
っ
た
た
め
と
推
察
さ
れ
ま
す
。

　
多
雨
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
多
発
生
し
た
軟
腐

病
の
対
策
と
し
て
は
、
倒
伏
し
な
い
よ
う
多
窒

素
栽
培
を
避
け
、
適
正
施
肥
を
行
う
こ
と
、
ほ

場
の
排
水
対
策
を
徹
底
す
る
こ
と
、
最
高
気
温

25
℃
以
上
が
３
日
続
い
た
ら
防
除
を
開
始
す
る

こ
と
、
オ
キ

ソ
リ
ニ
ッ
ク

酸
の
連
用
を

避
け
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

　

町
内
の
多

く
の
地
域
で

そ
う
か
病
、

粉
状
そ
う
か

病
、
腐
敗
、

緑
化
が
多
く

発
生
し
ま
し

た
。
排
水
性

が
悪
い
ほ
場

で
は
、
堆
肥

散
布
や
透
排

水
性
改
善
な

ど
、
病
障
害

の
発
生
対
策

を
実
施
し
ま

し
ょ
う
。

５　
て
ん
さ
い

（
１
）
作
業
、
生
育
経
過
（
表
11
、
図
10
）

　
は
種
期
、
出
芽
期
は
平
年
並
で
し
た
。
前
倒

し
で
動
き
出
し
た
春
作
業
に
続
く
形
で
、
移
植

始
は
平
年
よ
り
５
日
、
移
植
終
は
４
日
早
く
な

り
ま
し
た
。

　
４
月
末
に
強
い
冷
え
込
み
と
強
風
が
数
日
続

き
、
移
植
直
後
の
苗
の
損
傷
や
枯
死
を
招
き
ま

し
た
。
再
移
植
や
多
数
の
補
植
を
強
い
ら
れ
る

ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
移
植
後
の
活
着
は
良
好
で
、
そ
の
後
、
適
度

な
温
度
と
降
雨
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
草
丈
や
葉

数
、
７
月
以
降
の
根
周
は
、
期
間
を
通
じ
て
平

年
を
上
回
っ
て
経
過
し
ま
し
た
。
こ
こ
数
年
見

ら
れ
た
、
少
雨
乾
燥
に
よ
る
茎
葉
の
脱
水
・
萎

れ
、
多
雨
に
よ
る
湿
害
は
ほ
と
ん
ど
認
め
ら
れ

ま
せ
ん
で
し
た
（
写
真
４
）
。

　
他
作
物
の
作
業
が
遅
滞
な
く
進
ん
だ
こ
と
か

ら
、
収
穫
は
早
く
始
ま
り
、
順
調
に
進
み
ま
し

た
。
収
穫
始
は
平
年
よ
り
８
日
、
収
穫
終
は
５

日
早
く
な
り
ま
し
た
。

（
２
）
病
害
虫
の
発
生
状
況

　
降
雨
が
続
き
、
夜
温
の
高
い
期
間
も
あ
り
ま

し
た
が
、
褐
斑
病
の
発
生
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
適
切
な
薬
剤
散
布
の
実
践
と
と

も
に
、
主
要
品
種
が
も
つ
病
害
抵
抗
性
の
優
位

性
が
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。

　
ヨ
ト
ウ
ム
シ
幼
虫
に
よ
る
茎
葉
食
害
や
ハ
ダ

ニ
吸
汁
に
伴
う
葉
身
の
黄
化
も
ご
く
わ
ず
か
な

も
の
で
し
た
。

（
３
）
収
量
・
糖
分
（
表
12
）

　
根
中
糖
分
は
平
年
よ
り
や
や
低
い
も
の
の
、

根
重
は
平
年
比
１

割
ほ
ど
重
か
っ
た

こ
と
か
ら
、
糖
収

量
は
平
年
を
上
回

り
ま
し
た
。
直
播

栽
培
の
比
率
が
急

速
に
高
ま
る
な
か
、

地
域
全
体
の
収
穫

量
が
過
去
の
最
高

水
準
に
迫
っ
た
こ

と
を
考
慮
す
る
と
、

昨
年
は
い
か
に
豊

作
だ
っ
た
か
を
物

語
り
ま
す
。

（
４
）
作
柄
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
要
因（
図
11
）

　
根
重
は
、
春
か
ら
初
夏
に
か
け
て
の
最
高
気

温
が
高
い
ほ
ど
重
く
な
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

昨
年
は
、
移
植
後
の
天
候
に
恵
ま
れ
、
病
障
害

等
に
よ
る
損
耗
も
な
く
、
根
部
肥
大
は
促
進
さ

れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
根
中
糖
分
を
左
右
す
る
夏
期
の
最
低
気
温
は

概
ね
平
年
並
で
し
た
が
（
７
月
上
旬
か
ら
10
月

上
旬
の
積
算
最
低
気
温
１
，
３
０
３
℃
、
過
去

20
年
平
均
１
，
２
８
３
℃
）
、
根
中
糖
分
は
平

年
を
０
．
５
ポ
イ
ン
ト
下
回
り
ま
し
た
。

　
や
や
平
年
よ
り
も
早
い
融
雪
を
迎
え
、
４
月

上
旬
の
気
温
は
平
年
よ
り
高
め
に
推
移
し
ま
し

た
が
、
５
月
上
旬
の
気
温
は
低
く
、
各
作
物
で

若
干
の
生
育
遅
れ
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

再
び
６
月
上
旬
か
ら
平
年
よ
り
気
温
は
低
く
推

移
し
ま
し
た
。
７
月
に
は
高
温
条
件
で
推
移
し
、

高
温
の
影
響
に
よ
る
生
理
障
害
が
見
ら
れ
ま
し

た
。
８
月
以
降
は
ま
と
ま
っ
た
降
雨
日
の
発
生

が
多
く
、
降
雨
の
影
響
に
よ
る
湿
害
の
発
生
が

散
見
さ
れ
、
各
作
物
の
品
質
低
下
を
招
き
ま
し

た
。

　
春
先
の
低
温
被
害
や
ゲ
リ
ラ
的
な
降
雨
、
ま

た
再
び
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
が
感
染
拡
大
す

る
な
ど
、
昨
年
に
続
き
悩
み
多
い
１
年
と
な
り

ま
し
た
が
、
各
作
物
で
は
甚
大
な
被
害
の
な
い

１
年
と
な
り
ま
し
た
。

果
菜
類

１　
ト
マ
ト

　
４
月
下
旬
に
低
温
が
あ
っ
た
も
の
の
、
共
選

は
例
年
並
の
５
月
18
日
に
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　
５
月
下
旬
か
ら
の
低
温
の
影
響
に
よ
り
花
落

ち
が
発
生
し
草
勢
は
強
め
に
推
移
し
ま
し
た
。

そ
の
後
は
６
月
中
旬
か
ら
の
降
雨
の
影
響
で
多

湿
と
な
り
灰
色
か
び
病
が
発
生
し
、
果
実
品
質

が
低
下
し
ま
し
た
。
７
月
上
旬
〜
中
旬
に
か
け

て
は
最
高
気
温
の
高
い
日
が
続
き
、
落
花
、
グ

リ
ー
ン
バ
ッ
ク
果
が
散
見
さ
れ
ま
し
た
。
８
月

以
降
の
生
育
は
順
調
で
し
た
が
、
ま
と
ま
っ
た

降
雨
日
が
多
く
、
湿
度
が
高
い
状
況
が
続
き
ま

し
た
。
９
月
以
降
は
最
高
気
温
と
最
低
気
温
に

大
き
く
差
が
あ
る
日
が
多
く
、
裂
果
の
発
生
が

見
ら
れ
ま
し
た
。
収
穫
終
盤
は
平
年
よ
り
も
気

温
が
低
く
着
色
が
停
滞
し
、
小
玉
傾
向
で
推
移

し
ま
し
た
。

　
病
害
虫
は
、
６
月
中
旬
か
ら
の
曇
天
降
雨
に

よ
り
灰
色
か
び
病
・
葉
か
び
病
の
発
生
し
が
継

続
し
ま
し
た
。
ま
た
、
連
作
年
数
が
増
加
し
て

い
る
ほ
場
で
は
土
壌
病
害
で
あ
る
褐
色
根
腐
病

が
散
見
さ
れ
、
太
根
は
コ
ル
ク
化
し
細
根
の
脱

落
が
見
ら
れ
ま
し
た
（
写
真
１
）
。
ア
ザ
ミ
ウ

マ
の
加
害
に
よ
る
白
ぶ
く
れ
症
状
の
果
実
も
一

部
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
は
種
作
業
は
８
月
上
旬
収
穫
の
早
生
作
型
、

晩
生
作
型
に
つ
い
て
順
調
に
進
み
ま
し
た
。
出

芽
の
ば
ら
つ
き
も
少
な
く
、
生
育
は
平
年
並
み

に
推
移
し
ま
し
た
。
早
い
作
型
の
収
穫
は
、
８

月
中
旬
よ
り
始
ま
り
ま
し
た
。

２　
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
（
加
工
用
）

　
は
種
作
業
は
８
月
上
旬
収
穫
の
早
生
作
型
、

晩
生
作
型
に
つ
い
て
順
調
に
進
み
ま
し
た
。
出

芽
の
ば
ら
つ
き
も
少
な
く
、
生
育
は
平
年
並
み

に
推
移
し
ま
し
た
。
早
い
作
型
の
収
穫
は
、
８

月
中
旬
よ
り
始
ま
り
ま
し
た
。

　
病
害
虫
は
、
７
月
下
旬
よ
り
ア
ブ
ラ
ム
シ
が

散
見
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
収
穫
後
の
雌
穂
に

は
カ
メ
ム
シ
の
食
害
痕
が
見
ら
れ
、
品
質
劣
化

が
見
ら
れ
ま
し
た
。
一
部
の
ほ
場
で
は
連
作
に

よ
る
土
壌
病
害
で
あ
る
黒
穂
病
の
発
生
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
。

洋
菜
類

１　
グ
リ
ー
ン
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス

　
融
雪
は
順
調
で
、
収
穫
は
例
年
ど
お
り
５
月

中
旬
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
５
月
上
旬
に
は
一

部
地
域
で
降
雹
が
あ
り
、
露
地
収
穫
物
に
軽
度

の
傷
・
曲
が
り
が
発
生
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

風
害
に
よ
る
曲
が
り
も
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
５

月
の
気
温
は
平
年
よ
り
高
く
推
移
し
好
天
に
も

恵
ま
れ
、
出
荷
量
は
平
年
を
上
回
り
ま
し
た
。

　
病
害
虫
は
、
斑
点
病
の
発
生
は
平
年
並
み
で

し
た
が
、
８
月
上
旬
よ
り
降
雨
が
多
く
茎
枯
病

が
発
生
し
ま
し
た
。

２　
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

　
定
植
は
平
年
並
み
の
５
月
上
旬
か
ら
始
ま
り
、

定
植
後
の
適
度
な
降
雨
に
よ
り
初
期
生
育
は
順

調
に
進
み
ま
し
た
。
５
月
下
旬
か
ら
の
低
温
で

生
育
は
一
時
停
滞
し
ま
し
た
が
、
６
月
中
旬
か

ら
の
好
天
で
生
育
は
回
復
し
ま
し
た
。
８
月
下

旬
よ
り
平
均
気
温
が
平
年
よ
り
低
く
な
り
ほ
場

内
で
生
育
の
不
揃
い
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
病
害
虫
は
、
花
蕾
腐
敗
病
の
発
生
が
一
部
見

ら
れ
ま
し
た
。
ヨ
ト
ウ
ム
シ
、
コ
ナ
ガ
の
発
生

量
は
平
年
並
み
で
し
た
。

葉
茎
菜
類

１　
ゆ
り
ね

　
生
育
は
順
調
に
進
み
、
適
度
な
降
雨
に
よ
り

葉
先
枯
れ
症
の
発
生
は
平
年
並
み
と
な
り
ま
し

た
。
収
穫
は
９
月
下
旬
よ
り
始
ま
り
大
玉
傾
向

で
し
た
が
、
り
ん
茎
さ
び
症
に
よ
る
品
質
の
低

下
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
病
害
虫
は
、
葉
先
枯
れ
病
の
発
生
は
平
年
よ

り
少
な
く
、
ユ
リ
え
そ
病
の
発
生
が
一
部
で
見

ら
れ
ま
し
た
。

２　
か
ぼ
ち
ゃ
（
加
工
）

　
移
植
栽
培
で
は
５
月
下
旬
か
ら
は
種
作
業
が

始
ま
り
、
定
植
は
６
月
中
旬
よ
り
順
調
に
進
み

ま
し
た
。
直
播
栽
培
で
は
６
月
上
旬
よ
り
は
種

作
業
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、
発
芽
に
ば
ら
つ
き

が
見
ら
れ
一
部
補
植
作
業
が
発
生
し
ま
し
た
。

６
月
中
旬
以
降
の
生
育
は
順
調
に
進
み
ま
し
た

が
、
７
月
中
旬
の
降
雨
に
よ
り
一
部
着
果
不
良

が
発
生
し
ま
し
た
。
着
果
数
が
や
や
少
な
く
な

り
ま
し
た
が
、
球
肥
大
は
順
調
に
進
み
収
穫
量

は
前
年
並
み
と
な
り
ま
し
た
。

　
病
害
虫
で
は
、
８
月
下
旬
か
ら
う
ど
ん
こ
病

の
発
生
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

１　
飼
料
用
と
う
も
ろ
こ
し

（
１
）
生
育
経
過
と
収
穫
作
業
の
概
要

　
は
種
作
業
は
順
調
に
行
わ
れ
、
出
芽
期
は
ほ

ぼ
平
年
並
に
推
移
し
ま
し
た
。

　
絹
糸
抽
出
期
、
黄
熟
期
に
つ
い
て
も
ほ
ぼ
平

年
並
に
推
移
し
ま
し
た
。
９
月
１
日
に
お
け
る

草
丈
は
、
平
年
約
２
８
０
㎝
の
と
こ
ろ
、
本
年

は
約
３
１
０
㎝
で
、
や
や
長
く
な
っ
て
い
ま
し

た
。
９
月
に
は
台
風
の
接
近
も
あ
り
ま
し
た
が
、

倒
伏
も
少
な
く
、
適
期
収
穫
が
行
わ
れ
ま
し
た

（
写
真
１
）
。

　
収
穫
作
業
は
、
ほ
ぼ
平
年
並
に
進
み
ま
し
た
。

収
穫
始
（
５
％
）
は
９
月
16
日
、
収
穫
期
（
40

〜
50
％
）
は
10
月
１
日
、
収
穫
終
（
90
％
）
は

10
月
８
日
と
な
り
ま
し
た
。

（
２
）
収
量
の
概
要

　
順
調
な
生
育
で
登
熟
も
進
み
、
黄
熟
後
期
で

の
収
穫
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
収
量
は
平
年

よ
り
や
や
多
く
な
り
ま
し
た
。

（
３
）
今
後
に
向
け
て

　
肥
料
価
格
が
高
騰
し
て
い
る
中
、
堆
肥
・
ス

ラ
リ
ー
等
を
積
極
的
に
活
用
し
、
地
力
の
維
持

増
進
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

２　
牧
草

（
１
）
１
番
草
の
生
育
と
収
穫
作
業

　
融
雪
が
や
や
早
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
萌
芽
期

は
や
や
早
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
５
月
に
適

度
な
降
雨
が
あ
り
、
生
育
は
順
調
に
進
み
、
出

穂
期
は
平
年
並
に
推
移
し
ま
し
た
（
写
真
２
）
。

　
収
穫
時
期
の
６
月
下
旬
は
、
や
や
多
雨
傾
向

で
、
収
穫
調
製
作
業
に
影
響
が
あ
り
ま
し
た
。

　
収
穫
作
業
は
、
平
年
並
に
進
み
ま
し
た
。

　

収
穫
始
（
５
％
）
は
６
月
15
日
、
収
穫
期

（
40
〜
50
％
）
は
６
月
27
日
、
収
穫
終
（
90

％
）
は
７
月
10
日
と
な
り
ま
し
た
。

（
２
）
２
番
草
の
生
育
と
収
穫
作
業

　
１
番
草
刈
取
り
後
、
適
度
な
降
雨
が
あ
り
２

番
草
の
再
生
は
順
調
に
進
み
ま
し
た
。

　
収
穫
作
業
は
、
平
年
並
に
進
み
ま
し
た
。
収

穫
始
（
５
％
）
は
８
月
25
日
、
収
穫
期
（
40
〜

50
％
）
は
９
月
５
日
、
収
穫
終
（
90
％
）
は
９

月
17
日
と
な
り
ま
し
た
。

（
３
）
１
番
草
・
２
番
草
の
収
量

　
１
番
草
は
、
生
育
が
順
調
で
収
量
は
、
や
や

多
く
な
り
ま
し
た
。
令
和
３
年
の
高
温
少
雨
の

影
響
に
よ
り
、
生
育
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
回

復
傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

２
番
草
の
収
量
は
、
平
年
並
と
な
り
ま
し
た
。

（
４
）
今
後
に
向
け
て

　
堆
肥
・
ス
ラ
リ
ー
等
を
積
極
的
に
活
用
し
、

地
力
の
維
持
増
進
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

ま
た
、
安
定
生
産
を
図
る
た
め
に
も
、
計
画
的

な
草
地
更
新
が
必
要
で
す
。
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項目 ㎡当り
穂数（本）

Ｒ４
平年

平年比(%)

686
674
102

１穂粒数
(粒/穂)

27.2
28.5
95

千粒重
(g)

39.9
40.2
99

子実重
(kg/10a)

744
801
93

容積重
(ｇ/ℓ)

827
833
99

蛋白
含有率
（％）
12.0
11.8
＋0.2pt

※１穂粒数・千粒重2.2mm網上

表３　秋まき小麦（きたほなみ）の収量構成要素（普及センター作況調査）

項目 は種始

Ｒ４

平年

遅速

は種期 は種終 出芽期

9月5日

9月7日

早2日

9月11日

9月14日

早3日

9月18日

9月26日

早8日

9月23日

9月25日

早2日
※は種作業・出芽期は、きたほなみ・ゆめちからの両方を対象とした

表４　令和５年産秋まき小麦のは種作業・出芽期

写真１　縞萎縮病感染株
（激しい萎縮と葉身の黄化）

写真２　６月末に早期倒伏を生じた
（眼紋病発病で倒伏は助長された）

図３　令和元年と比較した収量・容積重変化の関係
（きたほなみ・ゆめちから）

図４　ゆめちからのタンパク階層分布
（過去４ヶ年）

　
昨
年
３
月
の
平
均
気
温
は
平
年
よ
り
２
℃
高

く
、
順
調
に
雪
解
け
は
進
み
、
融
雪
期
は
平
年

よ
り
３
日
早
く
、

積
雪
期
間
は
17
日

短
く
な
り
ま
し
た

（
表
１
）
。

　
農
耕
期
間
（
４

〜
10
月
）
の
積
算

平
均
気
温
は
３
，

１
０
４
℃
（
平
年

比
１
０
７
％
）
、

日
照
時
間
は
１
，

１
９
１
時
間
（
同

１
０
８
％
）
、
降

水
量
は
７
６
３
㎜

（
同
１
１
２
％
）

と
い
ず
れ
も
平
年

を
上
回
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１　
秋
ま
き
小
麦

（
１
）
令
和
４
年
産
小
麦
の
作
柄
（
図
１
）

　
昨
年
の
小
麦
は
、
品
種
に
よ
っ
て
作
柄
の
様

相
は
異
な
り
ま
し
た
。

　

ト
ラ
ッ
ク
ス
ケ
ー
ル
で
は
、
「
き
た
ほ
な

み
」
「
ゆ
め
ち
か
ら
」
の
粗
原
収
量
は
同
水
準

（
５
８
１
㎏
／
10
ａ
）
で
し
た
が
、
「
き
た
ほ

な
み
」
は
細
麦
気
味
で
、
製
品
収
量
は
「
ゆ
め

ち
か
ら
」
に
劣
り
ま
し
た
。
「
春
よ
恋
」
の
製

品
収
量
は
概
ね
６
俵
（
２
９
３
㎏
／
10
ａ
）
で

し
た
。

　
多
収
だ
っ
た
令
和
元
年
以
降
、
「
ゆ
め
ち
か

ら
」
は
、
比
較
的
高
い
収
量
を
維
持
し
て
い
る

の
に
対
し
て
、
「
き
た
ほ
な
み
」
「
春
よ
恋
」

は
収
量
の
落
ち
込
み
が
見
ら
れ
ま
す
。
特
に

「
き
た
ほ
な
み
」
は
、
低
い
製
品
率
が
、
低
収

の
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
２
）
秋
ま
き
小
麦
（
き
た
ほ
な
み
）
生
育
経

過
（
表
２
、
図
２
）　

　
融
雪
が
早
く
、
そ
の
後
も
気
温
は
高
く
経
過

し
た
こ
と
か
ら
、
起
生
期
・
幼
穂
形
成
期
・
止

葉
期
は
、
い
ず
れ
も
平
年
よ
り
４
日
早
く
な
り

ま
し
た
。
出
穂

寸
前
の
６
月
初

旬
、
最
低
気
温

５
℃
未
満
の
低

温
・
寡
照
な
天

候
が
10
日
間
ほ

ど
続
き
、
出
穂

の
停
滞
や
不
揃

い
の
原
因
と
な

り
ま
し
た
。
出

穂
期
は
概
ね
平

年
並
で
し
た
。

　
出
穂
期
か
ら

成
熟
期
ま
で
の

登
熟
期
間
中
、

日
中
の
気
温
や

最
低
気
温
（
夜

温
）
は
総
じ
て

高
く
、
生
育
は

前
進
し
、
成
熟

期
は
平
年
よ
り

３
日
早
く
な
り

ま
し
た
。
収
穫

期
間
中
は
、
ま

と
ま
っ
た
降
雨

に
作
業
を
中
断

し
な
が
ら
、
平

年
よ
り
２
日
早

い
収
穫
終
と
な

り
ま
し
た
。

　
前
年
越
冬
前

に
十
分
な
生
育

量
を
確
保
し
、
雪
腐
病
や
冬
損
に
よ
る
減
耗
も

な
か
っ
た
た
め
、
茎
数
は
期
間
を
通
じ
て
平
年

を
上
回
り
ま
し
た
。
草
丈
は
平
年
よ
り
長
か
っ

た
も
の
の
、
稈
長
は
や
や
短
く
な
り
ま
し
た
。

最
終
的
な
穂
数
は
ほ
ぼ
平
年
並
で
し
た
。

　
出
穂
か
ら
成
熟
ま
で
の
登
熟
日
数
は
平
年
よ

り
２
日
短
く
な
り
ま
し
た
（
昨
年
41
日
、
平
年

43
日
）
。

（
３
）
病
害
虫
の
発
生
状
況

　
前
年
秋
、
薬
剤
散
布
後
の
降
水
量
は
多
く
、

薬
剤
成
分
の
流
亡
が
懸
念
さ
れ
ま
し
た
が
、
雪

腐
病
に
よ
る
被
害
は
平
年
よ
り
少
な
く
な
り
ま

し
た
。

　
抵
抗
性
を
も
た
な
い
「
き
た
ほ
な
み
」
の
縞

萎
縮
病
（
写
真
１
）
や
、
品
種
を
問
わ
ず
眼
紋

病
の
発
生
が
目
立
ち
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
小
麦

の
連
作
や
過
作
が
病
原
菌
密
度
を
高
め
る
土
壌

病
害
で
す
。
縞
萎
縮
病
は
、
町
内
で
の
発
生
地

域
拡
大
が
認
め
ら
れ
、
有
効
な
薬
剤
の
適
正
使

用
後
に
、
眼
紋
病
を
発
病
し
た
事
例
も
見
ら
れ

ま
し
た
。

　
出
穂
以
降
は
多
雨
湿
潤
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、

赤
か
び
病
の
好
適
条
件
と
な
り
ま
し
た
。
調
製

後
の
小
麦
に
赤
か
び
病
感
染
粒
の
混
入
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
ほ
場
で
は
発
病
穂
が
例
年
に
比
べ

多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

（
４
）
作
況
ほ
の
収
量
構
成
要
素
と
要
因

　
穂
数
や
千
粒
重
は
平
年
並
で
す
が
、
一
穂
粒

数
は
や
や
少
な
く
、
子
実
重
は
平
年
を
下
回
り

ま
し
た（
表
３
）。

　
ト
ラ
ッ
ク
ス

ケ
ー
ル
デ
ー
タ

を
多
収
だ
っ
た

令
和
元
年
と
比

較
す
る
と
、

「
き
た
ほ
な

み
」
「
ゆ
め
ち

か
ら
」
と
も
に
、

減
収
し
た
生
産

者
の
９
割
に
共

通
し
て
容
積
重

の
低
下
が
見
ら

れ
ま
し
た
（
図

３
）
。
収
量
の

維
持
・
向
上
に
、

容
積
重
を
低
下

さ
せ
な
い
＝
細

麦
に
な
ら
な
い

肥
培
管
理
が
有

効
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
は
、
病
害
だ
け
で
な
く
、
６
月
末
の
降

雨
を
き
っ
か
け
に
生
じ
た
早
期
倒
伏
も
健
全
な

子
実
肥
大
を

妨
げ
た
と
推

察
さ
れ
ま
す

（
写
真
２
）。

土
づ
く
り
、

適
正
輪
作
と

と
も
に
、
肥

培
管
理
の
再

点
検
や
基
本

技
術
の
励
行

に
努
め
て
く

だ
さ
い
。

（
５
）
ゆ
め
ち
か
ら
の
子
実
タ
ン
パ
ク

　
こ
こ
数
年
低
下
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
。
ゆ
め

ち
か
ら
の
子
実
タ
ン
パ
ク
は
、
タ
ン
パ
ク
16
．

１
〜
18
．
０
％
の
生
産
者
数
が
増
加
し
（
図

４
）
、
ト
ラ
ッ
ク
ス
ケ
ー
ル
平
均
タ
ン
パ
ク
は

15
．
２
％
と
前
年
よ
り
０
．
２
ポ
イ
ン
ト
上
昇

し
ま
し
た
。

（
６
）
令
和
５
年
産
秋
ま
き
小
麦
の
生
育
状
況

（
表
４
）

　
昨
年
の
秋
期

は
少
雨
で
、
は

種
作
業
は
平
年

よ
り
早
く
終
わ

り
ま
し
た
。

　
乾
燥
土
壌
で

は
、
出
芽
遅
延

や
出
芽
む
ら
を

生
じ
ま
し
た
が
、

降
雨
後
に
回
復

し
ま
し
た
。
一

部
傾
斜
地
で
は
、

強
雨
後
の
種
子

流
亡
も
認
め
ら

れ
ま
す
が
、
地

域
全
体
で
は
、

越
冬
前
の
生
育

は
順
調
で
し
た
。

２　
春
ま
き
小
麦
（
春
よ
恋
）

（
１
）
生
育
経
過
（
表
５
、
図
５
）

　
融
雪
後
、
ほ
場
の
乾
燥
は
進
み
、
平
年
よ
り

早
く
は
種
期
、
出
芽
期
を
迎
え
ま
し
た
。
そ
の

後
、
適
度
な
温
度
と
降
雨
に
恵
ま
れ
、
生
育
は

順
調
に
進
み
ま
し
た
が
、
６
月
上
旬
の
低
温
下

で
生
育
は
一
時
的
に
停
滞
し
、
止
葉
期
お
よ
び

出
穂
期
は
ほ
ぼ
平
年
並
と
な
り
ま
し
た
。

　
出
穂
以
降
の
気
温
は
高
く
、
生
育
が
促
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
乳
熟
期
、
成
熟
期
は
平
年
に
比

べ
３
〜
４
日
早
ま
り
ま
し
た
。
登
熟
日
数
は
平

年
よ
り
３
日
短
い
39
日
で
し
た
。

　
秋
ま
き
小
麦
と
同
様
に
、
降
雨
の
合
間
を
縫

っ
て
の
収
穫
と
な
り
ま
し
た
。
子
実
水
分
の
低

下
は
進
み
、
ほ
場
で
の
倒
伏
も
限
ら
れ
た
こ
と

か
ら
、
収
穫
作
業
は
順
調
に
進
み
、
収
穫
終
は

平
年
よ
り
３
日
早
く
な
り
ま
し
た
。

　
生
育
前
半
は
適
度
な
気
候
に
恵
ま
れ
生
育
は

や
や
旺
盛
と
な
り
ま
し
た
。
茎
数
は
平
年
を
上

回
り
、
草
丈
は
平
年
よ
り
や
や
長
く
、
稈
長
は

ほ
ぼ
平
年
並
で
し
た
。
一
部
ほ
場
で
は
、
止
葉

期
ま
で
の
茎
数
に
対
し
て
穂
数
が
少
な
い
（
有

効
茎
率
の
低
い
）
様
子
が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

（
２
）
病
害
虫
の
発
生
状
況

　
生
育
旺
盛
、
乾
燥
し
た
期
間
も
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
う

ど
ん
こ
病

は
例
年
に

比
べ
多
く

見
ら
れ
ま

し
た
。
ま

ん
延
し
た

場
合
は
、

下
葉
の
枯

死
や
有
効

茎
減
少
の

原
因
に
な

っ
た
と
考

え
ら
れ
ま

し
た
（
写

真
３
）
。

　
秋
ま
き
小
麦
同
様
、
赤
か
び
病
発
病
穂
が
ほ

場
段
階
で
散
見
さ
れ
ま
し
た
。
被
害
粒
の
混
入

は
な
い
も
の
の
、
気
象
経
過
を
鑑
み
た
防
除
が

今
後
も
重
要
と
な
り
ま
す
。

（
３
）
作
況
ほ
の
収
量
構
成
要
素
、
要
因

　
穂
数
は
平
年
よ
り
や
や
多
い
が
、
一
穂
粒
数
、

千
粒
重
は
平
年
を
下
回
っ
た
こ
と
か
ら
、
子
実

重
は
平
年
比
９
割
ほ
ど
で
し
た
（
表
６
）
。
令

和
元
年
と
比
べ

た
、
ト
ラ
ッ
ク

ス
ケ
ー
ル
デ
ー

タ
で
は
、
容
積

重
の
減
少
幅
に

対
し
て
収
量
の

低
下
量
が
大
き

い
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
（
図

６
）
。
子
実
肥

大
不
足
よ
り
も
、

ほ
か
の
収
量
構

成
要
素
（
一
穂

粒
数
や
穂
数
）

の
減
少
が
、
収

量
水
準
の
低
下

に
関
与
し
て
い

る
と
推
測
さ
れ

ま
し
た
。

　
生
育
前
半
の

草
丈
・
茎
数
は
、

平
年
を
上
回
り

旺
盛
な
生
育
を

示
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
結
果
的
に
は
収
量
は

平
年
を
下
回
り
、
倒
伏
の
発
生
は
例
年
ほ
ど
目

立
ち
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
一
部
ほ
場
で
観
察
さ
れ
た
よ
う
に
、
茎
数
に

対
し
て
穂
数
が
不
足
し
た
の
は
、
う
ど
ん
こ
病

の
よ
う
な
病
害
や
多
雨
に
よ
る
土
壌
養
分
の
流

亡
の
ほ
か
、
日
照
不
足
も
理
由
の
一
つ
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
６
月
下
旬
の
寡
照
は
（
日
照
時
間

は
平
年
比
66
％
）
、
主
茎
に
続
く
分
け
つ
茎
の

無
効
化
（
穂
に
発
達
し
な
い
）
に
働
い
た
も
の

と
推
察
さ
れ
ま
し
た
。

３　
小
豆
（
し
ゅ
ま
り
・
き
た
ろ
ま
ん
）

（
１
）
生
育
の
経
過
（
表
７
、
図
７
・
８
）

　
融
雪
期
が
早
く
、
他
品
目
の
は
種
・
植
付
作

業
が
順
調
に
進
ん
だ
こ
と
、
気
温
が
高
く
、
地

温
上
昇
も
早
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
は
種
期
は
２

日
早
く
進
み
ま
し
た
。
出
芽
期
は
は
種
後
の
低

温
に
よ
り
平
年
よ
り
２
日
遅
れ
た
も
の
の
、
６

月
下
旬
〜
７
月
中
旬
ま
で
の
夜
間
の
高
温
で
草

丈
は
平
年
よ
り
長
く
（
平
年
比
１
２
０
％
）
、

葉
数
も
早
く
進
み
、
開
花
期
は
４
日
早
ま
り
ま

し
た
。
草
丈
が
長
く
な
っ
た
た
め
、
一
部
ほ
場

で
は
倒
伏
が
発
生
し
ま
し
た
。
莢
の
成
熟
が
早

く
進
ん
だ
こ
と
か
ら
、
収
穫
期
で
10
日
早
く
な

り
ま
し
た
。
病
害
は
、
ア
ズ
キ
ノ
メ
イ
ガ
の
被

害
が
一
部
で
見
ら
れ
ま
し
た
。

（
２
）
作
況
ほ
の
収
量
構
成
要
素
、
要
因
（
表

８
）

　

㎡
当
た
り
莢
数
は
平
年
並
で
し
た
が
、
一
莢

内
粒
数
・
百
粒
重
が
平
年
を
上
回
っ
た
こ
と
か

ら
、
子
実
重
は
平
年
を
大
き
く
上
回
り
ま
し
た

（
平
年
比
１
２
８
％
）
。　

　
こ
れ
は
、
平
年
よ
り
葉
数
や
開
花
期
が
早
く

進
ん
だ
こ
と
か
ら
、
着
莢
・
粒
肥
大
が
進
ん
だ

も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
昨
年
は
草
丈
が
平
年
よ
り
長
く
、
倒
伏
が
発

生
し
た
ほ
場
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。
倒
伏
が
生

じ
な
い
よ
う
適
正
施
肥
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

４　
ば
れ
い
し
ょ
（
男
爵
薯
）

（
１
）
生
育
の
経
過
と
病
害
の
発
生
状
況
（
表

９
、
図
９
）

　
融
雪
が
平
年
よ
り
早
く
進
み
、
融
雪
後
も
多

照
で
土
壌
が
早
く
乾
燥
し
た
こ
と
か
ら
、
植
付

期
は
11
日
早
く
、
植
付
終
は
６
日
早
く
、
萌
芽

期
は
４
日
早
く
な
り
ま
し
た
。
萌
芽
後
、
６
月

１
〜
２
半
旬
に
低
温
で
経
過
し
た
こ
と
か
ら
、

植
付
期
ほ
ど
生
育
期
節
は
早
ま
ら
ず
、
着
蕾
期

は
２
日
早
く
、
開
花
期
は
３
日
、
終
花
期
は
２

日
早
く
な
り
ま
し
た
。

　
地
上
部
生
育
は
、
茎
数
は
平
年
よ
り
少
な
く
、

草
丈
は
平
年
よ
り
や
や
長
く
な
り
、
６
月
下
旬

に
は
多
く
の
ほ
場
で
倒
伏
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
７
月
は
平
年
よ
り
高
温
多
湿
で
経
過

し
た
こ
と
か
ら
、
耐
病
性
が
弱
い
ト
ヨ
シ
ロ
で

軟
腐
病
の
発
生
が
多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。

　
８
月
中
旬
に
降
雨
が
あ
っ
た
た
め
、
収
穫
始

は
２
日
遅
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
は
晴
天
に

恵
ま
れ
、
収
穫
期
は
１
日
早
く
、
収
穫
終
は
３

日
早
く
な
り
ま
し
た
。

（
２
）
作
況
ほ
の
収
量
構
成
要
素
、
要
因
（
表

10
）

　
昨
年
は
土
壌
水
分
が
高
く
、
茎
葉
草
勢
が
維

持
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
生
育
後
半
ま
で
ス
ト

ロ
ン
形
成
・
塊
茎
着
生
が
続
い
た
た
め
、
株
当

た
り
上
い
も
個
数
は
平
年
よ
り
多
く
な
り
ま
し

た
。
後
半
着
生
し
た
塊
茎
は
小
い
も
と
な
り
ま

し
た
が
、
着
生
が
早
か
っ
た
塊
茎
は
多
雨
傾
向

に
よ
り
、
上
い
も
１
個
重
が
重
く
、
平
均
す
る

と
上
い
も
１
個
重
は
平
年
並
と
な
り
ま
し
た
。

株
当
た
り
上
い
も
数
が
多
か
っ
た
こ
と
、
上
い

も
１
個
重
が
平
年
並
だ
っ
た
こ
と
か
ら
上
い
も

収
量
・
規
格
内
収
量
は
多
く
な
り
ま
し
た
。

　
で
ん
ぷ
ん
価
は
平
年
よ
り
０
．
４
ポ
イ
ン
ト

低
く
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
茎
葉
黄
変
期
が

平
年
よ
り
４
日
早
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
養
分
の

転
流
量
が
少
な
か
っ
た
た
め
と
推
察
さ
れ
ま
す
。

　
多
雨
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
多
発
生
し
た
軟
腐

病
の
対
策
と
し
て
は
、
倒
伏
し
な
い
よ
う
多
窒

素
栽
培
を
避
け
、
適
正
施
肥
を
行
う
こ
と
、
ほ

場
の
排
水
対
策
を
徹
底
す
る
こ
と
、
最
高
気
温

25
℃
以
上
が
３
日
続
い
た
ら
防
除
を
開
始
す
る

こ
と
、
オ
キ

ソ
リ
ニ
ッ
ク

酸
の
連
用
を

避
け
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

　

町
内
の
多

く
の
地
域
で

そ
う
か
病
、

粉
状
そ
う
か

病
、
腐
敗
、

緑
化
が
多
く

発
生
し
ま
し

た
。
排
水
性

が
悪
い
ほ
場

で
は
、
堆
肥

散
布
や
透
排

水
性
改
善
な

ど
、
病
障
害

の
発
生
対
策

を
実
施
し
ま

し
ょ
う
。

５　
て
ん
さ
い

（
１
）
作
業
、
生
育
経
過
（
表
11
、
図
10
）

　
は
種
期
、
出
芽
期
は
平
年
並
で
し
た
。
前
倒

し
で
動
き
出
し
た
春
作
業
に
続
く
形
で
、
移
植

始
は
平
年
よ
り
５
日
、
移
植
終
は
４
日
早
く
な

り
ま
し
た
。

　
４
月
末
に
強
い
冷
え
込
み
と
強
風
が
数
日
続

き
、
移
植
直
後
の
苗
の
損
傷
や
枯
死
を
招
き
ま

し
た
。
再
移
植
や
多
数
の
補
植
を
強
い
ら
れ
る

ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
移
植
後
の
活
着
は
良
好
で
、
そ
の
後
、
適
度

な
温
度
と
降
雨
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
草
丈
や
葉

数
、
７
月
以
降
の
根
周
は
、
期
間
を
通
じ
て
平

年
を
上
回
っ
て
経
過
し
ま
し
た
。
こ
こ
数
年
見

ら
れ
た
、
少
雨
乾
燥
に
よ
る
茎
葉
の
脱
水
・
萎

れ
、
多
雨
に
よ
る
湿
害
は
ほ
と
ん
ど
認
め
ら
れ

ま
せ
ん
で
し
た
（
写
真
４
）
。

　
他
作
物
の
作
業
が
遅
滞
な
く
進
ん
だ
こ
と
か

ら
、
収
穫
は
早
く
始
ま
り
、
順
調
に
進
み
ま
し

た
。
収
穫
始
は
平
年
よ
り
８
日
、
収
穫
終
は
５

日
早
く
な
り
ま
し
た
。

（
２
）
病
害
虫
の
発
生
状
況

　
降
雨
が
続
き
、
夜
温
の
高
い
期
間
も
あ
り
ま

し
た
が
、
褐
斑
病
の
発
生
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
適
切
な
薬
剤
散
布
の
実
践
と
と

も
に
、
主
要
品
種
が
も
つ
病
害
抵
抗
性
の
優
位

性
が
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。

　
ヨ
ト
ウ
ム
シ
幼
虫
に
よ
る
茎
葉
食
害
や
ハ
ダ

ニ
吸
汁
に
伴
う
葉
身
の
黄
化
も
ご
く
わ
ず
か
な

も
の
で
し
た
。

（
３
）
収
量
・
糖
分
（
表
12
）

　
根
中
糖
分
は
平
年
よ
り
や
や
低
い
も
の
の
、

根
重
は
平
年
比
１

割
ほ
ど
重
か
っ
た

こ
と
か
ら
、
糖
収

量
は
平
年
を
上
回

り
ま
し
た
。
直
播

栽
培
の
比
率
が
急

速
に
高
ま
る
な
か
、

地
域
全
体
の
収
穫

量
が
過
去
の
最
高

水
準
に
迫
っ
た
こ

と
を
考
慮
す
る
と
、

昨
年
は
い
か
に
豊

作
だ
っ
た
か
を
物

語
り
ま
す
。

（
４
）
作
柄
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
要
因（
図
11
）

　
根
重
は
、
春
か
ら
初
夏
に
か
け
て
の
最
高
気

温
が
高
い
ほ
ど
重
く
な
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

昨
年
は
、
移
植
後
の
天
候
に
恵
ま
れ
、
病
障
害

等
に
よ
る
損
耗
も
な
く
、
根
部
肥
大
は
促
進
さ

れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
根
中
糖
分
を
左
右
す
る
夏
期
の
最
低
気
温
は

概
ね
平
年
並
で
し
た
が
（
７
月
上
旬
か
ら
10
月

上
旬
の
積
算
最
低
気
温
１
，
３
０
３
℃
、
過
去

20
年
平
均
１
，
２
８
３
℃
）
、
根
中
糖
分
は
平

年
を
０
．
５
ポ
イ
ン
ト
下
回
り
ま
し
た
。

　
や
や
平
年
よ
り
も
早
い
融
雪
を
迎
え
、
４
月

上
旬
の
気
温
は
平
年
よ
り
高
め
に
推
移
し
ま
し

た
が
、
５
月
上
旬
の
気
温
は
低
く
、
各
作
物
で

若
干
の
生
育
遅
れ
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

再
び
６
月
上
旬
か
ら
平
年
よ
り
気
温
は
低
く
推

移
し
ま
し
た
。
７
月
に
は
高
温
条
件
で
推
移
し
、

高
温
の
影
響
に
よ
る
生
理
障
害
が
見
ら
れ
ま
し

た
。
８
月
以
降
は
ま
と
ま
っ
た
降
雨
日
の
発
生

が
多
く
、
降
雨
の
影
響
に
よ
る
湿
害
の
発
生
が

散
見
さ
れ
、
各
作
物
の
品
質
低
下
を
招
き
ま
し

た
。

　
春
先
の
低
温
被
害
や
ゲ
リ
ラ
的
な
降
雨
、
ま

た
再
び
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
が
感
染
拡
大
す

る
な
ど
、
昨
年
に
続
き
悩
み
多
い
１
年
と
な
り

ま
し
た
が
、
各
作
物
で
は
甚
大
な
被
害
の
な
い

１
年
と
な
り
ま
し
た
。

果
菜
類

１　
ト
マ
ト

　
４
月
下
旬
に
低
温
が
あ
っ
た
も
の
の
、
共
選

は
例
年
並
の
５
月
18
日
に
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　
５
月
下
旬
か
ら
の
低
温
の
影
響
に
よ
り
花
落

ち
が
発
生
し
草
勢
は
強
め
に
推
移
し
ま
し
た
。

そ
の
後
は
６
月
中
旬
か
ら
の
降
雨
の
影
響
で
多

湿
と
な
り
灰
色
か
び
病
が
発
生
し
、
果
実
品
質

が
低
下
し
ま
し
た
。
７
月
上
旬
〜
中
旬
に
か
け

て
は
最
高
気
温
の
高
い
日
が
続
き
、
落
花
、
グ

リ
ー
ン
バ
ッ
ク
果
が
散
見
さ
れ
ま
し
た
。
８
月

以
降
の
生
育
は
順
調
で
し
た
が
、
ま
と
ま
っ
た

降
雨
日
が
多
く
、
湿
度
が
高
い
状
況
が
続
き
ま

し
た
。
９
月
以
降
は
最
高
気
温
と
最
低
気
温
に

大
き
く
差
が
あ
る
日
が
多
く
、
裂
果
の
発
生
が

見
ら
れ
ま
し
た
。
収
穫
終
盤
は
平
年
よ
り
も
気

温
が
低
く
着
色
が
停
滞
し
、
小
玉
傾
向
で
推
移

し
ま
し
た
。

　
病
害
虫
は
、
６
月
中
旬
か
ら
の
曇
天
降
雨
に

よ
り
灰
色
か
び
病
・
葉
か
び
病
の
発
生
し
が
継

続
し
ま
し
た
。
ま
た
、
連
作
年
数
が
増
加
し
て

い
る
ほ
場
で
は
土
壌
病
害
で
あ
る
褐
色
根
腐
病

が
散
見
さ
れ
、
太
根
は
コ
ル
ク
化
し
細
根
の
脱

落
が
見
ら
れ
ま
し
た
（
写
真
１
）
。
ア
ザ
ミ
ウ

マ
の
加
害
に
よ
る
白
ぶ
く
れ
症
状
の
果
実
も
一

部
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
は
種
作
業
は
８
月
上
旬
収
穫
の
早
生
作
型
、

晩
生
作
型
に
つ
い
て
順
調
に
進
み
ま
し
た
。
出

芽
の
ば
ら
つ
き
も
少
な
く
、
生
育
は
平
年
並
み

に
推
移
し
ま
し
た
。
早
い
作
型
の
収
穫
は
、
８

月
中
旬
よ
り
始
ま
り
ま
し
た
。

２　
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
（
加
工
用
）

　
は
種
作
業
は
８
月
上
旬
収
穫
の
早
生
作
型
、

晩
生
作
型
に
つ
い
て
順
調
に
進
み
ま
し
た
。
出

芽
の
ば
ら
つ
き
も
少
な
く
、
生
育
は
平
年
並
み

に
推
移
し
ま
し
た
。
早
い
作
型
の
収
穫
は
、
８

月
中
旬
よ
り
始
ま
り
ま
し
た
。

　
病
害
虫
は
、
７
月
下
旬
よ
り
ア
ブ
ラ
ム
シ
が

散
見
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
収
穫
後
の
雌
穂
に

は
カ
メ
ム
シ
の
食
害
痕
が
見
ら
れ
、
品
質
劣
化

が
見
ら
れ
ま
し
た
。
一
部
の
ほ
場
で
は
連
作
に

よ
る
土
壌
病
害
で
あ
る
黒
穂
病
の
発
生
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
。

洋
菜
類

１　
グ
リ
ー
ン
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス

　
融
雪
は
順
調
で
、
収
穫
は
例
年
ど
お
り
５
月

中
旬
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
５
月
上
旬
に
は
一

部
地
域
で
降
雹
が
あ
り
、
露
地
収
穫
物
に
軽
度

の
傷
・
曲
が
り
が
発
生
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

風
害
に
よ
る
曲
が
り
も
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
５

月
の
気
温
は
平
年
よ
り
高
く
推
移
し
好
天
に
も

恵
ま
れ
、
出
荷
量
は
平
年
を
上
回
り
ま
し
た
。

　
病
害
虫
は
、
斑
点
病
の
発
生
は
平
年
並
み
で

し
た
が
、
８
月
上
旬
よ
り
降
雨
が
多
く
茎
枯
病

が
発
生
し
ま
し
た
。

２　
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

　
定
植
は
平
年
並
み
の
５
月
上
旬
か
ら
始
ま
り
、

定
植
後
の
適
度
な
降
雨
に
よ
り
初
期
生
育
は
順

調
に
進
み
ま
し
た
。
５
月
下
旬
か
ら
の
低
温
で

生
育
は
一
時
停
滞
し
ま
し
た
が
、
６
月
中
旬
か

ら
の
好
天
で
生
育
は
回
復
し
ま
し
た
。
８
月
下

旬
よ
り
平
均
気
温
が
平
年
よ
り
低
く
な
り
ほ
場

内
で
生
育
の
不
揃
い
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
病
害
虫
は
、
花
蕾
腐
敗
病
の
発
生
が
一
部
見

ら
れ
ま
し
た
。
ヨ
ト
ウ
ム
シ
、
コ
ナ
ガ
の
発
生

量
は
平
年
並
み
で
し
た
。

葉
茎
菜
類

１　
ゆ
り
ね

　
生
育
は
順
調
に
進
み
、
適
度
な
降
雨
に
よ
り

葉
先
枯
れ
症
の
発
生
は
平
年
並
み
と
な
り
ま
し

た
。
収
穫
は
９
月
下
旬
よ
り
始
ま
り
大
玉
傾
向

で
し
た
が
、
り
ん
茎
さ
び
症
に
よ
る
品
質
の
低

下
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
病
害
虫
は
、
葉
先
枯
れ
病
の
発
生
は
平
年
よ

り
少
な
く
、
ユ
リ
え
そ
病
の
発
生
が
一
部
で
見

ら
れ
ま
し
た
。

２　
か
ぼ
ち
ゃ
（
加
工
）

　
移
植
栽
培
で
は
５
月
下
旬
か
ら
は
種
作
業
が

始
ま
り
、
定
植
は
６
月
中
旬
よ
り
順
調
に
進
み

ま
し
た
。
直
播
栽
培
で
は
６
月
上
旬
よ
り
は
種

作
業
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、
発
芽
に
ば
ら
つ
き

が
見
ら
れ
一
部
補
植
作
業
が
発
生
し
ま
し
た
。

６
月
中
旬
以
降
の
生
育
は
順
調
に
進
み
ま
し
た

が
、
７
月
中
旬
の
降
雨
に
よ
り
一
部
着
果
不
良

が
発
生
し
ま
し
た
。
着
果
数
が
や
や
少
な
く
な

り
ま
し
た
が
、
球
肥
大
は
順
調
に
進
み
収
穫
量

は
前
年
並
み
と
な
り
ま
し
た
。

　
病
害
虫
で
は
、
８
月
下
旬
か
ら
う
ど
ん
こ
病

の
発
生
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

１　
飼
料
用
と
う
も
ろ
こ
し

（
１
）
生
育
経
過
と
収
穫
作
業
の
概
要

　
は
種
作
業
は
順
調
に
行
わ
れ
、
出
芽
期
は
ほ

ぼ
平
年
並
に
推
移
し
ま
し
た
。

　
絹
糸
抽
出
期
、
黄
熟
期
に
つ
い
て
も
ほ
ぼ
平

年
並
に
推
移
し
ま
し
た
。
９
月
１
日
に
お
け
る

草
丈
は
、
平
年
約
２
８
０
㎝
の
と
こ
ろ
、
本
年

は
約
３
１
０
㎝
で
、
や
や
長
く
な
っ
て
い
ま
し

た
。
９
月
に
は
台
風
の
接
近
も
あ
り
ま
し
た
が
、

倒
伏
も
少
な
く
、
適
期
収
穫
が
行
わ
れ
ま
し
た

（
写
真
１
）
。

　
収
穫
作
業
は
、
ほ
ぼ
平
年
並
に
進
み
ま
し
た
。

収
穫
始
（
５
％
）
は
９
月
16
日
、
収
穫
期
（
40

〜
50
％
）
は
10
月
１
日
、
収
穫
終
（
90
％
）
は

10
月
８
日
と
な
り
ま
し
た
。

（
２
）
収
量
の
概
要

　
順
調
な
生
育
で
登
熟
も
進
み
、
黄
熟
後
期
で

の
収
穫
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
収
量
は
平
年

よ
り
や
や
多
く
な
り
ま
し
た
。

（
３
）
今
後
に
向
け
て

　
肥
料
価
格
が
高
騰
し
て
い
る
中
、
堆
肥
・
ス

ラ
リ
ー
等
を
積
極
的
に
活
用
し
、
地
力
の
維
持

増
進
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

２　
牧
草

（
１
）
１
番
草
の
生
育
と
収
穫
作
業

　
融
雪
が
や
や
早
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
萌
芽
期

は
や
や
早
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
５
月
に
適

度
な
降
雨
が
あ
り
、
生
育
は
順
調
に
進
み
、
出

穂
期
は
平
年
並
に
推
移
し
ま
し
た
（
写
真
２
）
。

　
収
穫
時
期
の
６
月
下
旬
は
、
や
や
多
雨
傾
向

で
、
収
穫
調
製
作
業
に
影
響
が
あ
り
ま
し
た
。

　
収
穫
作
業
は
、
平
年
並
に
進
み
ま
し
た
。

　

収
穫
始
（
５
％
）
は
６
月
15
日
、
収
穫
期

（
40
〜
50
％
）
は
６
月
27
日
、
収
穫
終
（
90

％
）
は
７
月
10
日
と
な
り
ま
し
た
。

（
２
）
２
番
草
の
生
育
と
収
穫
作
業

　
１
番
草
刈
取
り
後
、
適
度
な
降
雨
が
あ
り
２

番
草
の
再
生
は
順
調
に
進
み
ま
し
た
。

　
収
穫
作
業
は
、
平
年
並
に
進
み
ま
し
た
。
収

穫
始
（
５
％
）
は
８
月
25
日
、
収
穫
期
（
40
〜

50
％
）
は
９
月
５
日
、
収
穫
終
（
90
％
）
は
９

月
17
日
と
な
り
ま
し
た
。

（
３
）
１
番
草
・
２
番
草
の
収
量

　
１
番
草
は
、
生
育
が
順
調
で
収
量
は
、
や
や

多
く
な
り
ま
し
た
。
令
和
３
年
の
高
温
少
雨
の

影
響
に
よ
り
、
生
育
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
回

復
傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

２
番
草
の
収
量
は
、
平
年
並
と
な
り
ま
し
た
。

（
４
）
今
後
に
向
け
て

　
堆
肥
・
ス
ラ
リ
ー
等
を
積
極
的
に
活
用
し
、

地
力
の
維
持
増
進
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

ま
た
、
安
定
生
産
を
図
る
た
め
に
も
、
計
画
的

な
草
地
更
新
が
必
要
で
す
。
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項目 ㎡当り
穂数（本）

Ｒ４
平年

平年比(%)

602
566
106

１穂粒数
(粒/穂)

19.5
20.9
93

千粒重
(g)

39.1
41.7
94

子実重
(kg/10a)

459
509
90

容積重
(ｇ/ℓ)

837
833
100

蛋白
含有率
（％）
13.6
13.0
＋0.6pt

※１穂粒数・千粒重2.2mm網上

表６　春まき小麦の収量構成要素（普及センター作況調査） 

表５　春まき小麦の生育期節・農作業期 

項目
は種始

4月12日

4月15日

早3日

Ｒ４

平年

遅速

は種期

4月17日

4月19日

早2日

農作業期

は種終

4月24日

4月27日

早3日

出芽期

4月29日

5月3日

早4日

止葉期

6月9日

6月10日

早1日

出穂期

6月19日

6月20日

遅1日

生育期節

乳熟期

7月8日

7月11日

早3日

成熟期

7月28日

8月1日

早4日

収穫始

8月2日

8月4日

早2日

収穫期

8月4日

8月6日

早2日

収穫期

8月6日

8月9日

早3日

農作業期

図５　春まき小麦の生育経過

図６　収量増減と容積重の関係（春よ恋）　

写真３　うどんこ病発病後の穂数不足の例
6月15日茎数863本/㎡（平年比120％）
→成熟期穂数360本/㎡（同63％）

　
昨
年
３
月
の
平
均
気
温
は
平
年
よ
り
２
℃
高

く
、
順
調
に
雪
解
け
は
進
み
、
融
雪
期
は
平
年

よ
り
３
日
早
く
、

積
雪
期
間
は
17
日

短
く
な
り
ま
し
た

（
表
１
）
。

　
農
耕
期
間
（
４

〜
10
月
）
の
積
算

平
均
気
温
は
３
，

１
０
４
℃
（
平
年

比
１
０
７
％
）
、

日
照
時
間
は
１
，

１
９
１
時
間
（
同

１
０
８
％
）
、
降

水
量
は
７
６
３
㎜

（
同
１
１
２
％
）

と
い
ず
れ
も
平
年

を
上
回
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１　
秋
ま
き
小
麦

（
１
）
令
和
４
年
産
小
麦
の
作
柄
（
図
１
）

　
昨
年
の
小
麦
は
、
品
種
に
よ
っ
て
作
柄
の
様

相
は
異
な
り
ま
し
た
。

　

ト
ラ
ッ
ク
ス
ケ
ー
ル
で
は
、
「
き
た
ほ
な

み
」
「
ゆ
め
ち
か
ら
」
の
粗
原
収
量
は
同
水
準

（
５
８
１
㎏
／
10
ａ
）
で
し
た
が
、
「
き
た
ほ

な
み
」
は
細
麦
気
味
で
、
製
品
収
量
は
「
ゆ
め

ち
か
ら
」
に
劣
り
ま
し
た
。
「
春
よ
恋
」
の
製

品
収
量
は
概
ね
６
俵
（
２
９
３
㎏
／
10
ａ
）
で

し
た
。

　
多
収
だ
っ
た
令
和
元
年
以
降
、
「
ゆ
め
ち
か

ら
」
は
、
比
較
的
高
い
収
量
を
維
持
し
て
い
る

の
に
対
し
て
、
「
き
た
ほ
な
み
」
「
春
よ
恋
」

は
収
量
の
落
ち
込
み
が
見
ら
れ
ま
す
。
特
に

「
き
た
ほ
な
み
」
は
、
低
い
製
品
率
が
、
低
収

の
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
２
）
秋
ま
き
小
麦
（
き
た
ほ
な
み
）
生
育
経

過
（
表
２
、
図
２
）　

　
融
雪
が
早
く
、
そ
の
後
も
気
温
は
高
く
経
過

し
た
こ
と
か
ら
、
起
生
期
・
幼
穂
形
成
期
・
止

葉
期
は
、
い
ず
れ
も
平
年
よ
り
４
日
早
く
な
り

ま
し
た
。
出
穂

寸
前
の
６
月
初

旬
、
最
低
気
温

５
℃
未
満
の
低

温
・
寡
照
な
天

候
が
10
日
間
ほ

ど
続
き
、
出
穂

の
停
滞
や
不
揃

い
の
原
因
と
な

り
ま
し
た
。
出

穂
期
は
概
ね
平

年
並
で
し
た
。

　
出
穂
期
か
ら

成
熟
期
ま
で
の

登
熟
期
間
中
、

日
中
の
気
温
や

最
低
気
温
（
夜

温
）
は
総
じ
て

高
く
、
生
育
は

前
進
し
、
成
熟

期
は
平
年
よ
り

３
日
早
く
な
り

ま
し
た
。
収
穫

期
間
中
は
、
ま

と
ま
っ
た
降
雨

に
作
業
を
中
断

し
な
が
ら
、
平

年
よ
り
２
日
早

い
収
穫
終
と
な

り
ま
し
た
。

　
前
年
越
冬
前

に
十
分
な
生
育

量
を
確
保
し
、
雪
腐
病
や
冬
損
に
よ
る
減
耗
も

な
か
っ
た
た
め
、
茎
数
は
期
間
を
通
じ
て
平
年

を
上
回
り
ま
し
た
。
草
丈
は
平
年
よ
り
長
か
っ

た
も
の
の
、
稈
長
は
や
や
短
く
な
り
ま
し
た
。

最
終
的
な
穂
数
は
ほ
ぼ
平
年
並
で
し
た
。

　
出
穂
か
ら
成
熟
ま
で
の
登
熟
日
数
は
平
年
よ

り
２
日
短
く
な
り
ま
し
た
（
昨
年
41
日
、
平
年

43
日
）
。

（
３
）
病
害
虫
の
発
生
状
況

　
前
年
秋
、
薬
剤
散
布
後
の
降
水
量
は
多
く
、

薬
剤
成
分
の
流
亡
が
懸
念
さ
れ
ま
し
た
が
、
雪

腐
病
に
よ
る
被
害
は
平
年
よ
り
少
な
く
な
り
ま

し
た
。

　
抵
抗
性
を
も
た
な
い
「
き
た
ほ
な
み
」
の
縞

萎
縮
病
（
写
真
１
）
や
、
品
種
を
問
わ
ず
眼
紋

病
の
発
生
が
目
立
ち
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
小
麦

の
連
作
や
過
作
が
病
原
菌
密
度
を
高
め
る
土
壌

病
害
で
す
。
縞
萎
縮
病
は
、
町
内
で
の
発
生
地

域
拡
大
が
認
め
ら
れ
、
有
効
な
薬
剤
の
適
正
使

用
後
に
、
眼
紋
病
を
発
病
し
た
事
例
も
見
ら
れ

ま
し
た
。

　
出
穂
以
降
は
多
雨
湿
潤
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、

赤
か
び
病
の
好
適
条
件
と
な
り
ま
し
た
。
調
製

後
の
小
麦
に
赤
か
び
病
感
染
粒
の
混
入
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
ほ
場
で
は
発
病
穂
が
例
年
に
比
べ

多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

（
４
）
作
況
ほ
の
収
量
構
成
要
素
と
要
因

　
穂
数
や
千
粒
重
は
平
年
並
で
す
が
、
一
穂
粒

数
は
や
や
少
な
く
、
子
実
重
は
平
年
を
下
回
り

ま
し
た（
表
３
）。

　
ト
ラ
ッ
ク
ス

ケ
ー
ル
デ
ー
タ

を
多
収
だ
っ
た

令
和
元
年
と
比

較
す
る
と
、

「
き
た
ほ
な

み
」
「
ゆ
め
ち

か
ら
」
と
も
に
、

減
収
し
た
生
産

者
の
９
割
に
共

通
し
て
容
積
重

の
低
下
が
見
ら

れ
ま
し
た
（
図

３
）
。
収
量
の

維
持
・
向
上
に
、

容
積
重
を
低
下

さ
せ
な
い
＝
細

麦
に
な
ら
な
い

肥
培
管
理
が
有

効
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
は
、
病
害
だ
け
で
な
く
、
６
月
末
の
降

雨
を
き
っ
か
け
に
生
じ
た
早
期
倒
伏
も
健
全
な

子
実
肥
大
を

妨
げ
た
と
推

察
さ
れ
ま
す

（
写
真
２
）。

土
づ
く
り
、

適
正
輪
作
と

と
も
に
、
肥

培
管
理
の
再

点
検
や
基
本

技
術
の
励
行

に
努
め
て
く

だ
さ
い
。

（
５
）
ゆ
め
ち
か
ら
の
子
実
タ
ン
パ
ク

　
こ
こ
数
年
低
下
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
。
ゆ
め

ち
か
ら
の
子
実
タ
ン
パ
ク
は
、
タ
ン
パ
ク
16
．

１
〜
18
．
０
％
の
生
産
者
数
が
増
加
し
（
図

４
）
、
ト
ラ
ッ
ク
ス
ケ
ー
ル
平
均
タ
ン
パ
ク
は

15
．
２
％
と
前
年
よ
り
０
．
２
ポ
イ
ン
ト
上
昇

し
ま
し
た
。

（
６
）
令
和
５
年
産
秋
ま
き
小
麦
の
生
育
状
況

（
表
４
）

　
昨
年
の
秋
期

は
少
雨
で
、
は

種
作
業
は
平
年

よ
り
早
く
終
わ

り
ま
し
た
。

　
乾
燥
土
壌
で

は
、
出
芽
遅
延

や
出
芽
む
ら
を

生
じ
ま
し
た
が
、

降
雨
後
に
回
復

し
ま
し
た
。
一

部
傾
斜
地
で
は
、

強
雨
後
の
種
子

流
亡
も
認
め
ら

れ
ま
す
が
、
地

域
全
体
で
は
、

越
冬
前
の
生
育

は
順
調
で
し
た
。

２　
春
ま
き
小
麦
（
春
よ
恋
）

（
１
）
生
育
経
過
（
表
５
、
図
５
）

　
融
雪
後
、
ほ
場
の
乾
燥
は
進
み
、
平
年
よ
り

早
く
は
種
期
、
出
芽
期
を
迎
え
ま
し
た
。
そ
の

後
、
適
度
な
温
度
と
降
雨
に
恵
ま
れ
、
生
育
は

順
調
に
進
み
ま
し
た
が
、
６
月
上
旬
の
低
温
下

で
生
育
は
一
時
的
に
停
滞
し
、
止
葉
期
お
よ
び

出
穂
期
は
ほ
ぼ
平
年
並
と
な
り
ま
し
た
。

　
出
穂
以
降
の
気
温
は
高
く
、
生
育
が
促
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
乳
熟
期
、
成
熟
期
は
平
年
に
比

べ
３
〜
４
日
早
ま
り
ま
し
た
。
登
熟
日
数
は
平

年
よ
り
３
日
短
い
39
日
で
し
た
。

　
秋
ま
き
小
麦
と
同
様
に
、
降
雨
の
合
間
を
縫

っ
て
の
収
穫
と
な
り
ま
し
た
。
子
実
水
分
の
低

下
は
進
み
、
ほ
場
で
の
倒
伏
も
限
ら
れ
た
こ
と

か
ら
、
収
穫
作
業
は
順
調
に
進
み
、
収
穫
終
は

平
年
よ
り
３
日
早
く
な
り
ま
し
た
。

　
生
育
前
半
は
適
度
な
気
候
に
恵
ま
れ
生
育
は

や
や
旺
盛
と
な
り
ま
し
た
。
茎
数
は
平
年
を
上

回
り
、
草
丈
は
平
年
よ
り
や
や
長
く
、
稈
長
は

ほ
ぼ
平
年
並
で
し
た
。
一
部
ほ
場
で
は
、
止
葉

期
ま
で
の
茎
数
に
対
し
て
穂
数
が
少
な
い
（
有

効
茎
率
の
低
い
）
様
子
が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

（
２
）
病
害
虫
の
発
生
状
況

　
生
育
旺
盛
、
乾
燥
し
た
期
間
も
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
う

ど
ん
こ
病

は
例
年
に

比
べ
多
く

見
ら
れ
ま

し
た
。
ま

ん
延
し
た

場
合
は
、

下
葉
の
枯

死
や
有
効

茎
減
少
の

原
因
に
な

っ
た
と
考

え
ら
れ
ま

し
た
（
写

真
３
）
。

　
秋
ま
き
小
麦
同
様
、
赤
か
び
病
発
病
穂
が
ほ

場
段
階
で
散
見
さ
れ
ま
し
た
。
被
害
粒
の
混
入

は
な
い
も
の
の
、
気
象
経
過
を
鑑
み
た
防
除
が

今
後
も
重
要
と
な
り
ま
す
。

（
３
）
作
況
ほ
の
収
量
構
成
要
素
、
要
因

　
穂
数
は
平
年
よ
り
や
や
多
い
が
、
一
穂
粒
数
、

千
粒
重
は
平
年
を
下
回
っ
た
こ
と
か
ら
、
子
実

重
は
平
年
比
９
割
ほ
ど
で
し
た
（
表
６
）
。
令

和
元
年
と
比
べ

た
、
ト
ラ
ッ
ク

ス
ケ
ー
ル
デ
ー

タ
で
は
、
容
積

重
の
減
少
幅
に

対
し
て
収
量
の

低
下
量
が
大
き

い
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
（
図

６
）
。
子
実
肥

大
不
足
よ
り
も
、

ほ
か
の
収
量
構

成
要
素
（
一
穂

粒
数
や
穂
数
）

の
減
少
が
、
収

量
水
準
の
低
下

に
関
与
し
て
い

る
と
推
測
さ
れ

ま
し
た
。

　
生
育
前
半
の

草
丈
・
茎
数
は
、

平
年
を
上
回
り

旺
盛
な
生
育
を

示
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
結
果
的
に
は
収
量
は

平
年
を
下
回
り
、
倒
伏
の
発
生
は
例
年
ほ
ど
目

立
ち
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
一
部
ほ
場
で
観
察
さ
れ
た
よ
う
に
、
茎
数
に

対
し
て
穂
数
が
不
足
し
た
の
は
、
う
ど
ん
こ
病

の
よ
う
な
病
害
や
多
雨
に
よ
る
土
壌
養
分
の
流

亡
の
ほ
か
、
日
照
不
足
も
理
由
の
一
つ
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
６
月
下
旬
の
寡
照
は
（
日
照
時
間

は
平
年
比
66
％
）
、
主
茎
に
続
く
分
け
つ
茎
の

無
効
化
（
穂
に
発
達
し
な
い
）
に
働
い
た
も
の

と
推
察
さ
れ
ま
し
た
。

３　
小
豆
（
し
ゅ
ま
り
・
き
た
ろ
ま
ん
）

（
１
）
生
育
の
経
過
（
表
７
、
図
７
・
８
）

　
融
雪
期
が
早
く
、
他
品
目
の
は
種
・
植
付
作

業
が
順
調
に
進
ん
だ
こ
と
、
気
温
が
高
く
、
地

温
上
昇
も
早
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
は
種
期
は
２

日
早
く
進
み
ま
し
た
。
出
芽
期
は
は
種
後
の
低

温
に
よ
り
平
年
よ
り
２
日
遅
れ
た
も
の
の
、
６

月
下
旬
〜
７
月
中
旬
ま
で
の
夜
間
の
高
温
で
草

丈
は
平
年
よ
り
長
く
（
平
年
比
１
２
０
％
）
、

葉
数
も
早
く
進
み
、
開
花
期
は
４
日
早
ま
り
ま

し
た
。
草
丈
が
長
く
な
っ
た
た
め
、
一
部
ほ
場

で
は
倒
伏
が
発
生
し
ま
し
た
。
莢
の
成
熟
が
早

く
進
ん
だ
こ
と
か
ら
、
収
穫
期
で
10
日
早
く
な

り
ま
し
た
。
病
害
は
、
ア
ズ
キ
ノ
メ
イ
ガ
の
被

害
が
一
部
で
見
ら
れ
ま
し
た
。

（
２
）
作
況
ほ
の
収
量
構
成
要
素
、
要
因
（
表

８
）

　

㎡
当
た
り
莢
数
は
平
年
並
で
し
た
が
、
一
莢

内
粒
数
・
百
粒
重
が
平
年
を
上
回
っ
た
こ
と
か

ら
、
子
実
重
は
平
年
を
大
き
く
上
回
り
ま
し
た

（
平
年
比
１
２
８
％
）
。　

　
こ
れ
は
、
平
年
よ
り
葉
数
や
開
花
期
が
早
く

進
ん
だ
こ
と
か
ら
、
着
莢
・
粒
肥
大
が
進
ん
だ

も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
昨
年
は
草
丈
が
平
年
よ
り
長
く
、
倒
伏
が
発

生
し
た
ほ
場
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。
倒
伏
が
生

じ
な
い
よ
う
適
正
施
肥
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

４　
ば
れ
い
し
ょ
（
男
爵
薯
）

（
１
）
生
育
の
経
過
と
病
害
の
発
生
状
況
（
表

９
、
図
９
）

　
融
雪
が
平
年
よ
り
早
く
進
み
、
融
雪
後
も
多

照
で
土
壌
が
早
く
乾
燥
し
た
こ
と
か
ら
、
植
付

期
は
11
日
早
く
、
植
付
終
は
６
日
早
く
、
萌
芽

期
は
４
日
早
く
な
り
ま
し
た
。
萌
芽
後
、
６
月

１
〜
２
半
旬
に
低
温
で
経
過
し
た
こ
と
か
ら
、

植
付
期
ほ
ど
生
育
期
節
は
早
ま
ら
ず
、
着
蕾
期

は
２
日
早
く
、
開
花
期
は
３
日
、
終
花
期
は
２

日
早
く
な
り
ま
し
た
。

　
地
上
部
生
育
は
、
茎
数
は
平
年
よ
り
少
な
く
、

草
丈
は
平
年
よ
り
や
や
長
く
な
り
、
６
月
下
旬

に
は
多
く
の
ほ
場
で
倒
伏
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
７
月
は
平
年
よ
り
高
温
多
湿
で
経
過

し
た
こ
と
か
ら
、
耐
病
性
が
弱
い
ト
ヨ
シ
ロ
で

軟
腐
病
の
発
生
が
多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。

　
８
月
中
旬
に
降
雨
が
あ
っ
た
た
め
、
収
穫
始

は
２
日
遅
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
は
晴
天
に

恵
ま
れ
、
収
穫
期
は
１
日
早
く
、
収
穫
終
は
３

日
早
く
な
り
ま
し
た
。

（
２
）
作
況
ほ
の
収
量
構
成
要
素
、
要
因
（
表

10
）

　
昨
年
は
土
壌
水
分
が
高
く
、
茎
葉
草
勢
が
維

持
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
生
育
後
半
ま
で
ス
ト

ロ
ン
形
成
・
塊
茎
着
生
が
続
い
た
た
め
、
株
当

た
り
上
い
も
個
数
は
平
年
よ
り
多
く
な
り
ま
し

た
。
後
半
着
生
し
た
塊
茎
は
小
い
も
と
な
り
ま

し
た
が
、
着
生
が
早
か
っ
た
塊
茎
は
多
雨
傾
向

に
よ
り
、
上
い
も
１
個
重
が
重
く
、
平
均
す
る

と
上
い
も
１
個
重
は
平
年
並
と
な
り
ま
し
た
。

株
当
た
り
上
い
も
数
が
多
か
っ
た
こ
と
、
上
い

も
１
個
重
が
平
年
並
だ
っ
た
こ
と
か
ら
上
い
も

収
量
・
規
格
内
収
量
は
多
く
な
り
ま
し
た
。

　
で
ん
ぷ
ん
価
は
平
年
よ
り
０
．
４
ポ
イ
ン
ト

低
く
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
茎
葉
黄
変
期
が

平
年
よ
り
４
日
早
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
養
分
の

転
流
量
が
少
な
か
っ
た
た
め
と
推
察
さ
れ
ま
す
。

　
多
雨
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
多
発
生
し
た
軟
腐

病
の
対
策
と
し
て
は
、
倒
伏
し
な
い
よ
う
多
窒

素
栽
培
を
避
け
、
適
正
施
肥
を
行
う
こ
と
、
ほ

場
の
排
水
対
策
を
徹
底
す
る
こ
と
、
最
高
気
温

25
℃
以
上
が
３
日
続
い
た
ら
防
除
を
開
始
す
る

こ
と
、
オ
キ

ソ
リ
ニ
ッ
ク

酸
の
連
用
を

避
け
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

　

町
内
の
多

く
の
地
域
で

そ
う
か
病
、

粉
状
そ
う
か

病
、
腐
敗
、

緑
化
が
多
く

発
生
し
ま
し

た
。
排
水
性

が
悪
い
ほ
場

で
は
、
堆
肥

散
布
や
透
排

水
性
改
善
な

ど
、
病
障
害

の
発
生
対
策

を
実
施
し
ま

し
ょ
う
。

５　
て
ん
さ
い

（
１
）
作
業
、
生
育
経
過
（
表
11
、
図
10
）

　
は
種
期
、
出
芽
期
は
平
年
並
で
し
た
。
前
倒

し
で
動
き
出
し
た
春
作
業
に
続
く
形
で
、
移
植

始
は
平
年
よ
り
５
日
、
移
植
終
は
４
日
早
く
な

り
ま
し
た
。

　
４
月
末
に
強
い
冷
え
込
み
と
強
風
が
数
日
続

き
、
移
植
直
後
の
苗
の
損
傷
や
枯
死
を
招
き
ま

し
た
。
再
移
植
や
多
数
の
補
植
を
強
い
ら
れ
る

ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
移
植
後
の
活
着
は
良
好
で
、
そ
の
後
、
適
度

な
温
度
と
降
雨
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
草
丈
や
葉

数
、
７
月
以
降
の
根
周
は
、
期
間
を
通
じ
て
平

年
を
上
回
っ
て
経
過
し
ま
し
た
。
こ
こ
数
年
見

ら
れ
た
、
少
雨
乾
燥
に
よ
る
茎
葉
の
脱
水
・
萎

れ
、
多
雨
に
よ
る
湿
害
は
ほ
と
ん
ど
認
め
ら
れ

ま
せ
ん
で
し
た
（
写
真
４
）
。

　
他
作
物
の
作
業
が
遅
滞
な
く
進
ん
だ
こ
と
か

ら
、
収
穫
は
早
く
始
ま
り
、
順
調
に
進
み
ま
し

た
。
収
穫
始
は
平
年
よ
り
８
日
、
収
穫
終
は
５

日
早
く
な
り
ま
し
た
。

（
２
）
病
害
虫
の
発
生
状
況

　
降
雨
が
続
き
、
夜
温
の
高
い
期
間
も
あ
り
ま

し
た
が
、
褐
斑
病
の
発
生
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
適
切
な
薬
剤
散
布
の
実
践
と
と

も
に
、
主
要
品
種
が
も
つ
病
害
抵
抗
性
の
優
位

性
が
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。

　
ヨ
ト
ウ
ム
シ
幼
虫
に
よ
る
茎
葉
食
害
や
ハ
ダ

ニ
吸
汁
に
伴
う
葉
身
の
黄
化
も
ご
く
わ
ず
か
な

も
の
で
し
た
。

（
３
）
収
量
・
糖
分
（
表
12
）

　
根
中
糖
分
は
平
年
よ
り
や
や
低
い
も
の
の
、

根
重
は
平
年
比
１

割
ほ
ど
重
か
っ
た

こ
と
か
ら
、
糖
収

量
は
平
年
を
上
回

り
ま
し
た
。
直
播

栽
培
の
比
率
が
急

速
に
高
ま
る
な
か
、

地
域
全
体
の
収
穫

量
が
過
去
の
最
高

水
準
に
迫
っ
た
こ

と
を
考
慮
す
る
と
、

昨
年
は
い
か
に
豊

作
だ
っ
た
か
を
物

語
り
ま
す
。

（
４
）
作
柄
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
要
因（
図
11
）

　
根
重
は
、
春
か
ら
初
夏
に
か
け
て
の
最
高
気

温
が
高
い
ほ
ど
重
く
な
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

昨
年
は
、
移
植
後
の
天
候
に
恵
ま
れ
、
病
障
害

等
に
よ
る
損
耗
も
な
く
、
根
部
肥
大
は
促
進
さ

れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
根
中
糖
分
を
左
右
す
る
夏
期
の
最
低
気
温
は

概
ね
平
年
並
で
し
た
が
（
７
月
上
旬
か
ら
10
月

上
旬
の
積
算
最
低
気
温
１
，
３
０
３
℃
、
過
去

20
年
平
均
１
，
２
８
３
℃
）
、
根
中
糖
分
は
平

年
を
０
．
５
ポ
イ
ン
ト
下
回
り
ま
し
た
。

　
や
や
平
年
よ
り
も
早
い
融
雪
を
迎
え
、
４
月

上
旬
の
気
温
は
平
年
よ
り
高
め
に
推
移
し
ま
し

た
が
、
５
月
上
旬
の
気
温
は
低
く
、
各
作
物
で

若
干
の
生
育
遅
れ
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

再
び
６
月
上
旬
か
ら
平
年
よ
り
気
温
は
低
く
推

移
し
ま
し
た
。
７
月
に
は
高
温
条
件
で
推
移
し
、

高
温
の
影
響
に
よ
る
生
理
障
害
が
見
ら
れ
ま
し

た
。
８
月
以
降
は
ま
と
ま
っ
た
降
雨
日
の
発
生

が
多
く
、
降
雨
の
影
響
に
よ
る
湿
害
の
発
生
が

散
見
さ
れ
、
各
作
物
の
品
質
低
下
を
招
き
ま
し

た
。

　
春
先
の
低
温
被
害
や
ゲ
リ
ラ
的
な
降
雨
、
ま

た
再
び
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
が
感
染
拡
大
す

る
な
ど
、
昨
年
に
続
き
悩
み
多
い
１
年
と
な
り

ま
し
た
が
、
各
作
物
で
は
甚
大
な
被
害
の
な
い

１
年
と
な
り
ま
し
た
。

果
菜
類

１　
ト
マ
ト

　
４
月
下
旬
に
低
温
が
あ
っ
た
も
の
の
、
共
選

は
例
年
並
の
５
月
18
日
に
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　
５
月
下
旬
か
ら
の
低
温
の
影
響
に
よ
り
花
落

ち
が
発
生
し
草
勢
は
強
め
に
推
移
し
ま
し
た
。

そ
の
後
は
６
月
中
旬
か
ら
の
降
雨
の
影
響
で
多

湿
と
な
り
灰
色
か
び
病
が
発
生
し
、
果
実
品
質

が
低
下
し
ま
し
た
。
７
月
上
旬
〜
中
旬
に
か
け

て
は
最
高
気
温
の
高
い
日
が
続
き
、
落
花
、
グ

リ
ー
ン
バ
ッ
ク
果
が
散
見
さ
れ
ま
し
た
。
８
月

以
降
の
生
育
は
順
調
で
し
た
が
、
ま
と
ま
っ
た

降
雨
日
が
多
く
、
湿
度
が
高
い
状
況
が
続
き
ま

し
た
。
９
月
以
降
は
最
高
気
温
と
最
低
気
温
に

大
き
く
差
が
あ
る
日
が
多
く
、
裂
果
の
発
生
が

見
ら
れ
ま
し
た
。
収
穫
終
盤
は
平
年
よ
り
も
気

温
が
低
く
着
色
が
停
滞
し
、
小
玉
傾
向
で
推
移

し
ま
し
た
。

　
病
害
虫
は
、
６
月
中
旬
か
ら
の
曇
天
降
雨
に

よ
り
灰
色
か
び
病
・
葉
か
び
病
の
発
生
し
が
継

続
し
ま
し
た
。
ま
た
、
連
作
年
数
が
増
加
し
て

い
る
ほ
場
で
は
土
壌
病
害
で
あ
る
褐
色
根
腐
病

が
散
見
さ
れ
、
太
根
は
コ
ル
ク
化
し
細
根
の
脱

落
が
見
ら
れ
ま
し
た
（
写
真
１
）
。
ア
ザ
ミ
ウ

マ
の
加
害
に
よ
る
白
ぶ
く
れ
症
状
の
果
実
も
一

部
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
は
種
作
業
は
８
月
上
旬
収
穫
の
早
生
作
型
、

晩
生
作
型
に
つ
い
て
順
調
に
進
み
ま
し
た
。
出

芽
の
ば
ら
つ
き
も
少
な
く
、
生
育
は
平
年
並
み

に
推
移
し
ま
し
た
。
早
い
作
型
の
収
穫
は
、
８

月
中
旬
よ
り
始
ま
り
ま
し
た
。

２　
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
（
加
工
用
）

　
は
種
作
業
は
８
月
上
旬
収
穫
の
早
生
作
型
、

晩
生
作
型
に
つ
い
て
順
調
に
進
み
ま
し
た
。
出

芽
の
ば
ら
つ
き
も
少
な
く
、
生
育
は
平
年
並
み

に
推
移
し
ま
し
た
。
早
い
作
型
の
収
穫
は
、
８

月
中
旬
よ
り
始
ま
り
ま
し
た
。

　
病
害
虫
は
、
７
月
下
旬
よ
り
ア
ブ
ラ
ム
シ
が

散
見
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
収
穫
後
の
雌
穂
に

は
カ
メ
ム
シ
の
食
害
痕
が
見
ら
れ
、
品
質
劣
化

が
見
ら
れ
ま
し
た
。
一
部
の
ほ
場
で
は
連
作
に

よ
る
土
壌
病
害
で
あ
る
黒
穂
病
の
発
生
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
。

洋
菜
類

１　
グ
リ
ー
ン
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス

　
融
雪
は
順
調
で
、
収
穫
は
例
年
ど
お
り
５
月

中
旬
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
５
月
上
旬
に
は
一

部
地
域
で
降
雹
が
あ
り
、
露
地
収
穫
物
に
軽
度

の
傷
・
曲
が
り
が
発
生
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

風
害
に
よ
る
曲
が
り
も
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
５

月
の
気
温
は
平
年
よ
り
高
く
推
移
し
好
天
に
も

恵
ま
れ
、
出
荷
量
は
平
年
を
上
回
り
ま
し
た
。

　
病
害
虫
は
、
斑
点
病
の
発
生
は
平
年
並
み
で

し
た
が
、
８
月
上
旬
よ
り
降
雨
が
多
く
茎
枯
病

が
発
生
し
ま
し
た
。

２　
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

　
定
植
は
平
年
並
み
の
５
月
上
旬
か
ら
始
ま
り
、

定
植
後
の
適
度
な
降
雨
に
よ
り
初
期
生
育
は
順

調
に
進
み
ま
し
た
。
５
月
下
旬
か
ら
の
低
温
で

生
育
は
一
時
停
滞
し
ま
し
た
が
、
６
月
中
旬
か

ら
の
好
天
で
生
育
は
回
復
し
ま
し
た
。
８
月
下

旬
よ
り
平
均
気
温
が
平
年
よ
り
低
く
な
り
ほ
場

内
で
生
育
の
不
揃
い
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
病
害
虫
は
、
花
蕾
腐
敗
病
の
発
生
が
一
部
見

ら
れ
ま
し
た
。
ヨ
ト
ウ
ム
シ
、
コ
ナ
ガ
の
発
生

量
は
平
年
並
み
で
し
た
。

葉
茎
菜
類

１　
ゆ
り
ね

　
生
育
は
順
調
に
進
み
、
適
度
な
降
雨
に
よ
り

葉
先
枯
れ
症
の
発
生
は
平
年
並
み
と
な
り
ま
し

た
。
収
穫
は
９
月
下
旬
よ
り
始
ま
り
大
玉
傾
向

で
し
た
が
、
り
ん
茎
さ
び
症
に
よ
る
品
質
の
低

下
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
病
害
虫
は
、
葉
先
枯
れ
病
の
発
生
は
平
年
よ

り
少
な
く
、
ユ
リ
え
そ
病
の
発
生
が
一
部
で
見

ら
れ
ま
し
た
。

２　
か
ぼ
ち
ゃ
（
加
工
）

　
移
植
栽
培
で
は
５
月
下
旬
か
ら
は
種
作
業
が

始
ま
り
、
定
植
は
６
月
中
旬
よ
り
順
調
に
進
み

ま
し
た
。
直
播
栽
培
で
は
６
月
上
旬
よ
り
は
種

作
業
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、
発
芽
に
ば
ら
つ
き

が
見
ら
れ
一
部
補
植
作
業
が
発
生
し
ま
し
た
。

６
月
中
旬
以
降
の
生
育
は
順
調
に
進
み
ま
し
た

が
、
７
月
中
旬
の
降
雨
に
よ
り
一
部
着
果
不
良

が
発
生
し
ま
し
た
。
着
果
数
が
や
や
少
な
く
な

り
ま
し
た
が
、
球
肥
大
は
順
調
に
進
み
収
穫
量

は
前
年
並
み
と
な
り
ま
し
た
。

　
病
害
虫
で
は
、
８
月
下
旬
か
ら
う
ど
ん
こ
病

の
発
生
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

１　
飼
料
用
と
う
も
ろ
こ
し

（
１
）
生
育
経
過
と
収
穫
作
業
の
概
要

　
は
種
作
業
は
順
調
に
行
わ
れ
、
出
芽
期
は
ほ

ぼ
平
年
並
に
推
移
し
ま
し
た
。

　
絹
糸
抽
出
期
、
黄
熟
期
に
つ
い
て
も
ほ
ぼ
平

年
並
に
推
移
し
ま
し
た
。
９
月
１
日
に
お
け
る

草
丈
は
、
平
年
約
２
８
０
㎝
の
と
こ
ろ
、
本
年

は
約
３
１
０
㎝
で
、
や
や
長
く
な
っ
て
い
ま
し

た
。
９
月
に
は
台
風
の
接
近
も
あ
り
ま
し
た
が
、

倒
伏
も
少
な
く
、
適
期
収
穫
が
行
わ
れ
ま
し
た

（
写
真
１
）
。

　
収
穫
作
業
は
、
ほ
ぼ
平
年
並
に
進
み
ま
し
た
。

収
穫
始
（
５
％
）
は
９
月
16
日
、
収
穫
期
（
40

〜
50
％
）
は
10
月
１
日
、
収
穫
終
（
90
％
）
は

10
月
８
日
と
な
り
ま
し
た
。

（
２
）
収
量
の
概
要

　
順
調
な
生
育
で
登
熟
も
進
み
、
黄
熟
後
期
で

の
収
穫
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
収
量
は
平
年

よ
り
や
や
多
く
な
り
ま
し
た
。

（
３
）
今
後
に
向
け
て

　
肥
料
価
格
が
高
騰
し
て
い
る
中
、
堆
肥
・
ス

ラ
リ
ー
等
を
積
極
的
に
活
用
し
、
地
力
の
維
持

増
進
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

２　
牧
草

（
１
）
１
番
草
の
生
育
と
収
穫
作
業

　
融
雪
が
や
や
早
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
萌
芽
期

は
や
や
早
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
５
月
に
適

度
な
降
雨
が
あ
り
、
生
育
は
順
調
に
進
み
、
出

穂
期
は
平
年
並
に
推
移
し
ま
し
た
（
写
真
２
）
。

　
収
穫
時
期
の
６
月
下
旬
は
、
や
や
多
雨
傾
向

で
、
収
穫
調
製
作
業
に
影
響
が
あ
り
ま
し
た
。

　
収
穫
作
業
は
、
平
年
並
に
進
み
ま
し
た
。

　

収
穫
始
（
５
％
）
は
６
月
15
日
、
収
穫
期

（
40
〜
50
％
）
は
６
月
27
日
、
収
穫
終
（
90

％
）
は
７
月
10
日
と
な
り
ま
し
た
。

（
２
）
２
番
草
の
生
育
と
収
穫
作
業

　
１
番
草
刈
取
り
後
、
適
度
な
降
雨
が
あ
り
２

番
草
の
再
生
は
順
調
に
進
み
ま
し
た
。

　
収
穫
作
業
は
、
平
年
並
に
進
み
ま
し
た
。
収

穫
始
（
５
％
）
は
８
月
25
日
、
収
穫
期
（
40
〜

50
％
）
は
９
月
５
日
、
収
穫
終
（
90
％
）
は
９

月
17
日
と
な
り
ま
し
た
。

（
３
）
１
番
草
・
２
番
草
の
収
量

　
１
番
草
は
、
生
育
が
順
調
で
収
量
は
、
や
や

多
く
な
り
ま
し
た
。
令
和
３
年
の
高
温
少
雨
の

影
響
に
よ
り
、
生
育
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
回

復
傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

２
番
草
の
収
量
は
、
平
年
並
と
な
り
ま
し
た
。

（
４
）
今
後
に
向
け
て

　
堆
肥
・
ス
ラ
リ
ー
等
を
積
極
的
に
活
用
し
、

地
力
の
維
持
増
進
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

ま
た
、
安
定
生
産
を
図
る
た
め
に
も
、
計
画
的

な
草
地
更
新
が
必
要
で
す
。
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図８　着莢数の推移

表７　小豆の生育期節・農作業期

項目
は種始

5月19日

5月20日

早1日

Ｒ４

平年

遅速

は種期

5月22日

5月24日

早2日

農作業期

は種終

5月27日

5月31日

早4日

出芽期

6月9日

6月7日

遅2日

開花期

7月23日

7月27日

早4日

成熟期

9月9日

9月15日

早6日

生育期節

収穫始

9月14日

9月23日

早9日

収穫期

9月27日

10月7日

早10日

収穫期

10月8日

10月20日

早12日

農作業期

表８　小豆の収量構成要素（普及センター作況調査）

項目
㎡当莢数
(個)

Ｒ４

平年

平年比(%)

357

355

101

一莢内粒数
(粒/莢)

6.6

6.2

106

百粒重
（ｇ）

13.6

12.4

110

子実重
(kg/10a)

317

248

128

表９　ばれいしょの農作業期（全品種）と生育期節（男爵薯）

植付始

4月21日

4月27日

早6日

Ｒ４

平年

遅速

植付期

4月26日

5月7日

早11日

農作業期

植付終

5月10日

5月16日

早6日

萌芽期

5月24日

5月28日

早4日

着蕾期

6月12日

6月14日

早2日

開花期

6月26日

6月29日

早3日

生育期節

終花期

7月11日

7月13日

早2日

茎葉黄変期

8月3日

8月7日

早4日

収穫始

8月26日

8月24日

遅2日

収穫期

9月12日

9月13日

早1日

収穫終

10月4日

10月7日

早3日

農作業期

図７　小豆の生育経過

　
昨
年
３
月
の
平
均
気
温
は
平
年
よ
り
２
℃
高

く
、
順
調
に
雪
解
け
は
進
み
、
融
雪
期
は
平
年

よ
り
３
日
早
く
、

積
雪
期
間
は
17
日

短
く
な
り
ま
し
た

（
表
１
）
。

　
農
耕
期
間
（
４

〜
10
月
）
の
積
算

平
均
気
温
は
３
，

１
０
４
℃
（
平
年

比
１
０
７
％
）
、

日
照
時
間
は
１
，

１
９
１
時
間
（
同

１
０
８
％
）
、
降

水
量
は
７
６
３
㎜

（
同
１
１
２
％
）

と
い
ず
れ
も
平
年

を
上
回
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１　
秋
ま
き
小
麦

（
１
）
令
和
４
年
産
小
麦
の
作
柄
（
図
１
）

　
昨
年
の
小
麦
は
、
品
種
に
よ
っ
て
作
柄
の
様

相
は
異
な
り
ま
し
た
。

　

ト
ラ
ッ
ク
ス
ケ
ー
ル
で
は
、
「
き
た
ほ
な

み
」
「
ゆ
め
ち
か
ら
」
の
粗
原
収
量
は
同
水
準

（
５
８
１
㎏
／
10
ａ
）
で
し
た
が
、
「
き
た
ほ

な
み
」
は
細
麦
気
味
で
、
製
品
収
量
は
「
ゆ
め

ち
か
ら
」
に
劣
り
ま
し
た
。
「
春
よ
恋
」
の
製

品
収
量
は
概
ね
６
俵
（
２
９
３
㎏
／
10
ａ
）
で

し
た
。

　
多
収
だ
っ
た
令
和
元
年
以
降
、
「
ゆ
め
ち
か

ら
」
は
、
比
較
的
高
い
収
量
を
維
持
し
て
い
る

の
に
対
し
て
、
「
き
た
ほ
な
み
」
「
春
よ
恋
」

は
収
量
の
落
ち
込
み
が
見
ら
れ
ま
す
。
特
に

「
き
た
ほ
な
み
」
は
、
低
い
製
品
率
が
、
低
収

の
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
２
）
秋
ま
き
小
麦
（
き
た
ほ
な
み
）
生
育
経

過
（
表
２
、
図
２
）　

　
融
雪
が
早
く
、
そ
の
後
も
気
温
は
高
く
経
過

し
た
こ
と
か
ら
、
起
生
期
・
幼
穂
形
成
期
・
止

葉
期
は
、
い
ず
れ
も
平
年
よ
り
４
日
早
く
な
り

ま
し
た
。
出
穂

寸
前
の
６
月
初

旬
、
最
低
気
温

５
℃
未
満
の
低

温
・
寡
照
な
天

候
が
10
日
間
ほ

ど
続
き
、
出
穂

の
停
滞
や
不
揃

い
の
原
因
と
な

り
ま
し
た
。
出

穂
期
は
概
ね
平

年
並
で
し
た
。

　
出
穂
期
か
ら

成
熟
期
ま
で
の

登
熟
期
間
中
、

日
中
の
気
温
や

最
低
気
温
（
夜

温
）
は
総
じ
て

高
く
、
生
育
は

前
進
し
、
成
熟

期
は
平
年
よ
り

３
日
早
く
な
り

ま
し
た
。
収
穫

期
間
中
は
、
ま

と
ま
っ
た
降
雨

に
作
業
を
中
断

し
な
が
ら
、
平

年
よ
り
２
日
早

い
収
穫
終
と
な

り
ま
し
た
。

　
前
年
越
冬
前

に
十
分
な
生
育

量
を
確
保
し
、
雪
腐
病
や
冬
損
に
よ
る
減
耗
も

な
か
っ
た
た
め
、
茎
数
は
期
間
を
通
じ
て
平
年

を
上
回
り
ま
し
た
。
草
丈
は
平
年
よ
り
長
か
っ

た
も
の
の
、
稈
長
は
や
や
短
く
な
り
ま
し
た
。

最
終
的
な
穂
数
は
ほ
ぼ
平
年
並
で
し
た
。

　
出
穂
か
ら
成
熟
ま
で
の
登
熟
日
数
は
平
年
よ

り
２
日
短
く
な
り
ま
し
た
（
昨
年
41
日
、
平
年

43
日
）
。

（
３
）
病
害
虫
の
発
生
状
況

　
前
年
秋
、
薬
剤
散
布
後
の
降
水
量
は
多
く
、

薬
剤
成
分
の
流
亡
が
懸
念
さ
れ
ま
し
た
が
、
雪

腐
病
に
よ
る
被
害
は
平
年
よ
り
少
な
く
な
り
ま

し
た
。

　
抵
抗
性
を
も
た
な
い
「
き
た
ほ
な
み
」
の
縞

萎
縮
病
（
写
真
１
）
や
、
品
種
を
問
わ
ず
眼
紋

病
の
発
生
が
目
立
ち
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
小
麦

の
連
作
や
過
作
が
病
原
菌
密
度
を
高
め
る
土
壌

病
害
で
す
。
縞
萎
縮
病
は
、
町
内
で
の
発
生
地

域
拡
大
が
認
め
ら
れ
、
有
効
な
薬
剤
の
適
正
使

用
後
に
、
眼
紋
病
を
発
病
し
た
事
例
も
見
ら
れ

ま
し
た
。

　
出
穂
以
降
は
多
雨
湿
潤
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、

赤
か
び
病
の
好
適
条
件
と
な
り
ま
し
た
。
調
製

後
の
小
麦
に
赤
か
び
病
感
染
粒
の
混
入
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
ほ
場
で
は
発
病
穂
が
例
年
に
比
べ

多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

（
４
）
作
況
ほ
の
収
量
構
成
要
素
と
要
因

　
穂
数
や
千
粒
重
は
平
年
並
で
す
が
、
一
穂
粒

数
は
や
や
少
な
く
、
子
実
重
は
平
年
を
下
回
り

ま
し
た（
表
３
）。

　
ト
ラ
ッ
ク
ス

ケ
ー
ル
デ
ー
タ

を
多
収
だ
っ
た

令
和
元
年
と
比

較
す
る
と
、

「
き
た
ほ
な

み
」
「
ゆ
め
ち

か
ら
」
と
も
に
、

減
収
し
た
生
産

者
の
９
割
に
共

通
し
て
容
積
重

の
低
下
が
見
ら

れ
ま
し
た
（
図

３
）
。
収
量
の

維
持
・
向
上
に
、

容
積
重
を
低
下

さ
せ
な
い
＝
細

麦
に
な
ら
な
い

肥
培
管
理
が
有

効
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
は
、
病
害
だ
け
で
な
く
、
６
月
末
の
降

雨
を
き
っ
か
け
に
生
じ
た
早
期
倒
伏
も
健
全
な

子
実
肥
大
を

妨
げ
た
と
推

察
さ
れ
ま
す

（
写
真
２
）。

土
づ
く
り
、

適
正
輪
作
と

と
も
に
、
肥

培
管
理
の
再

点
検
や
基
本

技
術
の
励
行

に
努
め
て
く

だ
さ
い
。

（
５
）
ゆ
め
ち
か
ら
の
子
実
タ
ン
パ
ク

　
こ
こ
数
年
低
下
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
。
ゆ
め

ち
か
ら
の
子
実
タ
ン
パ
ク
は
、
タ
ン
パ
ク
16
．

１
〜
18
．
０
％
の
生
産
者
数
が
増
加
し
（
図

４
）
、
ト
ラ
ッ
ク
ス
ケ
ー
ル
平
均
タ
ン
パ
ク
は

15
．
２
％
と
前
年
よ
り
０
．
２
ポ
イ
ン
ト
上
昇

し
ま
し
た
。

（
６
）
令
和
５
年
産
秋
ま
き
小
麦
の
生
育
状
況

（
表
４
）

　
昨
年
の
秋
期

は
少
雨
で
、
は

種
作
業
は
平
年

よ
り
早
く
終
わ

り
ま
し
た
。

　
乾
燥
土
壌
で

は
、
出
芽
遅
延

や
出
芽
む
ら
を

生
じ
ま
し
た
が
、

降
雨
後
に
回
復

し
ま
し
た
。
一

部
傾
斜
地
で
は
、

強
雨
後
の
種
子

流
亡
も
認
め
ら

れ
ま
す
が
、
地

域
全
体
で
は
、

越
冬
前
の
生
育

は
順
調
で
し
た
。

２　
春
ま
き
小
麦
（
春
よ
恋
）

（
１
）
生
育
経
過
（
表
５
、
図
５
）

　
融
雪
後
、
ほ
場
の
乾
燥
は
進
み
、
平
年
よ
り

早
く
は
種
期
、
出
芽
期
を
迎
え
ま
し
た
。
そ
の

後
、
適
度
な
温
度
と
降
雨
に
恵
ま
れ
、
生
育
は

順
調
に
進
み
ま
し
た
が
、
６
月
上
旬
の
低
温
下

で
生
育
は
一
時
的
に
停
滞
し
、
止
葉
期
お
よ
び

出
穂
期
は
ほ
ぼ
平
年
並
と
な
り
ま
し
た
。

　
出
穂
以
降
の
気
温
は
高
く
、
生
育
が
促
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
乳
熟
期
、
成
熟
期
は
平
年
に
比

べ
３
〜
４
日
早
ま
り
ま
し
た
。
登
熟
日
数
は
平

年
よ
り
３
日
短
い
39
日
で
し
た
。

　
秋
ま
き
小
麦
と
同
様
に
、
降
雨
の
合
間
を
縫

っ
て
の
収
穫
と
な
り
ま
し
た
。
子
実
水
分
の
低

下
は
進
み
、
ほ
場
で
の
倒
伏
も
限
ら
れ
た
こ
と

か
ら
、
収
穫
作
業
は
順
調
に
進
み
、
収
穫
終
は

平
年
よ
り
３
日
早
く
な
り
ま
し
た
。

　
生
育
前
半
は
適
度
な
気
候
に
恵
ま
れ
生
育
は

や
や
旺
盛
と
な
り
ま
し
た
。
茎
数
は
平
年
を
上

回
り
、
草
丈
は
平
年
よ
り
や
や
長
く
、
稈
長
は

ほ
ぼ
平
年
並
で
し
た
。
一
部
ほ
場
で
は
、
止
葉

期
ま
で
の
茎
数
に
対
し
て
穂
数
が
少
な
い
（
有

効
茎
率
の
低
い
）
様
子
が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

（
２
）
病
害
虫
の
発
生
状
況

　
生
育
旺
盛
、
乾
燥
し
た
期
間
も
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
う

ど
ん
こ
病

は
例
年
に

比
べ
多
く

見
ら
れ
ま

し
た
。
ま

ん
延
し
た

場
合
は
、

下
葉
の
枯

死
や
有
効

茎
減
少
の

原
因
に
な

っ
た
と
考

え
ら
れ
ま

し
た
（
写

真
３
）
。

　
秋
ま
き
小
麦
同
様
、
赤
か
び
病
発
病
穂
が
ほ

場
段
階
で
散
見
さ
れ
ま
し
た
。
被
害
粒
の
混
入

は
な
い
も
の
の
、
気
象
経
過
を
鑑
み
た
防
除
が

今
後
も
重
要
と
な
り
ま
す
。

（
３
）
作
況
ほ
の
収
量
構
成
要
素
、
要
因

　
穂
数
は
平
年
よ
り
や
や
多
い
が
、
一
穂
粒
数
、

千
粒
重
は
平
年
を
下
回
っ
た
こ
と
か
ら
、
子
実

重
は
平
年
比
９
割
ほ
ど
で
し
た
（
表
６
）
。
令

和
元
年
と
比
べ

た
、
ト
ラ
ッ
ク

ス
ケ
ー
ル
デ
ー

タ
で
は
、
容
積

重
の
減
少
幅
に

対
し
て
収
量
の

低
下
量
が
大
き

い
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
（
図

６
）
。
子
実
肥

大
不
足
よ
り
も
、

ほ
か
の
収
量
構

成
要
素
（
一
穂

粒
数
や
穂
数
）

の
減
少
が
、
収

量
水
準
の
低
下

に
関
与
し
て
い

る
と
推
測
さ
れ

ま
し
た
。

　
生
育
前
半
の

草
丈
・
茎
数
は
、

平
年
を
上
回
り

旺
盛
な
生
育
を

示
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
結
果
的
に
は
収
量
は

平
年
を
下
回
り
、
倒
伏
の
発
生
は
例
年
ほ
ど
目

立
ち
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
一
部
ほ
場
で
観
察
さ
れ
た
よ
う
に
、
茎
数
に

対
し
て
穂
数
が
不
足
し
た
の
は
、
う
ど
ん
こ
病

の
よ
う
な
病
害
や
多
雨
に
よ
る
土
壌
養
分
の
流

亡
の
ほ
か
、
日
照
不
足
も
理
由
の
一
つ
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
６
月
下
旬
の
寡
照
は
（
日
照
時
間

は
平
年
比
66
％
）
、
主
茎
に
続
く
分
け
つ
茎
の

無
効
化
（
穂
に
発
達
し
な
い
）
に
働
い
た
も
の

と
推
察
さ
れ
ま
し
た
。

３　
小
豆
（
し
ゅ
ま
り
・
き
た
ろ
ま
ん
）

（
１
）
生
育
の
経
過
（
表
７
、
図
７
・
８
）

　
融
雪
期
が
早
く
、
他
品
目
の
は
種
・
植
付
作

業
が
順
調
に
進
ん
だ
こ
と
、
気
温
が
高
く
、
地

温
上
昇
も
早
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
は
種
期
は
２

日
早
く
進
み
ま
し
た
。
出
芽
期
は
は
種
後
の
低

温
に
よ
り
平
年
よ
り
２
日
遅
れ
た
も
の
の
、
６

月
下
旬
〜
７
月
中
旬
ま
で
の
夜
間
の
高
温
で
草

丈
は
平
年
よ
り
長
く
（
平
年
比
１
２
０
％
）
、

葉
数
も
早
く
進
み
、
開
花
期
は
４
日
早
ま
り
ま

し
た
。
草
丈
が
長
く
な
っ
た
た
め
、
一
部
ほ
場

で
は
倒
伏
が
発
生
し
ま
し
た
。
莢
の
成
熟
が
早

く
進
ん
だ
こ
と
か
ら
、
収
穫
期
で
10
日
早
く
な

り
ま
し
た
。
病
害
は
、
ア
ズ
キ
ノ
メ
イ
ガ
の
被

害
が
一
部
で
見
ら
れ
ま
し
た
。

（
２
）
作
況
ほ
の
収
量
構
成
要
素
、
要
因
（
表

８
）

　

㎡
当
た
り
莢
数
は
平
年
並
で
し
た
が
、
一
莢

内
粒
数
・
百
粒
重
が
平
年
を
上
回
っ
た
こ
と
か

ら
、
子
実
重
は
平
年
を
大
き
く
上
回
り
ま
し
た

（
平
年
比
１
２
８
％
）
。　

　
こ
れ
は
、
平
年
よ
り
葉
数
や
開
花
期
が
早
く

進
ん
だ
こ
と
か
ら
、
着
莢
・
粒
肥
大
が
進
ん
だ

も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
昨
年
は
草
丈
が
平
年
よ
り
長
く
、
倒
伏
が
発

生
し
た
ほ
場
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。
倒
伏
が
生

じ
な
い
よ
う
適
正
施
肥
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

４　
ば
れ
い
し
ょ
（
男
爵
薯
）

（
１
）
生
育
の
経
過
と
病
害
の
発
生
状
況
（
表

９
、
図
９
）

　
融
雪
が
平
年
よ
り
早
く
進
み
、
融
雪
後
も
多

照
で
土
壌
が
早
く
乾
燥
し
た
こ
と
か
ら
、
植
付

期
は
11
日
早
く
、
植
付
終
は
６
日
早
く
、
萌
芽

期
は
４
日
早
く
な
り
ま
し
た
。
萌
芽
後
、
６
月

１
〜
２
半
旬
に
低
温
で
経
過
し
た
こ
と
か
ら
、

植
付
期
ほ
ど
生
育
期
節
は
早
ま
ら
ず
、
着
蕾
期

は
２
日
早
く
、
開
花
期
は
３
日
、
終
花
期
は
２

日
早
く
な
り
ま
し
た
。

　
地
上
部
生
育
は
、
茎
数
は
平
年
よ
り
少
な
く
、

草
丈
は
平
年
よ
り
や
や
長
く
な
り
、
６
月
下
旬

に
は
多
く
の
ほ
場
で
倒
伏
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
７
月
は
平
年
よ
り
高
温
多
湿
で
経
過

し
た
こ
と
か
ら
、
耐
病
性
が
弱
い
ト
ヨ
シ
ロ
で

軟
腐
病
の
発
生
が
多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。

　
８
月
中
旬
に
降
雨
が
あ
っ
た
た
め
、
収
穫
始

は
２
日
遅
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
は
晴
天
に

恵
ま
れ
、
収
穫
期
は
１
日
早
く
、
収
穫
終
は
３

日
早
く
な
り
ま
し
た
。

（
２
）
作
況
ほ
の
収
量
構
成
要
素
、
要
因
（
表

10
）

　
昨
年
は
土
壌
水
分
が
高
く
、
茎
葉
草
勢
が
維

持
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
生
育
後
半
ま
で
ス
ト

ロ
ン
形
成
・
塊
茎
着
生
が
続
い
た
た
め
、
株
当

た
り
上
い
も
個
数
は
平
年
よ
り
多
く
な
り
ま
し

た
。
後
半
着
生
し
た
塊
茎
は
小
い
も
と
な
り
ま

し
た
が
、
着
生
が
早
か
っ
た
塊
茎
は
多
雨
傾
向

に
よ
り
、
上
い
も
１
個
重
が
重
く
、
平
均
す
る

と
上
い
も
１
個
重
は
平
年
並
と
な
り
ま
し
た
。

株
当
た
り
上
い
も
数
が
多
か
っ
た
こ
と
、
上
い

も
１
個
重
が
平
年
並
だ
っ
た
こ
と
か
ら
上
い
も

収
量
・
規
格
内
収
量
は
多
く
な
り
ま
し
た
。

　
で
ん
ぷ
ん
価
は
平
年
よ
り
０
．
４
ポ
イ
ン
ト

低
く
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
茎
葉
黄
変
期
が

平
年
よ
り
４
日
早
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
養
分
の

転
流
量
が
少
な
か
っ
た
た
め
と
推
察
さ
れ
ま
す
。

　
多
雨
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
多
発
生
し
た
軟
腐

病
の
対
策
と
し
て
は
、
倒
伏
し
な
い
よ
う
多
窒

素
栽
培
を
避
け
、
適
正
施
肥
を
行
う
こ
と
、
ほ

場
の
排
水
対
策
を
徹
底
す
る
こ
と
、
最
高
気
温

25
℃
以
上
が
３
日
続
い
た
ら
防
除
を
開
始
す
る

こ
と
、
オ
キ

ソ
リ
ニ
ッ
ク

酸
の
連
用
を

避
け
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

　

町
内
の
多

く
の
地
域
で

そ
う
か
病
、

粉
状
そ
う
か

病
、
腐
敗
、

緑
化
が
多
く

発
生
し
ま
し

た
。
排
水
性

が
悪
い
ほ
場

で
は
、
堆
肥

散
布
や
透
排

水
性
改
善
な

ど
、
病
障
害

の
発
生
対
策

を
実
施
し
ま

し
ょ
う
。

５　
て
ん
さ
い

（
１
）
作
業
、
生
育
経
過
（
表
11
、
図
10
）

　
は
種
期
、
出
芽
期
は
平
年
並
で
し
た
。
前
倒

し
で
動
き
出
し
た
春
作
業
に
続
く
形
で
、
移
植

始
は
平
年
よ
り
５
日
、
移
植
終
は
４
日
早
く
な

り
ま
し
た
。

　
４
月
末
に
強
い
冷
え
込
み
と
強
風
が
数
日
続

き
、
移
植
直
後
の
苗
の
損
傷
や
枯
死
を
招
き
ま

し
た
。
再
移
植
や
多
数
の
補
植
を
強
い
ら
れ
る

ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
移
植
後
の
活
着
は
良
好
で
、
そ
の
後
、
適
度

な
温
度
と
降
雨
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
草
丈
や
葉

数
、
７
月
以
降
の
根
周
は
、
期
間
を
通
じ
て
平

年
を
上
回
っ
て
経
過
し
ま
し
た
。
こ
こ
数
年
見

ら
れ
た
、
少
雨
乾
燥
に
よ
る
茎
葉
の
脱
水
・
萎

れ
、
多
雨
に
よ
る
湿
害
は
ほ
と
ん
ど
認
め
ら
れ

ま
せ
ん
で
し
た
（
写
真
４
）
。

　
他
作
物
の
作
業
が
遅
滞
な
く
進
ん
だ
こ
と
か

ら
、
収
穫
は
早
く
始
ま
り
、
順
調
に
進
み
ま
し

た
。
収
穫
始
は
平
年
よ
り
８
日
、
収
穫
終
は
５

日
早
く
な
り
ま
し
た
。

（
２
）
病
害
虫
の
発
生
状
況

　
降
雨
が
続
き
、
夜
温
の
高
い
期
間
も
あ
り
ま

し
た
が
、
褐
斑
病
の
発
生
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
適
切
な
薬
剤
散
布
の
実
践
と
と

も
に
、
主
要
品
種
が
も
つ
病
害
抵
抗
性
の
優
位

性
が
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。

　
ヨ
ト
ウ
ム
シ
幼
虫
に
よ
る
茎
葉
食
害
や
ハ
ダ

ニ
吸
汁
に
伴
う
葉
身
の
黄
化
も
ご
く
わ
ず
か
な

も
の
で
し
た
。

（
３
）
収
量
・
糖
分
（
表
12
）

　
根
中
糖
分
は
平
年
よ
り
や
や
低
い
も
の
の
、

根
重
は
平
年
比
１

割
ほ
ど
重
か
っ
た

こ
と
か
ら
、
糖
収

量
は
平
年
を
上
回

り
ま
し
た
。
直
播

栽
培
の
比
率
が
急

速
に
高
ま
る
な
か
、

地
域
全
体
の
収
穫

量
が
過
去
の
最
高

水
準
に
迫
っ
た
こ

と
を
考
慮
す
る
と
、

昨
年
は
い
か
に
豊

作
だ
っ
た
か
を
物

語
り
ま
す
。

（
４
）
作
柄
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
要
因（
図
11
）

　
根
重
は
、
春
か
ら
初
夏
に
か
け
て
の
最
高
気

温
が
高
い
ほ
ど
重
く
な
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

昨
年
は
、
移
植
後
の
天
候
に
恵
ま
れ
、
病
障
害

等
に
よ
る
損
耗
も
な
く
、
根
部
肥
大
は
促
進
さ

れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
根
中
糖
分
を
左
右
す
る
夏
期
の
最
低
気
温
は

概
ね
平
年
並
で
し
た
が
（
７
月
上
旬
か
ら
10
月

上
旬
の
積
算
最
低
気
温
１
，
３
０
３
℃
、
過
去

20
年
平
均
１
，
２
８
３
℃
）
、
根
中
糖
分
は
平

年
を
０
．
５
ポ
イ
ン
ト
下
回
り
ま
し
た
。

　
や
や
平
年
よ
り
も
早
い
融
雪
を
迎
え
、
４
月

上
旬
の
気
温
は
平
年
よ
り
高
め
に
推
移
し
ま
し

た
が
、
５
月
上
旬
の
気
温
は
低
く
、
各
作
物
で

若
干
の
生
育
遅
れ
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

再
び
６
月
上
旬
か
ら
平
年
よ
り
気
温
は
低
く
推

移
し
ま
し
た
。
７
月
に
は
高
温
条
件
で
推
移
し
、

高
温
の
影
響
に
よ
る
生
理
障
害
が
見
ら
れ
ま
し

た
。
８
月
以
降
は
ま
と
ま
っ
た
降
雨
日
の
発
生

が
多
く
、
降
雨
の
影
響
に
よ
る
湿
害
の
発
生
が

散
見
さ
れ
、
各
作
物
の
品
質
低
下
を
招
き
ま
し

た
。

　
春
先
の
低
温
被
害
や
ゲ
リ
ラ
的
な
降
雨
、
ま

た
再
び
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
が
感
染
拡
大
す

る
な
ど
、
昨
年
に
続
き
悩
み
多
い
１
年
と
な
り

ま
し
た
が
、
各
作
物
で
は
甚
大
な
被
害
の
な
い

１
年
と
な
り
ま
し
た
。

果
菜
類

１　
ト
マ
ト

　
４
月
下
旬
に
低
温
が
あ
っ
た
も
の
の
、
共
選

は
例
年
並
の
５
月
18
日
に
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　
５
月
下
旬
か
ら
の
低
温
の
影
響
に
よ
り
花
落

ち
が
発
生
し
草
勢
は
強
め
に
推
移
し
ま
し
た
。

そ
の
後
は
６
月
中
旬
か
ら
の
降
雨
の
影
響
で
多

湿
と
な
り
灰
色
か
び
病
が
発
生
し
、
果
実
品
質

が
低
下
し
ま
し
た
。
７
月
上
旬
〜
中
旬
に
か
け

て
は
最
高
気
温
の
高
い
日
が
続
き
、
落
花
、
グ

リ
ー
ン
バ
ッ
ク
果
が
散
見
さ
れ
ま
し
た
。
８
月

以
降
の
生
育
は
順
調
で
し
た
が
、
ま
と
ま
っ
た

降
雨
日
が
多
く
、
湿
度
が
高
い
状
況
が
続
き
ま

し
た
。
９
月
以
降
は
最
高
気
温
と
最
低
気
温
に

大
き
く
差
が
あ
る
日
が
多
く
、
裂
果
の
発
生
が

見
ら
れ
ま
し
た
。
収
穫
終
盤
は
平
年
よ
り
も
気

温
が
低
く
着
色
が
停
滞
し
、
小
玉
傾
向
で
推
移

し
ま
し
た
。

　
病
害
虫
は
、
６
月
中
旬
か
ら
の
曇
天
降
雨
に

よ
り
灰
色
か
び
病
・
葉
か
び
病
の
発
生
し
が
継

続
し
ま
し
た
。
ま
た
、
連
作
年
数
が
増
加
し
て

い
る
ほ
場
で
は
土
壌
病
害
で
あ
る
褐
色
根
腐
病

が
散
見
さ
れ
、
太
根
は
コ
ル
ク
化
し
細
根
の
脱

落
が
見
ら
れ
ま
し
た
（
写
真
１
）
。
ア
ザ
ミ
ウ

マ
の
加
害
に
よ
る
白
ぶ
く
れ
症
状
の
果
実
も
一

部
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
は
種
作
業
は
８
月
上
旬
収
穫
の
早
生
作
型
、

晩
生
作
型
に
つ
い
て
順
調
に
進
み
ま
し
た
。
出

芽
の
ば
ら
つ
き
も
少
な
く
、
生
育
は
平
年
並
み

に
推
移
し
ま
し
た
。
早
い
作
型
の
収
穫
は
、
８

月
中
旬
よ
り
始
ま
り
ま
し
た
。

２　
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
（
加
工
用
）

　
は
種
作
業
は
８
月
上
旬
収
穫
の
早
生
作
型
、

晩
生
作
型
に
つ
い
て
順
調
に
進
み
ま
し
た
。
出

芽
の
ば
ら
つ
き
も
少
な
く
、
生
育
は
平
年
並
み

に
推
移
し
ま
し
た
。
早
い
作
型
の
収
穫
は
、
８

月
中
旬
よ
り
始
ま
り
ま
し
た
。

　
病
害
虫
は
、
７
月
下
旬
よ
り
ア
ブ
ラ
ム
シ
が

散
見
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
収
穫
後
の
雌
穂
に

は
カ
メ
ム
シ
の
食
害
痕
が
見
ら
れ
、
品
質
劣
化

が
見
ら
れ
ま
し
た
。
一
部
の
ほ
場
で
は
連
作
に

よ
る
土
壌
病
害
で
あ
る
黒
穂
病
の
発
生
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
。

洋
菜
類

１　
グ
リ
ー
ン
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス

　
融
雪
は
順
調
で
、
収
穫
は
例
年
ど
お
り
５
月

中
旬
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
５
月
上
旬
に
は
一

部
地
域
で
降
雹
が
あ
り
、
露
地
収
穫
物
に
軽
度

の
傷
・
曲
が
り
が
発
生
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

風
害
に
よ
る
曲
が
り
も
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
５

月
の
気
温
は
平
年
よ
り
高
く
推
移
し
好
天
に
も

恵
ま
れ
、
出
荷
量
は
平
年
を
上
回
り
ま
し
た
。

　
病
害
虫
は
、
斑
点
病
の
発
生
は
平
年
並
み
で

し
た
が
、
８
月
上
旬
よ
り
降
雨
が
多
く
茎
枯
病

が
発
生
し
ま
し
た
。

２　
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

　
定
植
は
平
年
並
み
の
５
月
上
旬
か
ら
始
ま
り
、

定
植
後
の
適
度
な
降
雨
に
よ
り
初
期
生
育
は
順

調
に
進
み
ま
し
た
。
５
月
下
旬
か
ら
の
低
温
で

生
育
は
一
時
停
滞
し
ま
し
た
が
、
６
月
中
旬
か

ら
の
好
天
で
生
育
は
回
復
し
ま
し
た
。
８
月
下

旬
よ
り
平
均
気
温
が
平
年
よ
り
低
く
な
り
ほ
場

内
で
生
育
の
不
揃
い
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
病
害
虫
は
、
花
蕾
腐
敗
病
の
発
生
が
一
部
見

ら
れ
ま
し
た
。
ヨ
ト
ウ
ム
シ
、
コ
ナ
ガ
の
発
生

量
は
平
年
並
み
で
し
た
。

葉
茎
菜
類

１　
ゆ
り
ね

　
生
育
は
順
調
に
進
み
、
適
度
な
降
雨
に
よ
り

葉
先
枯
れ
症
の
発
生
は
平
年
並
み
と
な
り
ま
し

た
。
収
穫
は
９
月
下
旬
よ
り
始
ま
り
大
玉
傾
向

で
し
た
が
、
り
ん
茎
さ
び
症
に
よ
る
品
質
の
低

下
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
病
害
虫
は
、
葉
先
枯
れ
病
の
発
生
は
平
年
よ

り
少
な
く
、
ユ
リ
え
そ
病
の
発
生
が
一
部
で
見

ら
れ
ま
し
た
。

２　
か
ぼ
ち
ゃ
（
加
工
）

　
移
植
栽
培
で
は
５
月
下
旬
か
ら
は
種
作
業
が

始
ま
り
、
定
植
は
６
月
中
旬
よ
り
順
調
に
進
み

ま
し
た
。
直
播
栽
培
で
は
６
月
上
旬
よ
り
は
種

作
業
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、
発
芽
に
ば
ら
つ
き

が
見
ら
れ
一
部
補
植
作
業
が
発
生
し
ま
し
た
。

６
月
中
旬
以
降
の
生
育
は
順
調
に
進
み
ま
し
た

が
、
７
月
中
旬
の
降
雨
に
よ
り
一
部
着
果
不
良

が
発
生
し
ま
し
た
。
着
果
数
が
や
や
少
な
く
な

り
ま
し
た
が
、
球
肥
大
は
順
調
に
進
み
収
穫
量

は
前
年
並
み
と
な
り
ま
し
た
。

　
病
害
虫
で
は
、
８
月
下
旬
か
ら
う
ど
ん
こ
病

の
発
生
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

１　
飼
料
用
と
う
も
ろ
こ
し

（
１
）
生
育
経
過
と
収
穫
作
業
の
概
要

　
は
種
作
業
は
順
調
に
行
わ
れ
、
出
芽
期
は
ほ

ぼ
平
年
並
に
推
移
し
ま
し
た
。

　
絹
糸
抽
出
期
、
黄
熟
期
に
つ
い
て
も
ほ
ぼ
平

年
並
に
推
移
し
ま
し
た
。
９
月
１
日
に
お
け
る

草
丈
は
、
平
年
約
２
８
０
㎝
の
と
こ
ろ
、
本
年

は
約
３
１
０
㎝
で
、
や
や
長
く
な
っ
て
い
ま
し

た
。
９
月
に
は
台
風
の
接
近
も
あ
り
ま
し
た
が
、

倒
伏
も
少
な
く
、
適
期
収
穫
が
行
わ
れ
ま
し
た

（
写
真
１
）
。

　
収
穫
作
業
は
、
ほ
ぼ
平
年
並
に
進
み
ま
し
た
。

収
穫
始
（
５
％
）
は
９
月
16
日
、
収
穫
期
（
40

〜
50
％
）
は
10
月
１
日
、
収
穫
終
（
90
％
）
は

10
月
８
日
と
な
り
ま
し
た
。

（
２
）
収
量
の
概
要

　
順
調
な
生
育
で
登
熟
も
進
み
、
黄
熟
後
期
で

の
収
穫
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
収
量
は
平
年

よ
り
や
や
多
く
な
り
ま
し
た
。

（
３
）
今
後
に
向
け
て

　
肥
料
価
格
が
高
騰
し
て
い
る
中
、
堆
肥
・
ス

ラ
リ
ー
等
を
積
極
的
に
活
用
し
、
地
力
の
維
持

増
進
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

２　
牧
草

（
１
）
１
番
草
の
生
育
と
収
穫
作
業

　
融
雪
が
や
や
早
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
萌
芽
期

は
や
や
早
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
５
月
に
適

度
な
降
雨
が
あ
り
、
生
育
は
順
調
に
進
み
、
出

穂
期
は
平
年
並
に
推
移
し
ま
し
た
（
写
真
２
）
。

　
収
穫
時
期
の
６
月
下
旬
は
、
や
や
多
雨
傾
向

で
、
収
穫
調
製
作
業
に
影
響
が
あ
り
ま
し
た
。

　
収
穫
作
業
は
、
平
年
並
に
進
み
ま
し
た
。

　

収
穫
始
（
５
％
）
は
６
月
15
日
、
収
穫
期

（
40
〜
50
％
）
は
６
月
27
日
、
収
穫
終
（
90

％
）
は
７
月
10
日
と
な
り
ま
し
た
。

（
２
）
２
番
草
の
生
育
と
収
穫
作
業

　
１
番
草
刈
取
り
後
、
適
度
な
降
雨
が
あ
り
２

番
草
の
再
生
は
順
調
に
進
み
ま
し
た
。

　
収
穫
作
業
は
、
平
年
並
に
進
み
ま
し
た
。
収

穫
始
（
５
％
）
は
８
月
25
日
、
収
穫
期
（
40
〜

50
％
）
は
９
月
５
日
、
収
穫
終
（
90
％
）
は
９

月
17
日
と
な
り
ま
し
た
。

（
３
）
１
番
草
・
２
番
草
の
収
量

　
１
番
草
は
、
生
育
が
順
調
で
収
量
は
、
や
や

多
く
な
り
ま
し
た
。
令
和
３
年
の
高
温
少
雨
の

影
響
に
よ
り
、
生
育
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
回

復
傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

２
番
草
の
収
量
は
、
平
年
並
と
な
り
ま
し
た
。

（
４
）
今
後
に
向
け
て

　
堆
肥
・
ス
ラ
リ
ー
等
を
積
極
的
に
活
用
し
、

地
力
の
維
持
増
進
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

ま
た
、
安
定
生
産
を
図
る
た
め
に
も
、
計
画
的

な
草
地
更
新
が
必
要
で
す
。
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図9　ばれいしょの生育経過

表11　てんさい農作業期

Ｒ４

平年

遅速

移　　植 収　　穫

3月20日

3月21日

早1日

出芽期

3月14日

3月15日

早1日

は種期

始

4月25日

4月30日

早5日

期

5月5日

5月6日

早1日

終

5月10日

5月14日

早4日

始

10月2日

10月10日

早8日

期

10月15日

10月19日

早4日

終

10月25日

10月30日

早5日

項目
株当上いも数
(個/株)

Ｒ４

平年

平年比(%)

10.9

9.8

111

上いも１個重
(g/個)

92

91

101

上いも収量
(kg/10a)

4,514

4,047

112

規格内収量
(kg/10a)

4,035

3,818

106

でん粉価
（％）

14.5

14.9

－0.4

表10　ばれいしょの収量構成要素（男爵薯・普及センター作況調査）

写真４　初期からの生育良好
（5月末） 図10　てんさいの生育経過

　
昨
年
３
月
の
平
均
気
温
は
平
年
よ
り
２
℃
高

く
、
順
調
に
雪
解
け
は
進
み
、
融
雪
期
は
平
年

よ
り
３
日
早
く
、

積
雪
期
間
は
17
日

短
く
な
り
ま
し
た

（
表
１
）
。

　
農
耕
期
間
（
４

〜
10
月
）
の
積
算

平
均
気
温
は
３
，

１
０
４
℃
（
平
年

比
１
０
７
％
）
、

日
照
時
間
は
１
，

１
９
１
時
間
（
同

１
０
８
％
）
、
降

水
量
は
７
６
３
㎜

（
同
１
１
２
％
）

と
い
ず
れ
も
平
年

を
上
回
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１　
秋
ま
き
小
麦

（
１
）
令
和
４
年
産
小
麦
の
作
柄
（
図
１
）

　
昨
年
の
小
麦
は
、
品
種
に
よ
っ
て
作
柄
の
様

相
は
異
な
り
ま
し
た
。

　

ト
ラ
ッ
ク
ス
ケ
ー
ル
で
は
、
「
き
た
ほ
な

み
」
「
ゆ
め
ち
か
ら
」
の
粗
原
収
量
は
同
水
準

（
５
８
１
㎏
／
10
ａ
）
で
し
た
が
、
「
き
た
ほ

な
み
」
は
細
麦
気
味
で
、
製
品
収
量
は
「
ゆ
め

ち
か
ら
」
に
劣
り
ま
し
た
。
「
春
よ
恋
」
の
製

品
収
量
は
概
ね
６
俵
（
２
９
３
㎏
／
10
ａ
）
で

し
た
。

　
多
収
だ
っ
た
令
和
元
年
以
降
、
「
ゆ
め
ち
か

ら
」
は
、
比
較
的
高
い
収
量
を
維
持
し
て
い
る

の
に
対
し
て
、
「
き
た
ほ
な
み
」
「
春
よ
恋
」

は
収
量
の
落
ち
込
み
が
見
ら
れ
ま
す
。
特
に

「
き
た
ほ
な
み
」
は
、
低
い
製
品
率
が
、
低
収

の
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
２
）
秋
ま
き
小
麦
（
き
た
ほ
な
み
）
生
育
経

過
（
表
２
、
図
２
）　

　
融
雪
が
早
く
、
そ
の
後
も
気
温
は
高
く
経
過

し
た
こ
と
か
ら
、
起
生
期
・
幼
穂
形
成
期
・
止

葉
期
は
、
い
ず
れ
も
平
年
よ
り
４
日
早
く
な
り

ま
し
た
。
出
穂

寸
前
の
６
月
初

旬
、
最
低
気
温

５
℃
未
満
の
低

温
・
寡
照
な
天

候
が
10
日
間
ほ

ど
続
き
、
出
穂

の
停
滞
や
不
揃

い
の
原
因
と
な

り
ま
し
た
。
出

穂
期
は
概
ね
平

年
並
で
し
た
。

　
出
穂
期
か
ら

成
熟
期
ま
で
の

登
熟
期
間
中
、

日
中
の
気
温
や

最
低
気
温
（
夜

温
）
は
総
じ
て

高
く
、
生
育
は

前
進
し
、
成
熟

期
は
平
年
よ
り

３
日
早
く
な
り

ま
し
た
。
収
穫

期
間
中
は
、
ま

と
ま
っ
た
降
雨

に
作
業
を
中
断

し
な
が
ら
、
平

年
よ
り
２
日
早

い
収
穫
終
と
な

り
ま
し
た
。

　
前
年
越
冬
前

に
十
分
な
生
育

量
を
確
保
し
、
雪
腐
病
や
冬
損
に
よ
る
減
耗
も

な
か
っ
た
た
め
、
茎
数
は
期
間
を
通
じ
て
平
年

を
上
回
り
ま
し
た
。
草
丈
は
平
年
よ
り
長
か
っ

た
も
の
の
、
稈
長
は
や
や
短
く
な
り
ま
し
た
。

最
終
的
な
穂
数
は
ほ
ぼ
平
年
並
で
し
た
。

　
出
穂
か
ら
成
熟
ま
で
の
登
熟
日
数
は
平
年
よ

り
２
日
短
く
な
り
ま
し
た
（
昨
年
41
日
、
平
年

43
日
）
。

（
３
）
病
害
虫
の
発
生
状
況

　
前
年
秋
、
薬
剤
散
布
後
の
降
水
量
は
多
く
、

薬
剤
成
分
の
流
亡
が
懸
念
さ
れ
ま
し
た
が
、
雪

腐
病
に
よ
る
被
害
は
平
年
よ
り
少
な
く
な
り
ま

し
た
。

　
抵
抗
性
を
も
た
な
い
「
き
た
ほ
な
み
」
の
縞

萎
縮
病
（
写
真
１
）
や
、
品
種
を
問
わ
ず
眼
紋

病
の
発
生
が
目
立
ち
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
小
麦

の
連
作
や
過
作
が
病
原
菌
密
度
を
高
め
る
土
壌

病
害
で
す
。
縞
萎
縮
病
は
、
町
内
で
の
発
生
地

域
拡
大
が
認
め
ら
れ
、
有
効
な
薬
剤
の
適
正
使

用
後
に
、
眼
紋
病
を
発
病
し
た
事
例
も
見
ら
れ

ま
し
た
。

　
出
穂
以
降
は
多
雨
湿
潤
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、

赤
か
び
病
の
好
適
条
件
と
な
り
ま
し
た
。
調
製

後
の
小
麦
に
赤
か
び
病
感
染
粒
の
混
入
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
ほ
場
で
は
発
病
穂
が
例
年
に
比
べ

多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

（
４
）
作
況
ほ
の
収
量
構
成
要
素
と
要
因

　
穂
数
や
千
粒
重
は
平
年
並
で
す
が
、
一
穂
粒

数
は
や
や
少
な
く
、
子
実
重
は
平
年
を
下
回
り

ま
し
た（
表
３
）。

　
ト
ラ
ッ
ク
ス

ケ
ー
ル
デ
ー
タ

を
多
収
だ
っ
た

令
和
元
年
と
比

較
す
る
と
、

「
き
た
ほ
な

み
」
「
ゆ
め
ち

か
ら
」
と
も
に
、

減
収
し
た
生
産

者
の
９
割
に
共

通
し
て
容
積
重

の
低
下
が
見
ら

れ
ま
し
た
（
図

３
）
。
収
量
の

維
持
・
向
上
に
、

容
積
重
を
低
下

さ
せ
な
い
＝
細

麦
に
な
ら
な
い

肥
培
管
理
が
有

効
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
は
、
病
害
だ
け
で
な
く
、
６
月
末
の
降

雨
を
き
っ
か
け
に
生
じ
た
早
期
倒
伏
も
健
全
な

子
実
肥
大
を

妨
げ
た
と
推

察
さ
れ
ま
す

（
写
真
２
）。

土
づ
く
り
、

適
正
輪
作
と

と
も
に
、
肥

培
管
理
の
再

点
検
や
基
本

技
術
の
励
行

に
努
め
て
く

だ
さ
い
。

（
５
）
ゆ
め
ち
か
ら
の
子
実
タ
ン
パ
ク

　
こ
こ
数
年
低
下
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
。
ゆ
め

ち
か
ら
の
子
実
タ
ン
パ
ク
は
、
タ
ン
パ
ク
16
．

１
〜
18
．
０
％
の
生
産
者
数
が
増
加
し
（
図

４
）
、
ト
ラ
ッ
ク
ス
ケ
ー
ル
平
均
タ
ン
パ
ク
は

15
．
２
％
と
前
年
よ
り
０
．
２
ポ
イ
ン
ト
上
昇

し
ま
し
た
。

（
６
）
令
和
５
年
産
秋
ま
き
小
麦
の
生
育
状
況

（
表
４
）

　
昨
年
の
秋
期

は
少
雨
で
、
は

種
作
業
は
平
年

よ
り
早
く
終
わ

り
ま
し
た
。

　
乾
燥
土
壌
で

は
、
出
芽
遅
延

や
出
芽
む
ら
を

生
じ
ま
し
た
が
、

降
雨
後
に
回
復

し
ま
し
た
。
一

部
傾
斜
地
で
は
、

強
雨
後
の
種
子

流
亡
も
認
め
ら

れ
ま
す
が
、
地

域
全
体
で
は
、

越
冬
前
の
生
育

は
順
調
で
し
た
。

２　
春
ま
き
小
麦
（
春
よ
恋
）

（
１
）
生
育
経
過
（
表
５
、
図
５
）

　
融
雪
後
、
ほ
場
の
乾
燥
は
進
み
、
平
年
よ
り

早
く
は
種
期
、
出
芽
期
を
迎
え
ま
し
た
。
そ
の

後
、
適
度
な
温
度
と
降
雨
に
恵
ま
れ
、
生
育
は

順
調
に
進
み
ま
し
た
が
、
６
月
上
旬
の
低
温
下

で
生
育
は
一
時
的
に
停
滞
し
、
止
葉
期
お
よ
び

出
穂
期
は
ほ
ぼ
平
年
並
と
な
り
ま
し
た
。

　
出
穂
以
降
の
気
温
は
高
く
、
生
育
が
促
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
乳
熟
期
、
成
熟
期
は
平
年
に
比

べ
３
〜
４
日
早
ま
り
ま
し
た
。
登
熟
日
数
は
平

年
よ
り
３
日
短
い
39
日
で
し
た
。

　
秋
ま
き
小
麦
と
同
様
に
、
降
雨
の
合
間
を
縫

っ
て
の
収
穫
と
な
り
ま
し
た
。
子
実
水
分
の
低

下
は
進
み
、
ほ
場
で
の
倒
伏
も
限
ら
れ
た
こ
と

か
ら
、
収
穫
作
業
は
順
調
に
進
み
、
収
穫
終
は

平
年
よ
り
３
日
早
く
な
り
ま
し
た
。

　
生
育
前
半
は
適
度
な
気
候
に
恵
ま
れ
生
育
は

や
や
旺
盛
と
な
り
ま
し
た
。
茎
数
は
平
年
を
上

回
り
、
草
丈
は
平
年
よ
り
や
や
長
く
、
稈
長
は

ほ
ぼ
平
年
並
で
し
た
。
一
部
ほ
場
で
は
、
止
葉

期
ま
で
の
茎
数
に
対
し
て
穂
数
が
少
な
い
（
有

効
茎
率
の
低
い
）
様
子
が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

（
２
）
病
害
虫
の
発
生
状
況

　
生
育
旺
盛
、
乾
燥
し
た
期
間
も
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
う

ど
ん
こ
病

は
例
年
に

比
べ
多
く

見
ら
れ
ま

し
た
。
ま

ん
延
し
た

場
合
は
、

下
葉
の
枯

死
や
有
効

茎
減
少
の

原
因
に
な

っ
た
と
考

え
ら
れ
ま

し
た
（
写

真
３
）
。

　
秋
ま
き
小
麦
同
様
、
赤
か
び
病
発
病
穂
が
ほ

場
段
階
で
散
見
さ
れ
ま
し
た
。
被
害
粒
の
混
入

は
な
い
も
の
の
、
気
象
経
過
を
鑑
み
た
防
除
が

今
後
も
重
要
と
な
り
ま
す
。

（
３
）
作
況
ほ
の
収
量
構
成
要
素
、
要
因

　
穂
数
は
平
年
よ
り
や
や
多
い
が
、
一
穂
粒
数
、

千
粒
重
は
平
年
を
下
回
っ
た
こ
と
か
ら
、
子
実

重
は
平
年
比
９
割
ほ
ど
で
し
た
（
表
６
）
。
令

和
元
年
と
比
べ

た
、
ト
ラ
ッ
ク

ス
ケ
ー
ル
デ
ー

タ
で
は
、
容
積

重
の
減
少
幅
に

対
し
て
収
量
の

低
下
量
が
大
き

い
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
（
図

６
）
。
子
実
肥

大
不
足
よ
り
も
、

ほ
か
の
収
量
構

成
要
素
（
一
穂

粒
数
や
穂
数
）

の
減
少
が
、
収

量
水
準
の
低
下

に
関
与
し
て
い

る
と
推
測
さ
れ

ま
し
た
。

　
生
育
前
半
の

草
丈
・
茎
数
は
、

平
年
を
上
回
り

旺
盛
な
生
育
を

示
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
結
果
的
に
は
収
量
は

平
年
を
下
回
り
、
倒
伏
の
発
生
は
例
年
ほ
ど
目

立
ち
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
一
部
ほ
場
で
観
察
さ
れ
た
よ
う
に
、
茎
数
に

対
し
て
穂
数
が
不
足
し
た
の
は
、
う
ど
ん
こ
病

の
よ
う
な
病
害
や
多
雨
に
よ
る
土
壌
養
分
の
流

亡
の
ほ
か
、
日
照
不
足
も
理
由
の
一
つ
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
６
月
下
旬
の
寡
照
は
（
日
照
時
間

は
平
年
比
66
％
）
、
主
茎
に
続
く
分
け
つ
茎
の

無
効
化
（
穂
に
発
達
し
な
い
）
に
働
い
た
も
の

と
推
察
さ
れ
ま
し
た
。

３　
小
豆
（
し
ゅ
ま
り
・
き
た
ろ
ま
ん
）

（
１
）
生
育
の
経
過
（
表
７
、
図
７
・
８
）

　
融
雪
期
が
早
く
、
他
品
目
の
は
種
・
植
付
作

業
が
順
調
に
進
ん
だ
こ
と
、
気
温
が
高
く
、
地

温
上
昇
も
早
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
は
種
期
は
２

日
早
く
進
み
ま
し
た
。
出
芽
期
は
は
種
後
の
低

温
に
よ
り
平
年
よ
り
２
日
遅
れ
た
も
の
の
、
６

月
下
旬
〜
７
月
中
旬
ま
で
の
夜
間
の
高
温
で
草

丈
は
平
年
よ
り
長
く
（
平
年
比
１
２
０
％
）
、

葉
数
も
早
く
進
み
、
開
花
期
は
４
日
早
ま
り
ま

し
た
。
草
丈
が
長
く
な
っ
た
た
め
、
一
部
ほ
場

で
は
倒
伏
が
発
生
し
ま
し
た
。
莢
の
成
熟
が
早

く
進
ん
だ
こ
と
か
ら
、
収
穫
期
で
10
日
早
く
な

り
ま
し
た
。
病
害
は
、
ア
ズ
キ
ノ
メ
イ
ガ
の
被

害
が
一
部
で
見
ら
れ
ま
し
た
。

（
２
）
作
況
ほ
の
収
量
構
成
要
素
、
要
因
（
表

８
）

　

㎡
当
た
り
莢
数
は
平
年
並
で
し
た
が
、
一
莢

内
粒
数
・
百
粒
重
が
平
年
を
上
回
っ
た
こ
と
か

ら
、
子
実
重
は
平
年
を
大
き
く
上
回
り
ま
し
た

（
平
年
比
１
２
８
％
）
。　

　
こ
れ
は
、
平
年
よ
り
葉
数
や
開
花
期
が
早
く

進
ん
だ
こ
と
か
ら
、
着
莢
・
粒
肥
大
が
進
ん
だ

も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
昨
年
は
草
丈
が
平
年
よ
り
長
く
、
倒
伏
が
発

生
し
た
ほ
場
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。
倒
伏
が
生

じ
な
い
よ
う
適
正
施
肥
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

４　
ば
れ
い
し
ょ
（
男
爵
薯
）

（
１
）
生
育
の
経
過
と
病
害
の
発
生
状
況
（
表

９
、
図
９
）

　
融
雪
が
平
年
よ
り
早
く
進
み
、
融
雪
後
も
多

照
で
土
壌
が
早
く
乾
燥
し
た
こ
と
か
ら
、
植
付

期
は
11
日
早
く
、
植
付
終
は
６
日
早
く
、
萌
芽

期
は
４
日
早
く
な
り
ま
し
た
。
萌
芽
後
、
６
月

１
〜
２
半
旬
に
低
温
で
経
過
し
た
こ
と
か
ら
、

植
付
期
ほ
ど
生
育
期
節
は
早
ま
ら
ず
、
着
蕾
期

は
２
日
早
く
、
開
花
期
は
３
日
、
終
花
期
は
２

日
早
く
な
り
ま
し
た
。

　
地
上
部
生
育
は
、
茎
数
は
平
年
よ
り
少
な
く
、

草
丈
は
平
年
よ
り
や
や
長
く
な
り
、
６
月
下
旬

に
は
多
く
の
ほ
場
で
倒
伏
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
７
月
は
平
年
よ
り
高
温
多
湿
で
経
過

し
た
こ
と
か
ら
、
耐
病
性
が
弱
い
ト
ヨ
シ
ロ
で

軟
腐
病
の
発
生
が
多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。

　
８
月
中
旬
に
降
雨
が
あ
っ
た
た
め
、
収
穫
始

は
２
日
遅
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
は
晴
天
に

恵
ま
れ
、
収
穫
期
は
１
日
早
く
、
収
穫
終
は
３

日
早
く
な
り
ま
し
た
。

（
２
）
作
況
ほ
の
収
量
構
成
要
素
、
要
因
（
表

10
）

　
昨
年
は
土
壌
水
分
が
高
く
、
茎
葉
草
勢
が
維

持
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
生
育
後
半
ま
で
ス
ト

ロ
ン
形
成
・
塊
茎
着
生
が
続
い
た
た
め
、
株
当

た
り
上
い
も
個
数
は
平
年
よ
り
多
く
な
り
ま
し

た
。
後
半
着
生
し
た
塊
茎
は
小
い
も
と
な
り
ま

し
た
が
、
着
生
が
早
か
っ
た
塊
茎
は
多
雨
傾
向

に
よ
り
、
上
い
も
１
個
重
が
重
く
、
平
均
す
る

と
上
い
も
１
個
重
は
平
年
並
と
な
り
ま
し
た
。

株
当
た
り
上
い
も
数
が
多
か
っ
た
こ
と
、
上
い

も
１
個
重
が
平
年
並
だ
っ
た
こ
と
か
ら
上
い
も

収
量
・
規
格
内
収
量
は
多
く
な
り
ま
し
た
。

　
で
ん
ぷ
ん
価
は
平
年
よ
り
０
．
４
ポ
イ
ン
ト

低
く
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
茎
葉
黄
変
期
が

平
年
よ
り
４
日
早
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
養
分
の

転
流
量
が
少
な
か
っ
た
た
め
と
推
察
さ
れ
ま
す
。

　
多
雨
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
多
発
生
し
た
軟
腐

病
の
対
策
と
し
て
は
、
倒
伏
し
な
い
よ
う
多
窒

素
栽
培
を
避
け
、
適
正
施
肥
を
行
う
こ
と
、
ほ

場
の
排
水
対
策
を
徹
底
す
る
こ
と
、
最
高
気
温

25
℃
以
上
が
３
日
続
い
た
ら
防
除
を
開
始
す
る

こ
と
、
オ
キ

ソ
リ
ニ
ッ
ク

酸
の
連
用
を

避
け
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

　

町
内
の
多

く
の
地
域
で

そ
う
か
病
、

粉
状
そ
う
か

病
、
腐
敗
、

緑
化
が
多
く

発
生
し
ま
し

た
。
排
水
性

が
悪
い
ほ
場

で
は
、
堆
肥

散
布
や
透
排

水
性
改
善
な

ど
、
病
障
害

の
発
生
対
策

を
実
施
し
ま

し
ょ
う
。

５　
て
ん
さ
い

（
１
）
作
業
、
生
育
経
過
（
表
11
、
図
10
）

　
は
種
期
、
出
芽
期
は
平
年
並
で
し
た
。
前
倒

し
で
動
き
出
し
た
春
作
業
に
続
く
形
で
、
移
植

始
は
平
年
よ
り
５
日
、
移
植
終
は
４
日
早
く
な

り
ま
し
た
。

　
４
月
末
に
強
い
冷
え
込
み
と
強
風
が
数
日
続

き
、
移
植
直
後
の
苗
の
損
傷
や
枯
死
を
招
き
ま

し
た
。
再
移
植
や
多
数
の
補
植
を
強
い
ら
れ
る

ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
移
植
後
の
活
着
は
良
好
で
、
そ
の
後
、
適
度

な
温
度
と
降
雨
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
草
丈
や
葉

数
、
７
月
以
降
の
根
周
は
、
期
間
を
通
じ
て
平

年
を
上
回
っ
て
経
過
し
ま
し
た
。
こ
こ
数
年
見

ら
れ
た
、
少
雨
乾
燥
に
よ
る
茎
葉
の
脱
水
・
萎

れ
、
多
雨
に
よ
る
湿
害
は
ほ
と
ん
ど
認
め
ら
れ

ま
せ
ん
で
し
た
（
写
真
４
）
。

　
他
作
物
の
作
業
が
遅
滞
な
く
進
ん
だ
こ
と
か

ら
、
収
穫
は
早
く
始
ま
り
、
順
調
に
進
み
ま
し

た
。
収
穫
始
は
平
年
よ
り
８
日
、
収
穫
終
は
５

日
早
く
な
り
ま
し
た
。

（
２
）
病
害
虫
の
発
生
状
況

　
降
雨
が
続
き
、
夜
温
の
高
い
期
間
も
あ
り
ま

し
た
が
、
褐
斑
病
の
発
生
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
適
切
な
薬
剤
散
布
の
実
践
と
と

も
に
、
主
要
品
種
が
も
つ
病
害
抵
抗
性
の
優
位

性
が
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。

　
ヨ
ト
ウ
ム
シ
幼
虫
に
よ
る
茎
葉
食
害
や
ハ
ダ

ニ
吸
汁
に
伴
う
葉
身
の
黄
化
も
ご
く
わ
ず
か
な

も
の
で
し
た
。

（
３
）
収
量
・
糖
分
（
表
12
）

　
根
中
糖
分
は
平
年
よ
り
や
や
低
い
も
の
の
、

根
重
は
平
年
比
１

割
ほ
ど
重
か
っ
た

こ
と
か
ら
、
糖
収

量
は
平
年
を
上
回

り
ま
し
た
。
直
播

栽
培
の
比
率
が
急

速
に
高
ま
る
な
か
、

地
域
全
体
の
収
穫

量
が
過
去
の
最
高

水
準
に
迫
っ
た
こ

と
を
考
慮
す
る
と
、

昨
年
は
い
か
に
豊

作
だ
っ
た
か
を
物

語
り
ま
す
。

（
４
）
作
柄
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
要
因（
図
11
）

　
根
重
は
、
春
か
ら
初
夏
に
か
け
て
の
最
高
気

温
が
高
い
ほ
ど
重
く
な
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

昨
年
は
、
移
植
後
の
天
候
に
恵
ま
れ
、
病
障
害

等
に
よ
る
損
耗
も
な
く
、
根
部
肥
大
は
促
進
さ

れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
根
中
糖
分
を
左
右
す
る
夏
期
の
最
低
気
温
は

概
ね
平
年
並
で
し
た
が
（
７
月
上
旬
か
ら
10
月

上
旬
の
積
算
最
低
気
温
１
，
３
０
３
℃
、
過
去

20
年
平
均
１
，
２
８
３
℃
）
、
根
中
糖
分
は
平

年
を
０
．
５
ポ
イ
ン
ト
下
回
り
ま
し
た
。

　
や
や
平
年
よ
り
も
早
い
融
雪
を
迎
え
、
４
月

上
旬
の
気
温
は
平
年
よ
り
高
め
に
推
移
し
ま
し

た
が
、
５
月
上
旬
の
気
温
は
低
く
、
各
作
物
で

若
干
の
生
育
遅
れ
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

再
び
６
月
上
旬
か
ら
平
年
よ
り
気
温
は
低
く
推

移
し
ま
し
た
。
７
月
に
は
高
温
条
件
で
推
移
し
、

高
温
の
影
響
に
よ
る
生
理
障
害
が
見
ら
れ
ま
し

た
。
８
月
以
降
は
ま
と
ま
っ
た
降
雨
日
の
発
生

が
多
く
、
降
雨
の
影
響
に
よ
る
湿
害
の
発
生
が

散
見
さ
れ
、
各
作
物
の
品
質
低
下
を
招
き
ま
し

た
。

　
春
先
の
低
温
被
害
や
ゲ
リ
ラ
的
な
降
雨
、
ま

た
再
び
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
が
感
染
拡
大
す

る
な
ど
、
昨
年
に
続
き
悩
み
多
い
１
年
と
な
り

ま
し
た
が
、
各
作
物
で
は
甚
大
な
被
害
の
な
い

１
年
と
な
り
ま
し
た
。

果
菜
類

１　
ト
マ
ト

　
４
月
下
旬
に
低
温
が
あ
っ
た
も
の
の
、
共
選

は
例
年
並
の
５
月
18
日
に
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　
５
月
下
旬
か
ら
の
低
温
の
影
響
に
よ
り
花
落

ち
が
発
生
し
草
勢
は
強
め
に
推
移
し
ま
し
た
。

そ
の
後
は
６
月
中
旬
か
ら
の
降
雨
の
影
響
で
多

湿
と
な
り
灰
色
か
び
病
が
発
生
し
、
果
実
品
質

が
低
下
し
ま
し
た
。
７
月
上
旬
〜
中
旬
に
か
け

て
は
最
高
気
温
の
高
い
日
が
続
き
、
落
花
、
グ

リ
ー
ン
バ
ッ
ク
果
が
散
見
さ
れ
ま
し
た
。
８
月

以
降
の
生
育
は
順
調
で
し
た
が
、
ま
と
ま
っ
た

降
雨
日
が
多
く
、
湿
度
が
高
い
状
況
が
続
き
ま

し
た
。
９
月
以
降
は
最
高
気
温
と
最
低
気
温
に

大
き
く
差
が
あ
る
日
が
多
く
、
裂
果
の
発
生
が

見
ら
れ
ま
し
た
。
収
穫
終
盤
は
平
年
よ
り
も
気

温
が
低
く
着
色
が
停
滞
し
、
小
玉
傾
向
で
推
移

し
ま
し
た
。

　
病
害
虫
は
、
６
月
中
旬
か
ら
の
曇
天
降
雨
に

よ
り
灰
色
か
び
病
・
葉
か
び
病
の
発
生
し
が
継

続
し
ま
し
た
。
ま
た
、
連
作
年
数
が
増
加
し
て

い
る
ほ
場
で
は
土
壌
病
害
で
あ
る
褐
色
根
腐
病

が
散
見
さ
れ
、
太
根
は
コ
ル
ク
化
し
細
根
の
脱

落
が
見
ら
れ
ま
し
た
（
写
真
１
）
。
ア
ザ
ミ
ウ

マ
の
加
害
に
よ
る
白
ぶ
く
れ
症
状
の
果
実
も
一

部
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
は
種
作
業
は
８
月
上
旬
収
穫
の
早
生
作
型
、

晩
生
作
型
に
つ
い
て
順
調
に
進
み
ま
し
た
。
出

芽
の
ば
ら
つ
き
も
少
な
く
、
生
育
は
平
年
並
み

に
推
移
し
ま
し
た
。
早
い
作
型
の
収
穫
は
、
８

月
中
旬
よ
り
始
ま
り
ま
し
た
。

２　
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
（
加
工
用
）

　
は
種
作
業
は
８
月
上
旬
収
穫
の
早
生
作
型
、

晩
生
作
型
に
つ
い
て
順
調
に
進
み
ま
し
た
。
出

芽
の
ば
ら
つ
き
も
少
な
く
、
生
育
は
平
年
並
み

に
推
移
し
ま
し
た
。
早
い
作
型
の
収
穫
は
、
８

月
中
旬
よ
り
始
ま
り
ま
し
た
。

　
病
害
虫
は
、
７
月
下
旬
よ
り
ア
ブ
ラ
ム
シ
が

散
見
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
収
穫
後
の
雌
穂
に

は
カ
メ
ム
シ
の
食
害
痕
が
見
ら
れ
、
品
質
劣
化

が
見
ら
れ
ま
し
た
。
一
部
の
ほ
場
で
は
連
作
に

よ
る
土
壌
病
害
で
あ
る
黒
穂
病
の
発
生
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
。

洋
菜
類

１　
グ
リ
ー
ン
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス

　
融
雪
は
順
調
で
、
収
穫
は
例
年
ど
お
り
５
月

中
旬
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
５
月
上
旬
に
は
一

部
地
域
で
降
雹
が
あ
り
、
露
地
収
穫
物
に
軽
度

の
傷
・
曲
が
り
が
発
生
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

風
害
に
よ
る
曲
が
り
も
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
５

月
の
気
温
は
平
年
よ
り
高
く
推
移
し
好
天
に
も

恵
ま
れ
、
出
荷
量
は
平
年
を
上
回
り
ま
し
た
。

　
病
害
虫
は
、
斑
点
病
の
発
生
は
平
年
並
み
で

し
た
が
、
８
月
上
旬
よ
り
降
雨
が
多
く
茎
枯
病

が
発
生
し
ま
し
た
。

２　
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

　
定
植
は
平
年
並
み
の
５
月
上
旬
か
ら
始
ま
り
、

定
植
後
の
適
度
な
降
雨
に
よ
り
初
期
生
育
は
順

調
に
進
み
ま
し
た
。
５
月
下
旬
か
ら
の
低
温
で

生
育
は
一
時
停
滞
し
ま
し
た
が
、
６
月
中
旬
か

ら
の
好
天
で
生
育
は
回
復
し
ま
し
た
。
８
月
下

旬
よ
り
平
均
気
温
が
平
年
よ
り
低
く
な
り
ほ
場

内
で
生
育
の
不
揃
い
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
病
害
虫
は
、
花
蕾
腐
敗
病
の
発
生
が
一
部
見

ら
れ
ま
し
た
。
ヨ
ト
ウ
ム
シ
、
コ
ナ
ガ
の
発
生

量
は
平
年
並
み
で
し
た
。

葉
茎
菜
類

１　
ゆ
り
ね

　
生
育
は
順
調
に
進
み
、
適
度
な
降
雨
に
よ
り

葉
先
枯
れ
症
の
発
生
は
平
年
並
み
と
な
り
ま
し

た
。
収
穫
は
９
月
下
旬
よ
り
始
ま
り
大
玉
傾
向

で
し
た
が
、
り
ん
茎
さ
び
症
に
よ
る
品
質
の
低

下
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
病
害
虫
は
、
葉
先
枯
れ
病
の
発
生
は
平
年
よ

り
少
な
く
、
ユ
リ
え
そ
病
の
発
生
が
一
部
で
見

ら
れ
ま
し
た
。

２　
か
ぼ
ち
ゃ
（
加
工
）

　
移
植
栽
培
で
は
５
月
下
旬
か
ら
は
種
作
業
が

始
ま
り
、
定
植
は
６
月
中
旬
よ
り
順
調
に
進
み

ま
し
た
。
直
播
栽
培
で
は
６
月
上
旬
よ
り
は
種

作
業
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、
発
芽
に
ば
ら
つ
き

が
見
ら
れ
一
部
補
植
作
業
が
発
生
し
ま
し
た
。

６
月
中
旬
以
降
の
生
育
は
順
調
に
進
み
ま
し
た

が
、
７
月
中
旬
の
降
雨
に
よ
り
一
部
着
果
不
良

が
発
生
し
ま
し
た
。
着
果
数
が
や
や
少
な
く
な

り
ま
し
た
が
、
球
肥
大
は
順
調
に
進
み
収
穫
量

は
前
年
並
み
と
な
り
ま
し
た
。

　
病
害
虫
で
は
、
８
月
下
旬
か
ら
う
ど
ん
こ
病

の
発
生
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

１　
飼
料
用
と
う
も
ろ
こ
し

（
１
）
生
育
経
過
と
収
穫
作
業
の
概
要

　
は
種
作
業
は
順
調
に
行
わ
れ
、
出
芽
期
は
ほ

ぼ
平
年
並
に
推
移
し
ま
し
た
。

　
絹
糸
抽
出
期
、
黄
熟
期
に
つ
い
て
も
ほ
ぼ
平

年
並
に
推
移
し
ま
し
た
。
９
月
１
日
に
お
け
る

草
丈
は
、
平
年
約
２
８
０
㎝
の
と
こ
ろ
、
本
年

は
約
３
１
０
㎝
で
、
や
や
長
く
な
っ
て
い
ま
し

た
。
９
月
に
は
台
風
の
接
近
も
あ
り
ま
し
た
が
、

倒
伏
も
少
な
く
、
適
期
収
穫
が
行
わ
れ
ま
し
た

（
写
真
１
）
。

　
収
穫
作
業
は
、
ほ
ぼ
平
年
並
に
進
み
ま
し
た
。

収
穫
始
（
５
％
）
は
９
月
16
日
、
収
穫
期
（
40

〜
50
％
）
は
10
月
１
日
、
収
穫
終
（
90
％
）
は

10
月
８
日
と
な
り
ま
し
た
。

（
２
）
収
量
の
概
要

　
順
調
な
生
育
で
登
熟
も
進
み
、
黄
熟
後
期
で

の
収
穫
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
収
量
は
平
年

よ
り
や
や
多
く
な
り
ま
し
た
。

（
３
）
今
後
に
向
け
て

　
肥
料
価
格
が
高
騰
し
て
い
る
中
、
堆
肥
・
ス

ラ
リ
ー
等
を
積
極
的
に
活
用
し
、
地
力
の
維
持

増
進
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

２　
牧
草

（
１
）
１
番
草
の
生
育
と
収
穫
作
業

　
融
雪
が
や
や
早
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
萌
芽
期

は
や
や
早
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
５
月
に
適

度
な
降
雨
が
あ
り
、
生
育
は
順
調
に
進
み
、
出

穂
期
は
平
年
並
に
推
移
し
ま
し
た
（
写
真
２
）
。

　
収
穫
時
期
の
６
月
下
旬
は
、
や
や
多
雨
傾
向

で
、
収
穫
調
製
作
業
に
影
響
が
あ
り
ま
し
た
。

　
収
穫
作
業
は
、
平
年
並
に
進
み
ま
し
た
。

　

収
穫
始
（
５
％
）
は
６
月
15
日
、
収
穫
期

（
40
〜
50
％
）
は
６
月
27
日
、
収
穫
終
（
90

％
）
は
７
月
10
日
と
な
り
ま
し
た
。

（
２
）
２
番
草
の
生
育
と
収
穫
作
業

　
１
番
草
刈
取
り
後
、
適
度
な
降
雨
が
あ
り
２

番
草
の
再
生
は
順
調
に
進
み
ま
し
た
。

　
収
穫
作
業
は
、
平
年
並
に
進
み
ま
し
た
。
収

穫
始
（
５
％
）
は
８
月
25
日
、
収
穫
期
（
40
〜

50
％
）
は
９
月
５
日
、
収
穫
終
（
90
％
）
は
９

月
17
日
と
な
り
ま
し
た
。

（
３
）
１
番
草
・
２
番
草
の
収
量

　
１
番
草
は
、
生
育
が
順
調
で
収
量
は
、
や
や

多
く
な
り
ま
し
た
。
令
和
３
年
の
高
温
少
雨
の

影
響
に
よ
り
、
生
育
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
回

復
傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

２
番
草
の
収
量
は
、
平
年
並
と
な
り
ま
し
た
。

（
４
）
今
後
に
向
け
て

　
堆
肥
・
ス
ラ
リ
ー
等
を
積
極
的
に
活
用
し
、

地
力
の
維
持
増
進
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

ま
た
、
安
定
生
産
を
図
る
た
め
に
も
、
計
画
的

な
草
地
更
新
が
必
要
で
す
。
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図11　過去20年の積算最低気温と根中糖分

写真１　褐色根腐病
（令和4年10月）

写真２　黒穂病
（令和4年8月）

写真３　茎枯病
（令和４年９月）

年次 根重
（kg/10a)

Ｒ４

平年

平年比

8,405

7,629

110

根中糖分
（％）

16.0

16.5

97

糖量
（kg/10a)

1,345

1,264

106

茎葉量
（kg/10a)

6,459

4,826

134

Ｔ/Ｒ比

76.8

62.8

122

表12　てんさいの収量状況(普及センター作況調査)    

　
昨
年
３
月
の
平
均
気
温
は
平
年
よ
り
２
℃
高

く
、
順
調
に
雪
解
け
は
進
み
、
融
雪
期
は
平
年

よ
り
３
日
早
く
、

積
雪
期
間
は
17
日

短
く
な
り
ま
し
た

（
表
１
）
。

　
農
耕
期
間
（
４

〜
10
月
）
の
積
算

平
均
気
温
は
３
，

１
０
４
℃
（
平
年

比
１
０
７
％
）
、

日
照
時
間
は
１
，

１
９
１
時
間
（
同

１
０
８
％
）
、
降

水
量
は
７
６
３
㎜

（
同
１
１
２
％
）

と
い
ず
れ
も
平
年

を
上
回
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１　
秋
ま
き
小
麦

（
１
）
令
和
４
年
産
小
麦
の
作
柄
（
図
１
）

　
昨
年
の
小
麦
は
、
品
種
に
よ
っ
て
作
柄
の
様

相
は
異
な
り
ま
し
た
。

　

ト
ラ
ッ
ク
ス
ケ
ー
ル
で
は
、
「
き
た
ほ
な

み
」
「
ゆ
め
ち
か
ら
」
の
粗
原
収
量
は
同
水
準

（
５
８
１
㎏
／
10
ａ
）
で
し
た
が
、
「
き
た
ほ

な
み
」
は
細
麦
気
味
で
、
製
品
収
量
は
「
ゆ
め

ち
か
ら
」
に
劣
り
ま
し
た
。
「
春
よ
恋
」
の
製

品
収
量
は
概
ね
６
俵
（
２
９
３
㎏
／
10
ａ
）
で

し
た
。

　
多
収
だ
っ
た
令
和
元
年
以
降
、
「
ゆ
め
ち
か

ら
」
は
、
比
較
的
高
い
収
量
を
維
持
し
て
い
る

の
に
対
し
て
、
「
き
た
ほ
な
み
」
「
春
よ
恋
」

は
収
量
の
落
ち
込
み
が
見
ら
れ
ま
す
。
特
に

「
き
た
ほ
な
み
」
は
、
低
い
製
品
率
が
、
低
収

の
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
２
）
秋
ま
き
小
麦
（
き
た
ほ
な
み
）
生
育
経

過
（
表
２
、
図
２
）　

　
融
雪
が
早
く
、
そ
の
後
も
気
温
は
高
く
経
過

し
た
こ
と
か
ら
、
起
生
期
・
幼
穂
形
成
期
・
止

葉
期
は
、
い
ず
れ
も
平
年
よ
り
４
日
早
く
な
り

ま
し
た
。
出
穂

寸
前
の
６
月
初

旬
、
最
低
気
温

５
℃
未
満
の
低

温
・
寡
照
な
天

候
が
10
日
間
ほ

ど
続
き
、
出
穂

の
停
滞
や
不
揃

い
の
原
因
と
な

り
ま
し
た
。
出

穂
期
は
概
ね
平

年
並
で
し
た
。

　
出
穂
期
か
ら

成
熟
期
ま
で
の

登
熟
期
間
中
、

日
中
の
気
温
や

最
低
気
温
（
夜

温
）
は
総
じ
て

高
く
、
生
育
は

前
進
し
、
成
熟

期
は
平
年
よ
り

３
日
早
く
な
り

ま
し
た
。
収
穫

期
間
中
は
、
ま

と
ま
っ
た
降
雨

に
作
業
を
中
断

し
な
が
ら
、
平

年
よ
り
２
日
早

い
収
穫
終
と
な

り
ま
し
た
。

　
前
年
越
冬
前

に
十
分
な
生
育

量
を
確
保
し
、
雪
腐
病
や
冬
損
に
よ
る
減
耗
も

な
か
っ
た
た
め
、
茎
数
は
期
間
を
通
じ
て
平
年

を
上
回
り
ま
し
た
。
草
丈
は
平
年
よ
り
長
か
っ

た
も
の
の
、
稈
長
は
や
や
短
く
な
り
ま
し
た
。

最
終
的
な
穂
数
は
ほ
ぼ
平
年
並
で
し
た
。

　
出
穂
か
ら
成
熟
ま
で
の
登
熟
日
数
は
平
年
よ

り
２
日
短
く
な
り
ま
し
た
（
昨
年
41
日
、
平
年

43
日
）
。

（
３
）
病
害
虫
の
発
生
状
況

　
前
年
秋
、
薬
剤
散
布
後
の
降
水
量
は
多
く
、

薬
剤
成
分
の
流
亡
が
懸
念
さ
れ
ま
し
た
が
、
雪

腐
病
に
よ
る
被
害
は
平
年
よ
り
少
な
く
な
り
ま

し
た
。

　
抵
抗
性
を
も
た
な
い
「
き
た
ほ
な
み
」
の
縞

萎
縮
病
（
写
真
１
）
や
、
品
種
を
問
わ
ず
眼
紋

病
の
発
生
が
目
立
ち
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
小
麦

の
連
作
や
過
作
が
病
原
菌
密
度
を
高
め
る
土
壌

病
害
で
す
。
縞
萎
縮
病
は
、
町
内
で
の
発
生
地

域
拡
大
が
認
め
ら
れ
、
有
効
な
薬
剤
の
適
正
使

用
後
に
、
眼
紋
病
を
発
病
し
た
事
例
も
見
ら
れ

ま
し
た
。

　
出
穂
以
降
は
多
雨
湿
潤
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、

赤
か
び
病
の
好
適
条
件
と
な
り
ま
し
た
。
調
製

後
の
小
麦
に
赤
か
び
病
感
染
粒
の
混
入
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
ほ
場
で
は
発
病
穂
が
例
年
に
比
べ

多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

（
４
）
作
況
ほ
の
収
量
構
成
要
素
と
要
因

　
穂
数
や
千
粒
重
は
平
年
並
で
す
が
、
一
穂
粒

数
は
や
や
少
な
く
、
子
実
重
は
平
年
を
下
回
り

ま
し
た（
表
３
）。

　
ト
ラ
ッ
ク
ス

ケ
ー
ル
デ
ー
タ

を
多
収
だ
っ
た

令
和
元
年
と
比

較
す
る
と
、

「
き
た
ほ
な

み
」
「
ゆ
め
ち

か
ら
」
と
も
に
、

減
収
し
た
生
産

者
の
９
割
に
共

通
し
て
容
積
重

の
低
下
が
見
ら

れ
ま
し
た
（
図

３
）
。
収
量
の

維
持
・
向
上
に
、

容
積
重
を
低
下

さ
せ
な
い
＝
細

麦
に
な
ら
な
い

肥
培
管
理
が
有

効
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
は
、
病
害
だ
け
で
な
く
、
６
月
末
の
降

雨
を
き
っ
か
け
に
生
じ
た
早
期
倒
伏
も
健
全
な

子
実
肥
大
を

妨
げ
た
と
推

察
さ
れ
ま
す

（
写
真
２
）。

土
づ
く
り
、

適
正
輪
作
と

と
も
に
、
肥

培
管
理
の
再

点
検
や
基
本

技
術
の
励
行

に
努
め
て
く

だ
さ
い
。

（
５
）
ゆ
め
ち
か
ら
の
子
実
タ
ン
パ
ク

　
こ
こ
数
年
低
下
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
。
ゆ
め

ち
か
ら
の
子
実
タ
ン
パ
ク
は
、
タ
ン
パ
ク
16
．

１
〜
18
．
０
％
の
生
産
者
数
が
増
加
し
（
図

４
）
、
ト
ラ
ッ
ク
ス
ケ
ー
ル
平
均
タ
ン
パ
ク
は

15
．
２
％
と
前
年
よ
り
０
．
２
ポ
イ
ン
ト
上
昇

し
ま
し
た
。

（
６
）
令
和
５
年
産
秋
ま
き
小
麦
の
生
育
状
況

（
表
４
）

　
昨
年
の
秋
期

は
少
雨
で
、
は

種
作
業
は
平
年

よ
り
早
く
終
わ

り
ま
し
た
。

　
乾
燥
土
壌
で

は
、
出
芽
遅
延

や
出
芽
む
ら
を

生
じ
ま
し
た
が
、

降
雨
後
に
回
復

し
ま
し
た
。
一

部
傾
斜
地
で
は
、

強
雨
後
の
種
子

流
亡
も
認
め
ら

れ
ま
す
が
、
地

域
全
体
で
は
、

越
冬
前
の
生
育

は
順
調
で
し
た
。

２　
春
ま
き
小
麦
（
春
よ
恋
）

（
１
）
生
育
経
過
（
表
５
、
図
５
）

　
融
雪
後
、
ほ
場
の
乾
燥
は
進
み
、
平
年
よ
り

早
く
は
種
期
、
出
芽
期
を
迎
え
ま
し
た
。
そ
の

後
、
適
度
な
温
度
と
降
雨
に
恵
ま
れ
、
生
育
は

順
調
に
進
み
ま
し
た
が
、
６
月
上
旬
の
低
温
下

で
生
育
は
一
時
的
に
停
滞
し
、
止
葉
期
お
よ
び

出
穂
期
は
ほ
ぼ
平
年
並
と
な
り
ま
し
た
。

　
出
穂
以
降
の
気
温
は
高
く
、
生
育
が
促
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
乳
熟
期
、
成
熟
期
は
平
年
に
比

べ
３
〜
４
日
早
ま
り
ま
し
た
。
登
熟
日
数
は
平

年
よ
り
３
日
短
い
39
日
で
し
た
。

　
秋
ま
き
小
麦
と
同
様
に
、
降
雨
の
合
間
を
縫

っ
て
の
収
穫
と
な
り
ま
し
た
。
子
実
水
分
の
低

下
は
進
み
、
ほ
場
で
の
倒
伏
も
限
ら
れ
た
こ
と

か
ら
、
収
穫
作
業
は
順
調
に
進
み
、
収
穫
終
は

平
年
よ
り
３
日
早
く
な
り
ま
し
た
。

　
生
育
前
半
は
適
度
な
気
候
に
恵
ま
れ
生
育
は

や
や
旺
盛
と
な
り
ま
し
た
。
茎
数
は
平
年
を
上

回
り
、
草
丈
は
平
年
よ
り
や
や
長
く
、
稈
長
は

ほ
ぼ
平
年
並
で
し
た
。
一
部
ほ
場
で
は
、
止
葉

期
ま
で
の
茎
数
に
対
し
て
穂
数
が
少
な
い
（
有

効
茎
率
の
低
い
）
様
子
が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

（
２
）
病
害
虫
の
発
生
状
況

　
生
育
旺
盛
、
乾
燥
し
た
期
間
も
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
う

ど
ん
こ
病

は
例
年
に

比
べ
多
く

見
ら
れ
ま

し
た
。
ま

ん
延
し
た

場
合
は
、

下
葉
の
枯

死
や
有
効

茎
減
少
の

原
因
に
な

っ
た
と
考

え
ら
れ
ま

し
た
（
写

真
３
）
。

　
秋
ま
き
小
麦
同
様
、
赤
か
び
病
発
病
穂
が
ほ

場
段
階
で
散
見
さ
れ
ま
し
た
。
被
害
粒
の
混
入

は
な
い
も
の
の
、
気
象
経
過
を
鑑
み
た
防
除
が

今
後
も
重
要
と
な
り
ま
す
。

（
３
）
作
況
ほ
の
収
量
構
成
要
素
、
要
因

　
穂
数
は
平
年
よ
り
や
や
多
い
が
、
一
穂
粒
数
、

千
粒
重
は
平
年
を
下
回
っ
た
こ
と
か
ら
、
子
実

重
は
平
年
比
９
割
ほ
ど
で
し
た
（
表
６
）
。
令

和
元
年
と
比
べ

た
、
ト
ラ
ッ
ク

ス
ケ
ー
ル
デ
ー

タ
で
は
、
容
積

重
の
減
少
幅
に

対
し
て
収
量
の

低
下
量
が
大
き

い
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
（
図

６
）
。
子
実
肥

大
不
足
よ
り
も
、

ほ
か
の
収
量
構

成
要
素
（
一
穂

粒
数
や
穂
数
）

の
減
少
が
、
収

量
水
準
の
低
下

に
関
与
し
て
い

る
と
推
測
さ
れ

ま
し
た
。

　
生
育
前
半
の

草
丈
・
茎
数
は
、

平
年
を
上
回
り

旺
盛
な
生
育
を

示
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
結
果
的
に
は
収
量
は

平
年
を
下
回
り
、
倒
伏
の
発
生
は
例
年
ほ
ど
目

立
ち
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
一
部
ほ
場
で
観
察
さ
れ
た
よ
う
に
、
茎
数
に

対
し
て
穂
数
が
不
足
し
た
の
は
、
う
ど
ん
こ
病

の
よ
う
な
病
害
や
多
雨
に
よ
る
土
壌
養
分
の
流

亡
の
ほ
か
、
日
照
不
足
も
理
由
の
一
つ
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
６
月
下
旬
の
寡
照
は
（
日
照
時
間

は
平
年
比
66
％
）
、
主
茎
に
続
く
分
け
つ
茎
の

無
効
化
（
穂
に
発
達
し
な
い
）
に
働
い
た
も
の

と
推
察
さ
れ
ま
し
た
。

３　
小
豆
（
し
ゅ
ま
り
・
き
た
ろ
ま
ん
）

（
１
）
生
育
の
経
過
（
表
７
、
図
７
・
８
）

　
融
雪
期
が
早
く
、
他
品
目
の
は
種
・
植
付
作

業
が
順
調
に
進
ん
だ
こ
と
、
気
温
が
高
く
、
地

温
上
昇
も
早
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
は
種
期
は
２

日
早
く
進
み
ま
し
た
。
出
芽
期
は
は
種
後
の
低

温
に
よ
り
平
年
よ
り
２
日
遅
れ
た
も
の
の
、
６

月
下
旬
〜
７
月
中
旬
ま
で
の
夜
間
の
高
温
で
草

丈
は
平
年
よ
り
長
く
（
平
年
比
１
２
０
％
）
、

葉
数
も
早
く
進
み
、
開
花
期
は
４
日
早
ま
り
ま

し
た
。
草
丈
が
長
く
な
っ
た
た
め
、
一
部
ほ
場

で
は
倒
伏
が
発
生
し
ま
し
た
。
莢
の
成
熟
が
早

く
進
ん
だ
こ
と
か
ら
、
収
穫
期
で
10
日
早
く
な

り
ま
し
た
。
病
害
は
、
ア
ズ
キ
ノ
メ
イ
ガ
の
被

害
が
一
部
で
見
ら
れ
ま
し
た
。

（
２
）
作
況
ほ
の
収
量
構
成
要
素
、
要
因
（
表

８
）

　

㎡
当
た
り
莢
数
は
平
年
並
で
し
た
が
、
一
莢

内
粒
数
・
百
粒
重
が
平
年
を
上
回
っ
た
こ
と
か

ら
、
子
実
重
は
平
年
を
大
き
く
上
回
り
ま
し
た

（
平
年
比
１
２
８
％
）
。　

　
こ
れ
は
、
平
年
よ
り
葉
数
や
開
花
期
が
早
く

進
ん
だ
こ
と
か
ら
、
着
莢
・
粒
肥
大
が
進
ん
だ

も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
昨
年
は
草
丈
が
平
年
よ
り
長
く
、
倒
伏
が
発

生
し
た
ほ
場
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。
倒
伏
が
生

じ
な
い
よ
う
適
正
施
肥
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

４　
ば
れ
い
し
ょ
（
男
爵
薯
）

（
１
）
生
育
の
経
過
と
病
害
の
発
生
状
況
（
表

９
、
図
９
）

　
融
雪
が
平
年
よ
り
早
く
進
み
、
融
雪
後
も
多

照
で
土
壌
が
早
く
乾
燥
し
た
こ
と
か
ら
、
植
付

期
は
11
日
早
く
、
植
付
終
は
６
日
早
く
、
萌
芽

期
は
４
日
早
く
な
り
ま
し
た
。
萌
芽
後
、
６
月

１
〜
２
半
旬
に
低
温
で
経
過
し
た
こ
と
か
ら
、

植
付
期
ほ
ど
生
育
期
節
は
早
ま
ら
ず
、
着
蕾
期

は
２
日
早
く
、
開
花
期
は
３
日
、
終
花
期
は
２

日
早
く
な
り
ま
し
た
。

　
地
上
部
生
育
は
、
茎
数
は
平
年
よ
り
少
な
く
、

草
丈
は
平
年
よ
り
や
や
長
く
な
り
、
６
月
下
旬

に
は
多
く
の
ほ
場
で
倒
伏
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
７
月
は
平
年
よ
り
高
温
多
湿
で
経
過

し
た
こ
と
か
ら
、
耐
病
性
が
弱
い
ト
ヨ
シ
ロ
で

軟
腐
病
の
発
生
が
多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。

　
８
月
中
旬
に
降
雨
が
あ
っ
た
た
め
、
収
穫
始

は
２
日
遅
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
は
晴
天
に

恵
ま
れ
、
収
穫
期
は
１
日
早
く
、
収
穫
終
は
３

日
早
く
な
り
ま
し
た
。

（
２
）
作
況
ほ
の
収
量
構
成
要
素
、
要
因
（
表

10
）

　
昨
年
は
土
壌
水
分
が
高
く
、
茎
葉
草
勢
が
維

持
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
生
育
後
半
ま
で
ス
ト

ロ
ン
形
成
・
塊
茎
着
生
が
続
い
た
た
め
、
株
当

た
り
上
い
も
個
数
は
平
年
よ
り
多
く
な
り
ま
し

た
。
後
半
着
生
し
た
塊
茎
は
小
い
も
と
な
り
ま

し
た
が
、
着
生
が
早
か
っ
た
塊
茎
は
多
雨
傾
向

に
よ
り
、
上
い
も
１
個
重
が
重
く
、
平
均
す
る

と
上
い
も
１
個
重
は
平
年
並
と
な
り
ま
し
た
。

株
当
た
り
上
い
も
数
が
多
か
っ
た
こ
と
、
上
い

も
１
個
重
が
平
年
並
だ
っ
た
こ
と
か
ら
上
い
も

収
量
・
規
格
内
収
量
は
多
く
な
り
ま
し
た
。

　
で
ん
ぷ
ん
価
は
平
年
よ
り
０
．
４
ポ
イ
ン
ト

低
く
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
茎
葉
黄
変
期
が

平
年
よ
り
４
日
早
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
養
分
の

転
流
量
が
少
な
か
っ
た
た
め
と
推
察
さ
れ
ま
す
。

　
多
雨
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
多
発
生
し
た
軟
腐

病
の
対
策
と
し
て
は
、
倒
伏
し
な
い
よ
う
多
窒

素
栽
培
を
避
け
、
適
正
施
肥
を
行
う
こ
と
、
ほ

場
の
排
水
対
策
を
徹
底
す
る
こ
と
、
最
高
気
温

25
℃
以
上
が
３
日
続
い
た
ら
防
除
を
開
始
す
る

こ
と
、
オ
キ

ソ
リ
ニ
ッ
ク

酸
の
連
用
を

避
け
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

　

町
内
の
多

く
の
地
域
で

そ
う
か
病
、

粉
状
そ
う
か

病
、
腐
敗
、

緑
化
が
多
く

発
生
し
ま
し

た
。
排
水
性

が
悪
い
ほ
場

で
は
、
堆
肥

散
布
や
透
排

水
性
改
善
な

ど
、
病
障
害

の
発
生
対
策

を
実
施
し
ま

し
ょ
う
。

５　
て
ん
さ
い

（
１
）
作
業
、
生
育
経
過
（
表
11
、
図
10
）

　
は
種
期
、
出
芽
期
は
平
年
並
で
し
た
。
前
倒

し
で
動
き
出
し
た
春
作
業
に
続
く
形
で
、
移
植

始
は
平
年
よ
り
５
日
、
移
植
終
は
４
日
早
く
な

り
ま
し
た
。

　
４
月
末
に
強
い
冷
え
込
み
と
強
風
が
数
日
続

き
、
移
植
直
後
の
苗
の
損
傷
や
枯
死
を
招
き
ま

し
た
。
再
移
植
や
多
数
の
補
植
を
強
い
ら
れ
る

ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
移
植
後
の
活
着
は
良
好
で
、
そ
の
後
、
適
度

な
温
度
と
降
雨
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
草
丈
や
葉

数
、
７
月
以
降
の
根
周
は
、
期
間
を
通
じ
て
平

年
を
上
回
っ
て
経
過
し
ま
し
た
。
こ
こ
数
年
見

ら
れ
た
、
少
雨
乾
燥
に
よ
る
茎
葉
の
脱
水
・
萎

れ
、
多
雨
に
よ
る
湿
害
は
ほ
と
ん
ど
認
め
ら
れ

ま
せ
ん
で
し
た
（
写
真
４
）
。

　
他
作
物
の
作
業
が
遅
滞
な
く
進
ん
だ
こ
と
か

ら
、
収
穫
は
早
く
始
ま
り
、
順
調
に
進
み
ま
し

た
。
収
穫
始
は
平
年
よ
り
８
日
、
収
穫
終
は
５

日
早
く
な
り
ま
し
た
。

（
２
）
病
害
虫
の
発
生
状
況

　
降
雨
が
続
き
、
夜
温
の
高
い
期
間
も
あ
り
ま

し
た
が
、
褐
斑
病
の
発
生
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
適
切
な
薬
剤
散
布
の
実
践
と
と

も
に
、
主
要
品
種
が
も
つ
病
害
抵
抗
性
の
優
位

性
が
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。

　
ヨ
ト
ウ
ム
シ
幼
虫
に
よ
る
茎
葉
食
害
や
ハ
ダ

ニ
吸
汁
に
伴
う
葉
身
の
黄
化
も
ご
く
わ
ず
か
な

も
の
で
し
た
。

（
３
）
収
量
・
糖
分
（
表
12
）

　
根
中
糖
分
は
平
年
よ
り
や
や
低
い
も
の
の
、

根
重
は
平
年
比
１

割
ほ
ど
重
か
っ
た

こ
と
か
ら
、
糖
収

量
は
平
年
を
上
回

り
ま
し
た
。
直
播

栽
培
の
比
率
が
急

速
に
高
ま
る
な
か
、

地
域
全
体
の
収
穫

量
が
過
去
の
最
高

水
準
に
迫
っ
た
こ

と
を
考
慮
す
る
と
、

昨
年
は
い
か
に
豊

作
だ
っ
た
か
を
物

語
り
ま
す
。

（
４
）
作
柄
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
要
因（
図
11
）

　
根
重
は
、
春
か
ら
初
夏
に
か
け
て
の
最
高
気

温
が
高
い
ほ
ど
重
く
な
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

昨
年
は
、
移
植
後
の
天
候
に
恵
ま
れ
、
病
障
害

等
に
よ
る
損
耗
も
な
く
、
根
部
肥
大
は
促
進
さ

れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
根
中
糖
分
を
左
右
す
る
夏
期
の
最
低
気
温
は

概
ね
平
年
並
で
し
た
が
（
７
月
上
旬
か
ら
10
月

上
旬
の
積
算
最
低
気
温
１
，
３
０
３
℃
、
過
去

20
年
平
均
１
，
２
８
３
℃
）
、
根
中
糖
分
は
平

年
を
０
．
５
ポ
イ
ン
ト
下
回
り
ま
し
た
。

　
や
や
平
年
よ
り
も
早
い
融
雪
を
迎
え
、
４
月

上
旬
の
気
温
は
平
年
よ
り
高
め
に
推
移
し
ま
し

た
が
、
５
月
上
旬
の
気
温
は
低
く
、
各
作
物
で

若
干
の
生
育
遅
れ
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

再
び
６
月
上
旬
か
ら
平
年
よ
り
気
温
は
低
く
推

移
し
ま
し
た
。
７
月
に
は
高
温
条
件
で
推
移
し
、

高
温
の
影
響
に
よ
る
生
理
障
害
が
見
ら
れ
ま
し

た
。
８
月
以
降
は
ま
と
ま
っ
た
降
雨
日
の
発
生

が
多
く
、
降
雨
の
影
響
に
よ
る
湿
害
の
発
生
が

散
見
さ
れ
、
各
作
物
の
品
質
低
下
を
招
き
ま
し

た
。

　
春
先
の
低
温
被
害
や
ゲ
リ
ラ
的
な
降
雨
、
ま

た
再
び
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
が
感
染
拡
大
す

る
な
ど
、
昨
年
に
続
き
悩
み
多
い
１
年
と
な
り

ま
し
た
が
、
各
作
物
で
は
甚
大
な
被
害
の
な
い

１
年
と
な
り
ま
し
た
。

果
菜
類

１　
ト
マ
ト

　
４
月
下
旬
に
低
温
が
あ
っ
た
も
の
の
、
共
選

は
例
年
並
の
５
月
18
日
に
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　
５
月
下
旬
か
ら
の
低
温
の
影
響
に
よ
り
花
落

ち
が
発
生
し
草
勢
は
強
め
に
推
移
し
ま
し
た
。

そ
の
後
は
６
月
中
旬
か
ら
の
降
雨
の
影
響
で
多

湿
と
な
り
灰
色
か
び
病
が
発
生
し
、
果
実
品
質

が
低
下
し
ま
し
た
。
７
月
上
旬
〜
中
旬
に
か
け

て
は
最
高
気
温
の
高
い
日
が
続
き
、
落
花
、
グ

リ
ー
ン
バ
ッ
ク
果
が
散
見
さ
れ
ま
し
た
。
８
月

以
降
の
生
育
は
順
調
で
し
た
が
、
ま
と
ま
っ
た

降
雨
日
が
多
く
、
湿
度
が
高
い
状
況
が
続
き
ま

し
た
。
９
月
以
降
は
最
高
気
温
と
最
低
気
温
に

大
き
く
差
が
あ
る
日
が
多
く
、
裂
果
の
発
生
が

見
ら
れ
ま
し
た
。
収
穫
終
盤
は
平
年
よ
り
も
気

温
が
低
く
着
色
が
停
滞
し
、
小
玉
傾
向
で
推
移

し
ま
し
た
。

　
病
害
虫
は
、
６
月
中
旬
か
ら
の
曇
天
降
雨
に

よ
り
灰
色
か
び
病
・
葉
か
び
病
の
発
生
し
が
継

続
し
ま
し
た
。
ま
た
、
連
作
年
数
が
増
加
し
て

い
る
ほ
場
で
は
土
壌
病
害
で
あ
る
褐
色
根
腐
病

が
散
見
さ
れ
、
太
根
は
コ
ル
ク
化
し
細
根
の
脱

落
が
見
ら
れ
ま
し
た
（
写
真
１
）
。
ア
ザ
ミ
ウ

マ
の
加
害
に
よ
る
白
ぶ
く
れ
症
状
の
果
実
も
一

部
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
は
種
作
業
は
８
月
上
旬
収
穫
の
早
生
作
型
、

晩
生
作
型
に
つ
い
て
順
調
に
進
み
ま
し
た
。
出

芽
の
ば
ら
つ
き
も
少
な
く
、
生
育
は
平
年
並
み

に
推
移
し
ま
し
た
。
早
い
作
型
の
収
穫
は
、
８

月
中
旬
よ
り
始
ま
り
ま
し
た
。

２　
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
（
加
工
用
）

　
は
種
作
業
は
８
月
上
旬
収
穫
の
早
生
作
型
、

晩
生
作
型
に
つ
い
て
順
調
に
進
み
ま
し
た
。
出

芽
の
ば
ら
つ
き
も
少
な
く
、
生
育
は
平
年
並
み

に
推
移
し
ま
し
た
。
早
い
作
型
の
収
穫
は
、
８

月
中
旬
よ
り
始
ま
り
ま
し
た
。

　
病
害
虫
は
、
７
月
下
旬
よ
り
ア
ブ
ラ
ム
シ
が

散
見
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
収
穫
後
の
雌
穂
に

は
カ
メ
ム
シ
の
食
害
痕
が
見
ら
れ
、
品
質
劣
化

が
見
ら
れ
ま
し
た
。
一
部
の
ほ
場
で
は
連
作
に

よ
る
土
壌
病
害
で
あ
る
黒
穂
病
の
発
生
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
。

洋
菜
類

１　
グ
リ
ー
ン
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス

　
融
雪
は
順
調
で
、
収
穫
は
例
年
ど
お
り
５
月

中
旬
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
５
月
上
旬
に
は
一

部
地
域
で
降
雹
が
あ
り
、
露
地
収
穫
物
に
軽
度

の
傷
・
曲
が
り
が
発
生
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

風
害
に
よ
る
曲
が
り
も
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
５

月
の
気
温
は
平
年
よ
り
高
く
推
移
し
好
天
に
も

恵
ま
れ
、
出
荷
量
は
平
年
を
上
回
り
ま
し
た
。

　
病
害
虫
は
、
斑
点
病
の
発
生
は
平
年
並
み
で

し
た
が
、
８
月
上
旬
よ
り
降
雨
が
多
く
茎
枯
病

が
発
生
し
ま
し
た
。

２　
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

　
定
植
は
平
年
並
み
の
５
月
上
旬
か
ら
始
ま
り
、

定
植
後
の
適
度
な
降
雨
に
よ
り
初
期
生
育
は
順

調
に
進
み
ま
し
た
。
５
月
下
旬
か
ら
の
低
温
で

生
育
は
一
時
停
滞
し
ま
し
た
が
、
６
月
中
旬
か

ら
の
好
天
で
生
育
は
回
復
し
ま
し
た
。
８
月
下

旬
よ
り
平
均
気
温
が
平
年
よ
り
低
く
な
り
ほ
場

内
で
生
育
の
不
揃
い
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
病
害
虫
は
、
花
蕾
腐
敗
病
の
発
生
が
一
部
見

ら
れ
ま
し
た
。
ヨ
ト
ウ
ム
シ
、
コ
ナ
ガ
の
発
生

量
は
平
年
並
み
で
し
た
。

葉
茎
菜
類

１　
ゆ
り
ね

　
生
育
は
順
調
に
進
み
、
適
度
な
降
雨
に
よ
り

葉
先
枯
れ
症
の
発
生
は
平
年
並
み
と
な
り
ま
し

た
。
収
穫
は
９
月
下
旬
よ
り
始
ま
り
大
玉
傾
向

で
し
た
が
、
り
ん
茎
さ
び
症
に
よ
る
品
質
の
低

下
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
病
害
虫
は
、
葉
先
枯
れ
病
の
発
生
は
平
年
よ

り
少
な
く
、
ユ
リ
え
そ
病
の
発
生
が
一
部
で
見

ら
れ
ま
し
た
。

２　
か
ぼ
ち
ゃ
（
加
工
）

　
移
植
栽
培
で
は
５
月
下
旬
か
ら
は
種
作
業
が

始
ま
り
、
定
植
は
６
月
中
旬
よ
り
順
調
に
進
み

ま
し
た
。
直
播
栽
培
で
は
６
月
上
旬
よ
り
は
種

作
業
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、
発
芽
に
ば
ら
つ
き

が
見
ら
れ
一
部
補
植
作
業
が
発
生
し
ま
し
た
。

６
月
中
旬
以
降
の
生
育
は
順
調
に
進
み
ま
し
た

が
、
７
月
中
旬
の
降
雨
に
よ
り
一
部
着
果
不
良

が
発
生
し
ま
し
た
。
着
果
数
が
や
や
少
な
く
な

り
ま
し
た
が
、
球
肥
大
は
順
調
に
進
み
収
穫
量

は
前
年
並
み
と
な
り
ま
し
た
。

　
病
害
虫
で
は
、
８
月
下
旬
か
ら
う
ど
ん
こ
病

の
発
生
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

１　
飼
料
用
と
う
も
ろ
こ
し

（
１
）
生
育
経
過
と
収
穫
作
業
の
概
要

　
は
種
作
業
は
順
調
に
行
わ
れ
、
出
芽
期
は
ほ

ぼ
平
年
並
に
推
移
し
ま
し
た
。

　
絹
糸
抽
出
期
、
黄
熟
期
に
つ
い
て
も
ほ
ぼ
平

年
並
に
推
移
し
ま
し
た
。
９
月
１
日
に
お
け
る

草
丈
は
、
平
年
約
２
８
０
㎝
の
と
こ
ろ
、
本
年

は
約
３
１
０
㎝
で
、
や
や
長
く
な
っ
て
い
ま
し

た
。
９
月
に
は
台
風
の
接
近
も
あ
り
ま
し
た
が
、

倒
伏
も
少
な
く
、
適
期
収
穫
が
行
わ
れ
ま
し
た

（
写
真
１
）
。

　
収
穫
作
業
は
、
ほ
ぼ
平
年
並
に
進
み
ま
し
た
。

収
穫
始
（
５
％
）
は
９
月
16
日
、
収
穫
期
（
40

〜
50
％
）
は
10
月
１
日
、
収
穫
終
（
90
％
）
は

10
月
８
日
と
な
り
ま
し
た
。

（
２
）
収
量
の
概
要

　
順
調
な
生
育
で
登
熟
も
進
み
、
黄
熟
後
期
で

の
収
穫
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
収
量
は
平
年

よ
り
や
や
多
く
な
り
ま
し
た
。

（
３
）
今
後
に
向
け
て

　
肥
料
価
格
が
高
騰
し
て
い
る
中
、
堆
肥
・
ス

ラ
リ
ー
等
を
積
極
的
に
活
用
し
、
地
力
の
維
持

増
進
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

２　
牧
草

（
１
）
１
番
草
の
生
育
と
収
穫
作
業

　
融
雪
が
や
や
早
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
萌
芽
期

は
や
や
早
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
５
月
に
適

度
な
降
雨
が
あ
り
、
生
育
は
順
調
に
進
み
、
出

穂
期
は
平
年
並
に
推
移
し
ま
し
た
（
写
真
２
）
。

　
収
穫
時
期
の
６
月
下
旬
は
、
や
や
多
雨
傾
向

で
、
収
穫
調
製
作
業
に
影
響
が
あ
り
ま
し
た
。

　
収
穫
作
業
は
、
平
年
並
に
進
み
ま
し
た
。

　

収
穫
始
（
５
％
）
は
６
月
15
日
、
収
穫
期

（
40
〜
50
％
）
は
６
月
27
日
、
収
穫
終
（
90

％
）
は
７
月
10
日
と
な
り
ま
し
た
。

（
２
）
２
番
草
の
生
育
と
収
穫
作
業

　
１
番
草
刈
取
り
後
、
適
度
な
降
雨
が
あ
り
２

番
草
の
再
生
は
順
調
に
進
み
ま
し
た
。

　
収
穫
作
業
は
、
平
年
並
に
進
み
ま
し
た
。
収

穫
始
（
５
％
）
は
８
月
25
日
、
収
穫
期
（
40
〜

50
％
）
は
９
月
５
日
、
収
穫
終
（
90
％
）
は
９

月
17
日
と
な
り
ま
し
た
。

（
３
）
１
番
草
・
２
番
草
の
収
量

　
１
番
草
は
、
生
育
が
順
調
で
収
量
は
、
や
や

多
く
な
り
ま
し
た
。
令
和
３
年
の
高
温
少
雨
の

影
響
に
よ
り
、
生
育
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
回

復
傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

２
番
草
の
収
量
は
、
平
年
並
と
な
り
ま
し
た
。

（
４
）
今
後
に
向
け
て

　
堆
肥
・
ス
ラ
リ
ー
等
を
積
極
的
に
活
用
し
、

地
力
の
維
持
増
進
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

ま
た
、
安
定
生
産
を
図
る
た
め
に
も
、
計
画
的

な
草
地
更
新
が
必
要
で
す
。

野野
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写真５　うどんこ病
（令和４年８月）

写真１　順調な生育で収穫作業が行われた
（令和４年10月上旬）

写真２　チモシー１番草の出穂時期
（令和４年６月中旬）

写真４　ユリえそ病
（令和４年７月）

　
昨
年
３
月
の
平
均
気
温
は
平
年
よ
り
２
℃
高

く
、
順
調
に
雪
解
け
は
進
み
、
融
雪
期
は
平
年

よ
り
３
日
早
く
、

積
雪
期
間
は
17
日

短
く
な
り
ま
し
た

（
表
１
）
。

　
農
耕
期
間
（
４

〜
10
月
）
の
積
算

平
均
気
温
は
３
，

１
０
４
℃
（
平
年

比
１
０
７
％
）
、

日
照
時
間
は
１
，

１
９
１
時
間
（
同

１
０
８
％
）
、
降

水
量
は
７
６
３
㎜

（
同
１
１
２
％
）

と
い
ず
れ
も
平
年

を
上
回
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１　
秋
ま
き
小
麦

（
１
）
令
和
４
年
産
小
麦
の
作
柄
（
図
１
）

　
昨
年
の
小
麦
は
、
品
種
に
よ
っ
て
作
柄
の
様

相
は
異
な
り
ま
し
た
。

　

ト
ラ
ッ
ク
ス
ケ
ー
ル
で
は
、
「
き
た
ほ
な

み
」
「
ゆ
め
ち
か
ら
」
の
粗
原
収
量
は
同
水
準

（
５
８
１
㎏
／
10
ａ
）
で
し
た
が
、
「
き
た
ほ

な
み
」
は
細
麦
気
味
で
、
製
品
収
量
は
「
ゆ
め

ち
か
ら
」
に
劣
り
ま
し
た
。
「
春
よ
恋
」
の
製

品
収
量
は
概
ね
６
俵
（
２
９
３
㎏
／
10
ａ
）
で

し
た
。

　
多
収
だ
っ
た
令
和
元
年
以
降
、
「
ゆ
め
ち
か

ら
」
は
、
比
較
的
高
い
収
量
を
維
持
し
て
い
る

の
に
対
し
て
、
「
き
た
ほ
な
み
」
「
春
よ
恋
」

は
収
量
の
落
ち
込
み
が
見
ら
れ
ま
す
。
特
に

「
き
た
ほ
な
み
」
は
、
低
い
製
品
率
が
、
低
収

の
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
２
）
秋
ま
き
小
麦
（
き
た
ほ
な
み
）
生
育
経

過
（
表
２
、
図
２
）　

　
融
雪
が
早
く
、
そ
の
後
も
気
温
は
高
く
経
過

し
た
こ
と
か
ら
、
起
生
期
・
幼
穂
形
成
期
・
止

葉
期
は
、
い
ず
れ
も
平
年
よ
り
４
日
早
く
な
り

ま
し
た
。
出
穂

寸
前
の
６
月
初

旬
、
最
低
気
温

５
℃
未
満
の
低

温
・
寡
照
な
天

候
が
10
日
間
ほ

ど
続
き
、
出
穂

の
停
滞
や
不
揃

い
の
原
因
と
な

り
ま
し
た
。
出

穂
期
は
概
ね
平

年
並
で
し
た
。

　
出
穂
期
か
ら

成
熟
期
ま
で
の

登
熟
期
間
中
、

日
中
の
気
温
や

最
低
気
温
（
夜

温
）
は
総
じ
て

高
く
、
生
育
は

前
進
し
、
成
熟

期
は
平
年
よ
り

３
日
早
く
な
り

ま
し
た
。
収
穫

期
間
中
は
、
ま

と
ま
っ
た
降
雨

に
作
業
を
中
断

し
な
が
ら
、
平

年
よ
り
２
日
早

い
収
穫
終
と
な

り
ま
し
た
。

　
前
年
越
冬
前

に
十
分
な
生
育

量
を
確
保
し
、
雪
腐
病
や
冬
損
に
よ
る
減
耗
も

な
か
っ
た
た
め
、
茎
数
は
期
間
を
通
じ
て
平
年

を
上
回
り
ま
し
た
。
草
丈
は
平
年
よ
り
長
か
っ

た
も
の
の
、
稈
長
は
や
や
短
く
な
り
ま
し
た
。

最
終
的
な
穂
数
は
ほ
ぼ
平
年
並
で
し
た
。

　
出
穂
か
ら
成
熟
ま
で
の
登
熟
日
数
は
平
年
よ

り
２
日
短
く
な
り
ま
し
た
（
昨
年
41
日
、
平
年

43
日
）
。

（
３
）
病
害
虫
の
発
生
状
況

　
前
年
秋
、
薬
剤
散
布
後
の
降
水
量
は
多
く
、

薬
剤
成
分
の
流
亡
が
懸
念
さ
れ
ま
し
た
が
、
雪

腐
病
に
よ
る
被
害
は
平
年
よ
り
少
な
く
な
り
ま

し
た
。

　
抵
抗
性
を
も
た
な
い
「
き
た
ほ
な
み
」
の
縞

萎
縮
病
（
写
真
１
）
や
、
品
種
を
問
わ
ず
眼
紋

病
の
発
生
が
目
立
ち
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
小
麦

の
連
作
や
過
作
が
病
原
菌
密
度
を
高
め
る
土
壌

病
害
で
す
。
縞
萎
縮
病
は
、
町
内
で
の
発
生
地

域
拡
大
が
認
め
ら
れ
、
有
効
な
薬
剤
の
適
正
使

用
後
に
、
眼
紋
病
を
発
病
し
た
事
例
も
見
ら
れ

ま
し
た
。

　
出
穂
以
降
は
多
雨
湿
潤
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、

赤
か
び
病
の
好
適
条
件
と
な
り
ま
し
た
。
調
製

後
の
小
麦
に
赤
か
び
病
感
染
粒
の
混
入
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
ほ
場
で
は
発
病
穂
が
例
年
に
比
べ

多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

（
４
）
作
況
ほ
の
収
量
構
成
要
素
と
要
因

　
穂
数
や
千
粒
重
は
平
年
並
で
す
が
、
一
穂
粒

数
は
や
や
少
な
く
、
子
実
重
は
平
年
を
下
回
り

ま
し
た（
表
３
）。

　
ト
ラ
ッ
ク
ス

ケ
ー
ル
デ
ー
タ

を
多
収
だ
っ
た

令
和
元
年
と
比

較
す
る
と
、

「
き
た
ほ
な

み
」
「
ゆ
め
ち

か
ら
」
と
も
に
、

減
収
し
た
生
産

者
の
９
割
に
共

通
し
て
容
積
重

の
低
下
が
見
ら

れ
ま
し
た
（
図

３
）
。
収
量
の

維
持
・
向
上
に
、

容
積
重
を
低
下

さ
せ
な
い
＝
細

麦
に
な
ら
な
い

肥
培
管
理
が
有

効
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
は
、
病
害
だ
け
で
な
く
、
６
月
末
の
降

雨
を
き
っ
か
け
に
生
じ
た
早
期
倒
伏
も
健
全
な

子
実
肥
大
を

妨
げ
た
と
推

察
さ
れ
ま
す

（
写
真
２
）。

土
づ
く
り
、

適
正
輪
作
と

と
も
に
、
肥

培
管
理
の
再

点
検
や
基
本

技
術
の
励
行

に
努
め
て
く

だ
さ
い
。

（
５
）
ゆ
め
ち
か
ら
の
子
実
タ
ン
パ
ク

　
こ
こ
数
年
低
下
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
。
ゆ
め

ち
か
ら
の
子
実
タ
ン
パ
ク
は
、
タ
ン
パ
ク
16
．

１
〜
18
．
０
％
の
生
産
者
数
が
増
加
し
（
図

４
）
、
ト
ラ
ッ
ク
ス
ケ
ー
ル
平
均
タ
ン
パ
ク
は

15
．
２
％
と
前
年
よ
り
０
．
２
ポ
イ
ン
ト
上
昇

し
ま
し
た
。

（
６
）
令
和
５
年
産
秋
ま
き
小
麦
の
生
育
状
況

（
表
４
）

　
昨
年
の
秋
期

は
少
雨
で
、
は

種
作
業
は
平
年

よ
り
早
く
終
わ

り
ま
し
た
。

　
乾
燥
土
壌
で

は
、
出
芽
遅
延

や
出
芽
む
ら
を

生
じ
ま
し
た
が
、

降
雨
後
に
回
復

し
ま
し
た
。
一

部
傾
斜
地
で
は
、

強
雨
後
の
種
子

流
亡
も
認
め
ら

れ
ま
す
が
、
地

域
全
体
で
は
、

越
冬
前
の
生
育

は
順
調
で
し
た
。

２　
春
ま
き
小
麦
（
春
よ
恋
）

（
１
）
生
育
経
過
（
表
５
、
図
５
）

　
融
雪
後
、
ほ
場
の
乾
燥
は
進
み
、
平
年
よ
り

早
く
は
種
期
、
出
芽
期
を
迎
え
ま
し
た
。
そ
の

後
、
適
度
な
温
度
と
降
雨
に
恵
ま
れ
、
生
育
は

順
調
に
進
み
ま
し
た
が
、
６
月
上
旬
の
低
温
下

で
生
育
は
一
時
的
に
停
滞
し
、
止
葉
期
お
よ
び

出
穂
期
は
ほ
ぼ
平
年
並
と
な
り
ま
し
た
。

　
出
穂
以
降
の
気
温
は
高
く
、
生
育
が
促
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
乳
熟
期
、
成
熟
期
は
平
年
に
比

べ
３
〜
４
日
早
ま
り
ま
し
た
。
登
熟
日
数
は
平

年
よ
り
３
日
短
い
39
日
で
し
た
。

　
秋
ま
き
小
麦
と
同
様
に
、
降
雨
の
合
間
を
縫

っ
て
の
収
穫
と
な
り
ま
し
た
。
子
実
水
分
の
低

下
は
進
み
、
ほ
場
で
の
倒
伏
も
限
ら
れ
た
こ
と

か
ら
、
収
穫
作
業
は
順
調
に
進
み
、
収
穫
終
は

平
年
よ
り
３
日
早
く
な
り
ま
し
た
。

　
生
育
前
半
は
適
度
な
気
候
に
恵
ま
れ
生
育
は

や
や
旺
盛
と
な
り
ま
し
た
。
茎
数
は
平
年
を
上

回
り
、
草
丈
は
平
年
よ
り
や
や
長
く
、
稈
長
は

ほ
ぼ
平
年
並
で
し
た
。
一
部
ほ
場
で
は
、
止
葉

期
ま
で
の
茎
数
に
対
し
て
穂
数
が
少
な
い
（
有

効
茎
率
の
低
い
）
様
子
が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

（
２
）
病
害
虫
の
発
生
状
況

　
生
育
旺
盛
、
乾
燥
し
た
期
間
も
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
う

ど
ん
こ
病

は
例
年
に

比
べ
多
く

見
ら
れ
ま

し
た
。
ま

ん
延
し
た

場
合
は
、

下
葉
の
枯

死
や
有
効

茎
減
少
の

原
因
に
な

っ
た
と
考

え
ら
れ
ま

し
た
（
写

真
３
）
。

　
秋
ま
き
小
麦
同
様
、
赤
か
び
病
発
病
穂
が
ほ

場
段
階
で
散
見
さ
れ
ま
し
た
。
被
害
粒
の
混
入

は
な
い
も
の
の
、
気
象
経
過
を
鑑
み
た
防
除
が

今
後
も
重
要
と
な
り
ま
す
。

（
３
）
作
況
ほ
の
収
量
構
成
要
素
、
要
因

　
穂
数
は
平
年
よ
り
や
や
多
い
が
、
一
穂
粒
数
、

千
粒
重
は
平
年
を
下
回
っ
た
こ
と
か
ら
、
子
実

重
は
平
年
比
９
割
ほ
ど
で
し
た
（
表
６
）
。
令

和
元
年
と
比
べ

た
、
ト
ラ
ッ
ク

ス
ケ
ー
ル
デ
ー

タ
で
は
、
容
積

重
の
減
少
幅
に

対
し
て
収
量
の

低
下
量
が
大
き

い
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
（
図

６
）
。
子
実
肥

大
不
足
よ
り
も
、

ほ
か
の
収
量
構

成
要
素
（
一
穂

粒
数
や
穂
数
）

の
減
少
が
、
収

量
水
準
の
低
下

に
関
与
し
て
い

る
と
推
測
さ
れ

ま
し
た
。

　
生
育
前
半
の

草
丈
・
茎
数
は
、

平
年
を
上
回
り

旺
盛
な
生
育
を

示
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
結
果
的
に
は
収
量
は

平
年
を
下
回
り
、
倒
伏
の
発
生
は
例
年
ほ
ど
目

立
ち
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
一
部
ほ
場
で
観
察
さ
れ
た
よ
う
に
、
茎
数
に

対
し
て
穂
数
が
不
足
し
た
の
は
、
う
ど
ん
こ
病

の
よ
う
な
病
害
や
多
雨
に
よ
る
土
壌
養
分
の
流

亡
の
ほ
か
、
日
照
不
足
も
理
由
の
一
つ
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
６
月
下
旬
の
寡
照
は
（
日
照
時
間

は
平
年
比
66
％
）
、
主
茎
に
続
く
分
け
つ
茎
の

無
効
化
（
穂
に
発
達
し
な
い
）
に
働
い
た
も
の

と
推
察
さ
れ
ま
し
た
。

３　
小
豆
（
し
ゅ
ま
り
・
き
た
ろ
ま
ん
）

（
１
）
生
育
の
経
過
（
表
７
、
図
７
・
８
）

　
融
雪
期
が
早
く
、
他
品
目
の
は
種
・
植
付
作

業
が
順
調
に
進
ん
だ
こ
と
、
気
温
が
高
く
、
地

温
上
昇
も
早
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
は
種
期
は
２

日
早
く
進
み
ま
し
た
。
出
芽
期
は
は
種
後
の
低

温
に
よ
り
平
年
よ
り
２
日
遅
れ
た
も
の
の
、
６

月
下
旬
〜
７
月
中
旬
ま
で
の
夜
間
の
高
温
で
草

丈
は
平
年
よ
り
長
く
（
平
年
比
１
２
０
％
）
、

葉
数
も
早
く
進
み
、
開
花
期
は
４
日
早
ま
り
ま

し
た
。
草
丈
が
長
く
な
っ
た
た
め
、
一
部
ほ
場

で
は
倒
伏
が
発
生
し
ま
し
た
。
莢
の
成
熟
が
早

く
進
ん
だ
こ
と
か
ら
、
収
穫
期
で
10
日
早
く
な

り
ま
し
た
。
病
害
は
、
ア
ズ
キ
ノ
メ
イ
ガ
の
被

害
が
一
部
で
見
ら
れ
ま
し
た
。

（
２
）
作
況
ほ
の
収
量
構
成
要
素
、
要
因
（
表

８
）

　

㎡
当
た
り
莢
数
は
平
年
並
で
し
た
が
、
一
莢

内
粒
数
・
百
粒
重
が
平
年
を
上
回
っ
た
こ
と
か

ら
、
子
実
重
は
平
年
を
大
き
く
上
回
り
ま
し
た

（
平
年
比
１
２
８
％
）
。　

　
こ
れ
は
、
平
年
よ
り
葉
数
や
開
花
期
が
早
く

進
ん
だ
こ
と
か
ら
、
着
莢
・
粒
肥
大
が
進
ん
だ

も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
昨
年
は
草
丈
が
平
年
よ
り
長
く
、
倒
伏
が
発

生
し
た
ほ
場
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。
倒
伏
が
生

じ
な
い
よ
う
適
正
施
肥
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

４　
ば
れ
い
し
ょ
（
男
爵
薯
）

（
１
）
生
育
の
経
過
と
病
害
の
発
生
状
況
（
表

９
、
図
９
）

　
融
雪
が
平
年
よ
り
早
く
進
み
、
融
雪
後
も
多

照
で
土
壌
が
早
く
乾
燥
し
た
こ
と
か
ら
、
植
付

期
は
11
日
早
く
、
植
付
終
は
６
日
早
く
、
萌
芽

期
は
４
日
早
く
な
り
ま
し
た
。
萌
芽
後
、
６
月

１
〜
２
半
旬
に
低
温
で
経
過
し
た
こ
と
か
ら
、

植
付
期
ほ
ど
生
育
期
節
は
早
ま
ら
ず
、
着
蕾
期

は
２
日
早
く
、
開
花
期
は
３
日
、
終
花
期
は
２

日
早
く
な
り
ま
し
た
。

　
地
上
部
生
育
は
、
茎
数
は
平
年
よ
り
少
な
く
、

草
丈
は
平
年
よ
り
や
や
長
く
な
り
、
６
月
下
旬

に
は
多
く
の
ほ
場
で
倒
伏
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
７
月
は
平
年
よ
り
高
温
多
湿
で
経
過

し
た
こ
と
か
ら
、
耐
病
性
が
弱
い
ト
ヨ
シ
ロ
で

軟
腐
病
の
発
生
が
多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。

　
８
月
中
旬
に
降
雨
が
あ
っ
た
た
め
、
収
穫
始

は
２
日
遅
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
は
晴
天
に

恵
ま
れ
、
収
穫
期
は
１
日
早
く
、
収
穫
終
は
３

日
早
く
な
り
ま
し
た
。

（
２
）
作
況
ほ
の
収
量
構
成
要
素
、
要
因
（
表

10
）

　
昨
年
は
土
壌
水
分
が
高
く
、
茎
葉
草
勢
が
維

持
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
生
育
後
半
ま
で
ス
ト

ロ
ン
形
成
・
塊
茎
着
生
が
続
い
た
た
め
、
株
当

た
り
上
い
も
個
数
は
平
年
よ
り
多
く
な
り
ま
し

た
。
後
半
着
生
し
た
塊
茎
は
小
い
も
と
な
り
ま

し
た
が
、
着
生
が
早
か
っ
た
塊
茎
は
多
雨
傾
向

に
よ
り
、
上
い
も
１
個
重
が
重
く
、
平
均
す
る

と
上
い
も
１
個
重
は
平
年
並
と
な
り
ま
し
た
。

株
当
た
り
上
い
も
数
が
多
か
っ
た
こ
と
、
上
い

も
１
個
重
が
平
年
並
だ
っ
た
こ
と
か
ら
上
い
も

収
量
・
規
格
内
収
量
は
多
く
な
り
ま
し
た
。

　
で
ん
ぷ
ん
価
は
平
年
よ
り
０
．
４
ポ
イ
ン
ト

低
く
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
茎
葉
黄
変
期
が

平
年
よ
り
４
日
早
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
養
分
の

転
流
量
が
少
な
か
っ
た
た
め
と
推
察
さ
れ
ま
す
。

　
多
雨
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
多
発
生
し
た
軟
腐

病
の
対
策
と
し
て
は
、
倒
伏
し
な
い
よ
う
多
窒

素
栽
培
を
避
け
、
適
正
施
肥
を
行
う
こ
と
、
ほ

場
の
排
水
対
策
を
徹
底
す
る
こ
と
、
最
高
気
温

25
℃
以
上
が
３
日
続
い
た
ら
防
除
を
開
始
す
る

こ
と
、
オ
キ

ソ
リ
ニ
ッ
ク

酸
の
連
用
を

避
け
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

　

町
内
の
多

く
の
地
域
で

そ
う
か
病
、

粉
状
そ
う
か

病
、
腐
敗
、

緑
化
が
多
く

発
生
し
ま
し

た
。
排
水
性

が
悪
い
ほ
場

で
は
、
堆
肥

散
布
や
透
排

水
性
改
善
な

ど
、
病
障
害

の
発
生
対
策

を
実
施
し
ま

し
ょ
う
。

５　
て
ん
さ
い

（
１
）
作
業
、
生
育
経
過
（
表
11
、
図
10
）

　
は
種
期
、
出
芽
期
は
平
年
並
で
し
た
。
前
倒

し
で
動
き
出
し
た
春
作
業
に
続
く
形
で
、
移
植

始
は
平
年
よ
り
５
日
、
移
植
終
は
４
日
早
く
な

り
ま
し
た
。

　
４
月
末
に
強
い
冷
え
込
み
と
強
風
が
数
日
続

き
、
移
植
直
後
の
苗
の
損
傷
や
枯
死
を
招
き
ま

し
た
。
再
移
植
や
多
数
の
補
植
を
強
い
ら
れ
る

ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
移
植
後
の
活
着
は
良
好
で
、
そ
の
後
、
適
度

な
温
度
と
降
雨
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
草
丈
や
葉

数
、
７
月
以
降
の
根
周
は
、
期
間
を
通
じ
て
平

年
を
上
回
っ
て
経
過
し
ま
し
た
。
こ
こ
数
年
見

ら
れ
た
、
少
雨
乾
燥
に
よ
る
茎
葉
の
脱
水
・
萎

れ
、
多
雨
に
よ
る
湿
害
は
ほ
と
ん
ど
認
め
ら
れ

ま
せ
ん
で
し
た
（
写
真
４
）
。

　
他
作
物
の
作
業
が
遅
滞
な
く
進
ん
だ
こ
と
か

ら
、
収
穫
は
早
く
始
ま
り
、
順
調
に
進
み
ま
し

た
。
収
穫
始
は
平
年
よ
り
８
日
、
収
穫
終
は
５

日
早
く
な
り
ま
し
た
。

（
２
）
病
害
虫
の
発
生
状
況

　
降
雨
が
続
き
、
夜
温
の
高
い
期
間
も
あ
り
ま

し
た
が
、
褐
斑
病
の
発
生
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
適
切
な
薬
剤
散
布
の
実
践
と
と

も
に
、
主
要
品
種
が
も
つ
病
害
抵
抗
性
の
優
位

性
が
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。

　
ヨ
ト
ウ
ム
シ
幼
虫
に
よ
る
茎
葉
食
害
や
ハ
ダ

ニ
吸
汁
に
伴
う
葉
身
の
黄
化
も
ご
く
わ
ず
か
な

も
の
で
し
た
。

（
３
）
収
量
・
糖
分
（
表
12
）

　
根
中
糖
分
は
平
年
よ
り
や
や
低
い
も
の
の
、

根
重
は
平
年
比
１

割
ほ
ど
重
か
っ
た

こ
と
か
ら
、
糖
収

量
は
平
年
を
上
回

り
ま
し
た
。
直
播

栽
培
の
比
率
が
急

速
に
高
ま
る
な
か
、

地
域
全
体
の
収
穫

量
が
過
去
の
最
高

水
準
に
迫
っ
た
こ

と
を
考
慮
す
る
と
、

昨
年
は
い
か
に
豊

作
だ
っ
た
か
を
物

語
り
ま
す
。

（
４
）
作
柄
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
要
因（
図
11
）

　
根
重
は
、
春
か
ら
初
夏
に
か
け
て
の
最
高
気

温
が
高
い
ほ
ど
重
く
な
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

昨
年
は
、
移
植
後
の
天
候
に
恵
ま
れ
、
病
障
害

等
に
よ
る
損
耗
も
な
く
、
根
部
肥
大
は
促
進
さ

れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
根
中
糖
分
を
左
右
す
る
夏
期
の
最
低
気
温
は

概
ね
平
年
並
で
し
た
が
（
７
月
上
旬
か
ら
10
月

上
旬
の
積
算
最
低
気
温
１
，
３
０
３
℃
、
過
去

20
年
平
均
１
，
２
８
３
℃
）
、
根
中
糖
分
は
平

年
を
０
．
５
ポ
イ
ン
ト
下
回
り
ま
し
た
。

　
や
や
平
年
よ
り
も
早
い
融
雪
を
迎
え
、
４
月

上
旬
の
気
温
は
平
年
よ
り
高
め
に
推
移
し
ま
し

た
が
、
５
月
上
旬
の
気
温
は
低
く
、
各
作
物
で

若
干
の
生
育
遅
れ
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

再
び
６
月
上
旬
か
ら
平
年
よ
り
気
温
は
低
く
推

移
し
ま
し
た
。
７
月
に
は
高
温
条
件
で
推
移
し
、

高
温
の
影
響
に
よ
る
生
理
障
害
が
見
ら
れ
ま
し

た
。
８
月
以
降
は
ま
と
ま
っ
た
降
雨
日
の
発
生

が
多
く
、
降
雨
の
影
響
に
よ
る
湿
害
の
発
生
が

散
見
さ
れ
、
各
作
物
の
品
質
低
下
を
招
き
ま
し

た
。

　
春
先
の
低
温
被
害
や
ゲ
リ
ラ
的
な
降
雨
、
ま

た
再
び
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
が
感
染
拡
大
す

る
な
ど
、
昨
年
に
続
き
悩
み
多
い
１
年
と
な
り

ま
し
た
が
、
各
作
物
で
は
甚
大
な
被
害
の
な
い

１
年
と
な
り
ま
し
た
。

果
菜
類

１　
ト
マ
ト

　
４
月
下
旬
に
低
温
が
あ
っ
た
も
の
の
、
共
選

は
例
年
並
の
５
月
18
日
に
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　
５
月
下
旬
か
ら
の
低
温
の
影
響
に
よ
り
花
落

ち
が
発
生
し
草
勢
は
強
め
に
推
移
し
ま
し
た
。

そ
の
後
は
６
月
中
旬
か
ら
の
降
雨
の
影
響
で
多

湿
と
な
り
灰
色
か
び
病
が
発
生
し
、
果
実
品
質

が
低
下
し
ま
し
た
。
７
月
上
旬
〜
中
旬
に
か
け

て
は
最
高
気
温
の
高
い
日
が
続
き
、
落
花
、
グ

リ
ー
ン
バ
ッ
ク
果
が
散
見
さ
れ
ま
し
た
。
８
月

以
降
の
生
育
は
順
調
で
し
た
が
、
ま
と
ま
っ
た

降
雨
日
が
多
く
、
湿
度
が
高
い
状
況
が
続
き
ま

し
た
。
９
月
以
降
は
最
高
気
温
と
最
低
気
温
に

大
き
く
差
が
あ
る
日
が
多
く
、
裂
果
の
発
生
が

見
ら
れ
ま
し
た
。
収
穫
終
盤
は
平
年
よ
り
も
気

温
が
低
く
着
色
が
停
滞
し
、
小
玉
傾
向
で
推
移

し
ま
し
た
。

　
病
害
虫
は
、
６
月
中
旬
か
ら
の
曇
天
降
雨
に

よ
り
灰
色
か
び
病
・
葉
か
び
病
の
発
生
し
が
継

続
し
ま
し
た
。
ま
た
、
連
作
年
数
が
増
加
し
て

い
る
ほ
場
で
は
土
壌
病
害
で
あ
る
褐
色
根
腐
病

が
散
見
さ
れ
、
太
根
は
コ
ル
ク
化
し
細
根
の
脱

落
が
見
ら
れ
ま
し
た
（
写
真
１
）
。
ア
ザ
ミ
ウ

マ
の
加
害
に
よ
る
白
ぶ
く
れ
症
状
の
果
実
も
一

部
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
は
種
作
業
は
８
月
上
旬
収
穫
の
早
生
作
型
、

晩
生
作
型
に
つ
い
て
順
調
に
進
み
ま
し
た
。
出

芽
の
ば
ら
つ
き
も
少
な
く
、
生
育
は
平
年
並
み

に
推
移
し
ま
し
た
。
早
い
作
型
の
収
穫
は
、
８

月
中
旬
よ
り
始
ま
り
ま
し
た
。

２　
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
（
加
工
用
）

　
は
種
作
業
は
８
月
上
旬
収
穫
の
早
生
作
型
、

晩
生
作
型
に
つ
い
て
順
調
に
進
み
ま
し
た
。
出

芽
の
ば
ら
つ
き
も
少
な
く
、
生
育
は
平
年
並
み

に
推
移
し
ま
し
た
。
早
い
作
型
の
収
穫
は
、
８

月
中
旬
よ
り
始
ま
り
ま
し
た
。

　
病
害
虫
は
、
７
月
下
旬
よ
り
ア
ブ
ラ
ム
シ
が

散
見
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
収
穫
後
の
雌
穂
に

は
カ
メ
ム
シ
の
食
害
痕
が
見
ら
れ
、
品
質
劣
化

が
見
ら
れ
ま
し
た
。
一
部
の
ほ
場
で
は
連
作
に

よ
る
土
壌
病
害
で
あ
る
黒
穂
病
の
発
生
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
。

洋
菜
類

１　
グ
リ
ー
ン
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス

　
融
雪
は
順
調
で
、
収
穫
は
例
年
ど
お
り
５
月

中
旬
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
５
月
上
旬
に
は
一

部
地
域
で
降
雹
が
あ
り
、
露
地
収
穫
物
に
軽
度

の
傷
・
曲
が
り
が
発
生
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

風
害
に
よ
る
曲
が
り
も
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
５

月
の
気
温
は
平
年
よ
り
高
く
推
移
し
好
天
に
も

恵
ま
れ
、
出
荷
量
は
平
年
を
上
回
り
ま
し
た
。

　
病
害
虫
は
、
斑
点
病
の
発
生
は
平
年
並
み
で

し
た
が
、
８
月
上
旬
よ
り
降
雨
が
多
く
茎
枯
病

が
発
生
し
ま
し
た
。

２　
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

　
定
植
は
平
年
並
み
の
５
月
上
旬
か
ら
始
ま
り
、

定
植
後
の
適
度
な
降
雨
に
よ
り
初
期
生
育
は
順

調
に
進
み
ま
し
た
。
５
月
下
旬
か
ら
の
低
温
で

生
育
は
一
時
停
滞
し
ま
し
た
が
、
６
月
中
旬
か

ら
の
好
天
で
生
育
は
回
復
し
ま
し
た
。
８
月
下

旬
よ
り
平
均
気
温
が
平
年
よ
り
低
く
な
り
ほ
場

内
で
生
育
の
不
揃
い
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
病
害
虫
は
、
花
蕾
腐
敗
病
の
発
生
が
一
部
見

ら
れ
ま
し
た
。
ヨ
ト
ウ
ム
シ
、
コ
ナ
ガ
の
発
生

量
は
平
年
並
み
で
し
た
。

葉
茎
菜
類

１　
ゆ
り
ね

　
生
育
は
順
調
に
進
み
、
適
度
な
降
雨
に
よ
り

葉
先
枯
れ
症
の
発
生
は
平
年
並
み
と
な
り
ま
し

た
。
収
穫
は
９
月
下
旬
よ
り
始
ま
り
大
玉
傾
向

で
し
た
が
、
り
ん
茎
さ
び
症
に
よ
る
品
質
の
低

下
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
病
害
虫
は
、
葉
先
枯
れ
病
の
発
生
は
平
年
よ

り
少
な
く
、
ユ
リ
え
そ
病
の
発
生
が
一
部
で
見

ら
れ
ま
し
た
。

２　
か
ぼ
ち
ゃ
（
加
工
）

　
移
植
栽
培
で
は
５
月
下
旬
か
ら
は
種
作
業
が

始
ま
り
、
定
植
は
６
月
中
旬
よ
り
順
調
に
進
み

ま
し
た
。
直
播
栽
培
で
は
６
月
上
旬
よ
り
は
種

作
業
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、
発
芽
に
ば
ら
つ
き

が
見
ら
れ
一
部
補
植
作
業
が
発
生
し
ま
し
た
。

６
月
中
旬
以
降
の
生
育
は
順
調
に
進
み
ま
し
た

が
、
７
月
中
旬
の
降
雨
に
よ
り
一
部
着
果
不
良

が
発
生
し
ま
し
た
。
着
果
数
が
や
や
少
な
く
な

り
ま
し
た
が
、
球
肥
大
は
順
調
に
進
み
収
穫
量

は
前
年
並
み
と
な
り
ま
し
た
。

　
病
害
虫
で
は
、
８
月
下
旬
か
ら
う
ど
ん
こ
病

の
発
生
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

１　
飼
料
用
と
う
も
ろ
こ
し

（
１
）
生
育
経
過
と
収
穫
作
業
の
概
要

　
は
種
作
業
は
順
調
に
行
わ
れ
、
出
芽
期
は
ほ

ぼ
平
年
並
に
推
移
し
ま
し
た
。

　
絹
糸
抽
出
期
、
黄
熟
期
に
つ
い
て
も
ほ
ぼ
平

年
並
に
推
移
し
ま
し
た
。
９
月
１
日
に
お
け
る

草
丈
は
、
平
年
約
２
８
０
㎝
の
と
こ
ろ
、
本
年

は
約
３
１
０
㎝
で
、
や
や
長
く
な
っ
て
い
ま
し

た
。
９
月
に
は
台
風
の
接
近
も
あ
り
ま
し
た
が
、

倒
伏
も
少
な
く
、
適
期
収
穫
が
行
わ
れ
ま
し
た

（
写
真
１
）
。

　
収
穫
作
業
は
、
ほ
ぼ
平
年
並
に
進
み
ま
し
た
。

収
穫
始
（
５
％
）
は
９
月
16
日
、
収
穫
期
（
40

〜
50
％
）
は
10
月
１
日
、
収
穫
終
（
90
％
）
は

10
月
８
日
と
な
り
ま
し
た
。

（
２
）
収
量
の
概
要

　
順
調
な
生
育
で
登
熟
も
進
み
、
黄
熟
後
期
で

の
収
穫
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
収
量
は
平
年

よ
り
や
や
多
く
な
り
ま
し
た
。

（
３
）
今
後
に
向
け
て

　
肥
料
価
格
が
高
騰
し
て
い
る
中
、
堆
肥
・
ス

ラ
リ
ー
等
を
積
極
的
に
活
用
し
、
地
力
の
維
持

増
進
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

２　
牧
草

（
１
）
１
番
草
の
生
育
と
収
穫
作
業

　
融
雪
が
や
や
早
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
萌
芽
期

は
や
や
早
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
５
月
に
適

度
な
降
雨
が
あ
り
、
生
育
は
順
調
に
進
み
、
出

穂
期
は
平
年
並
に
推
移
し
ま
し
た
（
写
真
２
）
。

　
収
穫
時
期
の
６
月
下
旬
は
、
や
や
多
雨
傾
向

で
、
収
穫
調
製
作
業
に
影
響
が
あ
り
ま
し
た
。

　
収
穫
作
業
は
、
平
年
並
に
進
み
ま
し
た
。

　

収
穫
始
（
５
％
）
は
６
月
15
日
、
収
穫
期

（
40
〜
50
％
）
は
６
月
27
日
、
収
穫
終
（
90

％
）
は
７
月
10
日
と
な
り
ま
し
た
。

（
２
）
２
番
草
の
生
育
と
収
穫
作
業

　
１
番
草
刈
取
り
後
、
適
度
な
降
雨
が
あ
り
２

番
草
の
再
生
は
順
調
に
進
み
ま
し
た
。

　
収
穫
作
業
は
、
平
年
並
に
進
み
ま
し
た
。
収

穫
始
（
５
％
）
は
８
月
25
日
、
収
穫
期
（
40
〜

50
％
）
は
９
月
５
日
、
収
穫
終
（
90
％
）
は
９

月
17
日
と
な
り
ま
し
た
。

（
３
）
１
番
草
・
２
番
草
の
収
量

　
１
番
草
は
、
生
育
が
順
調
で
収
量
は
、
や
や

多
く
な
り
ま
し
た
。
令
和
３
年
の
高
温
少
雨
の

影
響
に
よ
り
、
生
育
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
回

復
傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

２
番
草
の
収
量
は
、
平
年
並
と
な
り
ま
し
た
。

（
４
）
今
後
に
向
け
て

　
堆
肥
・
ス
ラ
リ
ー
等
を
積
極
的
に
活
用
し
、

地
力
の
維
持
増
進
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

ま
た
、
安
定
生
産
を
図
る
た
め
に
も
、
計
画
的

な
草
地
更
新
が
必
要
で
す
。

飼飼

料料

作作

物物
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健

や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か

ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃

よ
り
女
性
部
活
動
に
多
大
な
ご
理
解
・
ご

協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

昨
年
の
農
業
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
一

昨
年
の
干
ば
つ
と
は
打
っ
て
変
わ
っ
て
、

全
体
的
に
順
調
な
推
移
と
な
り
、
素
晴
ら

し
い
出
来
秋
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
世
界
的
な
イ
ン
フ
レ
や
円
安
基
調

が
相
ま
っ
て
、
生
産
資
材
が
高
騰
す
る
な

ど
、
農
業
情
勢
は
よ
り
一
層
厳
し
さ
を
増

し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
女
性
部
活
動
を
振
り

返
り
ま
す
と
様
々
な
活
動
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
６
月
に
は
、
３
年
ぶ
り
の

開
催
と
な
っ
た
町
外
で
の
全
体
研
修
を
実

施
し
ま
し
た
。
快
晴
の
中
、
新
鮮
な
海
鮮

料
理
を
楽
し
ん
だ
後
は
、
小
樽
の
三
角
市

場
や
堺
町
商
店
街
を
散
策
し
、
か
ま
栄
の

工
場
直
営
店
を
見
学
し
ま
し
た
。
た
く
さ

ん
の
部
員
の
皆
さ
ん
と
久
し
ぶ
り
の
小
旅

行
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
讃
岐
う
ど
ん
専
門
店
「
丸
亀
製

麺
」
に
よ
る
「
手
打
ち
う
ど
ん
作
り
体
験

教
室
」
も
開
催
し
ま
し
た
。
全
国
に
一
人

し
か
い
な
い
麺
職
人
の
長
「
麺
匠
」
か
ら

直
々
に
う
ど
ん
作
り
を
教
え
て
い
た
だ
き
、

と
て
も
貴
重
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。
自

分
た
ち
で
打
っ
た
う
ど
ん
は
少
し
不
格
好

で
し
た
が
、
も
ち
も
ち
・
つ
る
つ
る
で
と

て
も
お
い
し
く
で
き
ま
し
た
。

　

10
月
に
東
川
町
で
開
催
さ
れ
た
上
川
管

内
女
性
部
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
で
は
、
旭

川
で
活
躍
す
る
声
楽
家
西
島
厚
氏
に
よ
る

オ
ペ
ラ
コ
ン
サ
ー
ト
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。

迫
力
の
あ
る
素
晴
ら
し
い
歌
声
を
聴
く
こ

と
が
で
き
、
芸
術
の
秋
を
感
じ
る
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
に
お
い
て
も
、
活
動
を
進
め

る
に
あ
た
っ
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
に
努
め
る
必
要
が

あ
り
、
活
動
を
制
限
さ
れ
る
場
面
も
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、
新
し
い
時
代
に
お
け
る

活
動
の
あ
り
方
を
模
索
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。　

　

今
後
の
女
性
部
活
動
に
対
し
ま
し
て
も
、

変
わ
ら
ぬ
皆
さ
ま
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
残
さ
れ
た
任

期
を
役
員
一
同
、
精
一
杯
勤
め
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
年
が
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
良
い
年

に
な
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上

げ
ま
す
。

時
代
の
変
化
に
も
順
応
し
な
が
ら

時
代
の
変
化
に
も
順
応
し
な
が
ら

新
年
の

ご
挨
拶

自
分
の
考
え
や

悩
み
を
打
ち
明
け
る

組
織
活
動
を
大
事
に

青
年
部 

部
長

浦
島 

　
康
平

う
ら
し
ま

こ
う
へ
い

女
性
部 

部
長

江
花 

　
　
恵

え

ば
な

め
ぐ
み

新
し
い
時
代
に
お
け
る

活
動
の
あ
り
か
た
を

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
穏
や
か

に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
日
頃
よ
り
青
年
部
活
動
に
対
し

ま
し
て
、
皆
さ
ま
か
ら
多
大
な
る
ご
支

援
・
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ

と
を
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
の
青
年
部
活
動
を
振
り
返
り
ま
す

と
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
活

動
実
施
の
判
断
な
ど
が
難
し
い
１
年
と
な

り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
食
育
事
業
、

ど
か
ん
と
農
業
ま
つ
り
、
青
年
部
大
会
な

ど
、
少
し
ず
つ
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
青
年

部
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
青
年
部
員
、

フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
セ
ス
会
、
Ｊ
Ａ
職
員
な
ど

の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
で
実
施
で
き
た
も
の

だ
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
の
活
動
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
一

つ
一
つ
思
い
出
深
い
も
の
ば
か
り
で
は
ご

ざ
い
ま
す
が
、
特
に
３
年
ほ
ど
行
え
な
か

っ
た
食
育
事
業
の
田
植
え
体
験
・
収
穫
体

験
は
、
印
象
に
残
る
活
動
と
な
り
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
に
笑
顔
で
積
極
的
に
参
加
し

て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
、
有
意
義
な
時
間

と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
昨
年
の
作
柄
は
天
候
に
も
恵
ま

れ
、
良
好
な
１
年
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

春
先
は
晴
れ
の
日
が
多
く
、
気
温
も
高
温

の
日
が
少
な
く
雨
も
ほ
ど
良
く
降
っ
た
た

め
、
生
育
は
順
調
で
あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
肥
料
・
資
材
高
騰
な

ど
農
業
経
営
が
厳
し
い
時
代
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
天
候
に
左
右
さ
れ
自
然
の
厳

し
さ
に
よ
る
ダ
ブ
ル
パ
ン
チ
を
食
ら
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
で
す
が
、
私
た
ち
は
そ

れ
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
土

壌
診
断
、
減
肥
、
有
機
質
肥
料
の
活
用
な

ど
積
極
的
な
対
応
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
意
見
交
換
な
ど
で
人

と
人
の
つ
な
が
り
は
不
可
欠
。
や
は
り
そ

こ
に
は
、
青
年
部
な
ど
自
分
の
考
え
・
悩

み
を
打
ち
明
け
る
こ
と
が
で
き
る
組
織
が

大
事
だ
と
思
う
と
こ
ろ
で
す
。

　

年
々
青
年
部
員
は
減
少
し
て
お
り
、
後

継
者
不
足
・
新
規
就
農
者
の
減
少
な
ど
、

理
由
は
様
々
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
は
ご
ざ

い
ま
す
が
、
私
た
ち
も
美
瑛
の
農
業
を
守

る
た
め
に
協
力
し
、
さ
ら
に
情
報
発
信
を

し
て
い
か
な
く
て
は
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
コ
ロ
ナ
禍
の
終
息
ま
で
時
間

が
か
か
る
か
も
し
れ
な
い
、
コ
ロ
ナ
は
な

く
な
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
で
も

私
た
ち
は
コ
ロ
ナ
対
策
を
し
、
適
応
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め

に
も
部
員
同
士
の
交
流
を
大
事
に
し
、
交

流
の
場
も
柔
軟
に
対
応
し
な
が
ら
設
け
て
、

青
年
部
活
動
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
今
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
・

ご
指
導
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
皆
さ
ま
の
今
年
１
年
の
ご
健
康
と
ご

多
幸
を
祈
念
し
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

今
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健

や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か

ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃

よ
り
女
性
部
活
動
に
多
大
な
ご
理
解
・
ご

協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

昨
年
の
農
業
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
一

昨
年
の
干
ば
つ
と
は
打
っ
て
変
わ
っ
て
、

全
体
的
に
順
調
な
推
移
と
な
り
、
素
晴
ら

し
い
出
来
秋
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
世
界
的
な
イ
ン
フ
レ
や
円
安
基
調

が
相
ま
っ
て
、
生
産
資
材
が
高
騰
す
る
な

ど
、
農
業
情
勢
は
よ
り
一
層
厳
し
さ
を
増

し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
女
性
部
活
動
を
振
り

返
り
ま
す
と
様
々
な
活
動
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
６
月
に
は
、
３
年
ぶ
り
の

開
催
と
な
っ
た
町
外
で
の
全
体
研
修
を
実

施
し
ま
し
た
。
快
晴
の
中
、
新
鮮
な
海
鮮

料
理
を
楽
し
ん
だ
後
は
、
小
樽
の
三
角
市

場
や
堺
町
商
店
街
を
散
策
し
、
か
ま
栄
の

工
場
直
営
店
を
見
学
し
ま
し
た
。
た
く
さ

ん
の
部
員
の
皆
さ
ん
と
久
し
ぶ
り
の
小
旅

行
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
讃
岐
う
ど
ん
専
門
店
「
丸
亀
製

麺
」
に
よ
る
「
手
打
ち
う
ど
ん
作
り
体
験

教
室
」
も
開
催
し
ま
し
た
。
全
国
に
一
人

し
か
い
な
い
麺
職
人
の
長
「
麺
匠
」
か
ら

直
々
に
う
ど
ん
作
り
を
教
え
て
い
た
だ
き
、

と
て
も
貴
重
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。
自

分
た
ち
で
打
っ
た
う
ど
ん
は
少
し
不
格
好

で
し
た
が
、
も
ち
も
ち
・
つ
る
つ
る
で
と

て
も
お
い
し
く
で
き
ま
し
た
。

　

10
月
に
東
川
町
で
開
催
さ
れ
た
上
川
管

内
女
性
部
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
で
は
、
旭

川
で
活
躍
す
る
声
楽
家
西
島
厚
氏
に
よ
る

オ
ペ
ラ
コ
ン
サ
ー
ト
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。

迫
力
の
あ
る
素
晴
ら
し
い
歌
声
を
聴
く
こ

と
が
で
き
、
芸
術
の
秋
を
感
じ
る
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
に
お
い
て
も
、
活
動
を
進
め

る
に
あ
た
っ
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
に
努
め
る
必
要
が

あ
り
、
活
動
を
制
限
さ
れ
る
場
面
も
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、
新
し
い
時
代
に
お
け
る

活
動
の
あ
り
方
を
模
索
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。　

　

今
後
の
女
性
部
活
動
に
対
し
ま
し
て
も
、

変
わ
ら
ぬ
皆
さ
ま
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
残
さ
れ
た
任

期
を
役
員
一
同
、
精
一
杯
勤
め
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
年
が
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
良
い
年

に
な
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上

げ
ま
す
。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健

や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か

ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃

よ
り
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
セ
ス
会
の
活
動
に
対

し
ま
し
て
、
多
大
な
る
ご
支
援
・
ご
理

解
・
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ

と
を
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
、
土

砂
流
亡
や
湿
害
な
ど
の
被
害
が
多
く
あ
り

ま
し
た
が
、
予
想
以
上
に
収
量
が
あ
り
、

無
事
に
作
業
を
終
え
、
こ
う
し
て
冬
を
迎

え
ら
れ
た
こ
と
が
喜
ば
し
く
、
ま
た
安
心

し
た
気
持
ち
で
す
。

　

フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
セ
ス
会
の
活
動
と
い
た

し
ま
し
て
は
、
昨
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
終
息
が
依
然
と
し
て
見
通

せ
ず
、
様
々
な
制
限
が
あ
り
、
な
か
な
か

思
う
よ
う
に
活
動
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
数
年
振
り
に
８
月
に

は
ど
か
ん
と
農
業
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
、

久
し
ぶ
り
に
活
気
に
あ
ふ
れ
る
活
動
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
事
前
に
行
わ
れ

た
役
員
会
議
で
も
、
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を

考
慮
し
、
で
き
る
か
ぎ
り
の
感
染
対
策
を

練
り
、
ど
か
ん
と
農
業
ま
つ
り
の
当
日
に

活
か
し
て
い
け
た
と
思
い
ま
す
。
天
候
は

あ
い
に
く
の
雨
模
様
で
し
た
が
、
そ
れ
で

も
ま
た
こ
の
よ
う
な
催
し
物
が
開
か
れ
、

た
く
さ
ん
の
方
々
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、

久
し
ぶ
り
に
大
鍋
豚
汁
を
販
売
で
き
た
こ

と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

ま
た
11
月
に
は
青
年
部
と
合
同
の
ミ
ニ

バ
レ
ー
大
会
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
マ
ス

ク
越
し
で
は
あ
っ
た
も
の
の
、
爽
や
か
な

笑
顔
が
会
場
に
溢
れ
、
白
熱
し
た
試
合
も

行
わ
れ
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

毎
年
女
性
部
と
合
同
で
開
催
さ
れ
て
い

る
食
育
事
業
の
調
理
実
習
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
観
点
か
ら
実
施

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
で
も
少
し
ず

つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
感
染
対
策
を
し
っ

か
り
と
行
い
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
セ
ス
会
の

活
動
も
取
り
戻
し
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま

す
。

　

全
体
を
通
し
ま
す
と
、
微
々
た
る
活
動

で
は
あ
り
ま
す
が
、
改
め
て
交
流
を
深
め

て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
知
り
、
ま
た
そ

れ
が
何
よ
り
も
今
後
に
繋
が
る
第
一
歩
な

の
だ
と
い
う
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
だ
ま
だ
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
下
で

は
あ
り
ま
す
が
、
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
の
時

代
と
捉
え
、
私
た
ち
に
「
今
で
き
る
こ

と
」
を
考
え
、
少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す

が
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
セ
ス
会
の
活
動
も
取
り

戻
し
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
セ
ス
会
の
活
動

に
つ
き
ま
し
て
も
、
今
ま
で
と
変
わ
ら
ず

皆
さ
ま
か
ら
の
温
か
い
ご
支
援
・
ご
協
力

を
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
残
り
わ
ず
か

な
任
期
を
役
員
一
同
、
皆
さ
ま
の
お
力
を

お
借
り
し
つ
つ
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
が
皆
さ
ま
に
と
っ
て
輝
か
し
い
一

年
に
な
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
ご
祈
念
申
し

上
げ
ま
す
。

「
今
で
き
る
こ
と
」を

　
　
　
　
　
考
え
て

フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
セ
ス
会 

会
長

外
山 

詩
緒
理

と

や
ま

し

お

り
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子
ど
も
の
頃
か
ら
手
伝
い
で
畑
に
出
て

い
て
、
農
業
の
仕
事
は
嫌
い
じ
ゃ
な
い
と

感
じ
て
い
ま
し
た
。
で
も
、
僕
に
は
兄
が

い
て
、
昔
な
が
ら
の
感
覚
で
「
き
っ
と
兄

が
農
業
を
継
ぐ
の
だ
ろ
う
」
と
思
っ
て
い

た
の
で
、
自
分
は
他
に
興
味
の
持
て
る
仕

事
を
探
さ
な
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
し

た
。
僕
が
高
校
２
年
生
の
時
に
、
兄
が
農

業
と
は
別
の
道
に
進
む
こ
と
を
決
め
た
た

め
、
「
じ
ゃ
あ
、
農
業
が
で
き
る
ん
だ
」

と
思
い
、
就
農
を
決
意
し
ま
し
た
。
当

時
、
高
校
の
校
長
先
生
の
後
押
し
も
あ
っ

て
、
進
学
先
に
は
農
業
大
学
校
を
選
択
し

ま
し
た
。

　

現
在
は
、
家
族
で
米
14
ｈ
ａ
、
秋
ま
き

小
麦
８
．
７
ｈ
ａ
、
春
ま
き
小
麦
２
．
５

ｈ
ａ
、
と
ま
と
４
５
０
ａ
を
作
っ
て
い
ま

す
。
小
麦
は
父
が
全
て
管
理
し
て
い
ま
す

が
、
米
や
と
ま
と
は
作
業
を
任
せ
て
も
ら

え
る
こ
と
が
増
え
、
や
り
が
い
を
感
じ
て

い
ま
す
。
地
域
で
の
大
豆
の
収
穫
に
も
参

加
さ
せ
て
も
ら
い
、
い
ろ
い
ろ
と
話
を
聞

く
中
で
、
興
味
が
わ
き
ま
し
た
。
今
後
、

自
分
で
も
作
付
け
で
き
な
い
か
検
討
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

よ
く
意
外
だ
と
言
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す

が
、
実
は
人
見
知
り
を
し
て
し
ま
う
方
で

す
。
初
め
て
参
加
し
た
青
年
部
・
フ
レ
ッ

シ
ュ
ミ
セ
ス
会
の
合
同
運
動
会
で
、
先
輩

方
が
解
説
で
会
場
を
盛
り
上
げ
て
い
る
の

を
見
て
、
自
分
も
あ
あ
い
う
風
に
な
り
た

い
と
思
い
ま
し
た
。
青
年
部
に
加
入
し
た

当
時
は
先
輩
に
、
現
在
は
後
輩
に
恵
ま

れ
、
少
し
ず
つ
人
見
知
り
も
克
服
し
つ
つ

あ
り
ま
す
。
知
り
合
い
が
増
え
る
と
、
そ

れ
だ
け
色
々
な
話
が
入
っ
て
く
る
の
で
、

行
事
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
、
い
ろ
い

ろ
な
人
と
話
し
て
み
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
今
は
コ
ロ
ナ
禍
で
、
行
事
も
実
施
で

き
た
り
、
そ
う
で
な
か
っ
た
り
と
様
々
で

す
が
、
若
い
部
員
が
毎
年
加
入
し
て
い
る

の
で
、
行
事
を
実
施
で
き
る
と
き
に
、
青

年
部
の
和
や
か
で
温
か
い
雰
囲
気
を
味
わ

っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
年
実

施
で
き
な
か
っ
た
行
事
も
、
今
の
ア
イ
デ

ィ
ア
を
蓄
積
し
て
い
っ
て
、
い
つ
か
使
え

る
と
き
に
役
立
て
て
も
ら
え
れ
ば
嬉
し
い

で
す
。

　

青
年
部
の
活
動
の
一
環
で
、
町
内
の
小

学
生
を
対
象
に
行
う
食
育
事
業
が
あ
り
ま

す
。
現
在
は
米
が
メ
イ
ン
で
、
田
植
え
や

稲
刈
り
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
は
米

に
限
ら
ず
、
も
っ
と
い
ろ
い
ろ
な
作
物
に

つ
い
て
教
え
る
機
会
が
欲
し
い
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。
美
瑛
に
は
畑
作
も
畜
産
も
あ

る
。
そ
れ
ら
も
全
て
含
め
て
農
業
で
あ
る

か
ら
こ
そ
、
子
ど
も
た
ち
に
身
近
に
感
じ

て
も
ら
う
機
会
を
提
供
で
き
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
子
ど
も
た
ち

が
自
分
の
将
来
を
選
択
す
る
時
、
農
業
に

係
る
仕
事
が
選
択
肢
の
一
つ
に
入
っ
て
い

る
と
嬉
し
い
な
と
思
い
ま
す
。

　
今
回
登
場
し
て
い
た
だ
い
た
の
は
、
青
年
部
副
部
長
の

坂
田
さ
ん
。
坂
田
さ
ん
は
美
瑛
町
で
生
ま
れ
育
ち
、
高
校

２
年
生
の
時
に
「
農
業
を
や
る
」
と
決
意
。
進
学
先
に
本

別
町
の
農
業
大
学
校
を
選
択
し
、
就
農
し
て
13
年
目
を
迎

え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

日
明
を

う
担

美
瑛
町
置
杵
牛
中
央

さ
か
た

け
い
た

青
年
部
副
部
長

坂
田 

敬
太 

さ
ん
（
32
歳
）

好
き
だ
っ
た
こ
と
を

　
　
仕
事
に
で
き
た
喜
び
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子
ど
も
の
頃
か
ら
手
伝
い
で
畑
に
出
て

い
て
、
農
業
の
仕
事
は
嫌
い
じ
ゃ
な
い
と

感
じ
て
い
ま
し
た
。
で
も
、
僕
に
は
兄
が

い
て
、
昔
な
が
ら
の
感
覚
で
「
き
っ
と
兄

が
農
業
を
継
ぐ
の
だ
ろ
う
」
と
思
っ
て
い

た
の
で
、
自
分
は
他
に
興
味
の
持
て
る
仕

事
を
探
さ
な
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
し

た
。
僕
が
高
校
２
年
生
の
時
に
、
兄
が
農

業
と
は
別
の
道
に
進
む
こ
と
を
決
め
た
た

め
、
「
じ
ゃ
あ
、
農
業
が
で
き
る
ん
だ
」

と
思
い
、
就
農
を
決
意
し
ま
し
た
。
当

時
、
高
校
の
校
長
先
生
の
後
押
し
も
あ
っ

て
、
進
学
先
に
は
農
業
大
学
校
を
選
択
し

ま
し
た
。

　

現
在
は
、
家
族
で
米
14
ｈ
ａ
、
秋
ま
き

小
麦
８
．
７
ｈ
ａ
、
春
ま
き
小
麦
２
．
５

ｈ
ａ
、
と
ま
と
４
５
０
ａ
を
作
っ
て
い
ま

す
。
小
麦
は
父
が
全
て
管
理
し
て
い
ま
す

が
、
米
や
と
ま
と
は
作
業
を
任
せ
て
も
ら

え
る
こ
と
が
増
え
、
や
り
が
い
を
感
じ
て

い
ま
す
。
地
域
で
の
大
豆
の
収
穫
に
も
参

加
さ
せ
て
も
ら
い
、
い
ろ
い
ろ
と
話
を
聞

く
中
で
、
興
味
が
わ
き
ま
し
た
。
今
後
、

自
分
で
も
作
付
け
で
き
な
い
か
検
討
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

よ
く
意
外
だ
と
言
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す

が
、
実
は
人
見
知
り
を
し
て
し
ま
う
方
で

す
。
初
め
て
参
加
し
た
青
年
部
・
フ
レ
ッ

シ
ュ
ミ
セ
ス
会
の
合
同
運
動
会
で
、
先
輩

方
が
解
説
で
会
場
を
盛
り
上
げ
て
い
る
の

を
見
て
、
自
分
も
あ
あ
い
う
風
に
な
り
た

い
と
思
い
ま
し
た
。
青
年
部
に
加
入
し
た

当
時
は
先
輩
に
、
現
在
は
後
輩
に
恵
ま

れ
、
少
し
ず
つ
人
見
知
り
も
克
服
し
つ
つ

あ
り
ま
す
。
知
り
合
い
が
増
え
る
と
、
そ

れ
だ
け
色
々
な
話
が
入
っ
て
く
る
の
で
、

行
事
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
、
い
ろ
い

ろ
な
人
と
話
し
て
み
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
今
は
コ
ロ
ナ
禍
で
、
行
事
も
実
施
で

き
た
り
、
そ
う
で
な
か
っ
た
り
と
様
々
で

す
が
、
若
い
部
員
が
毎
年
加
入
し
て
い
る

の
で
、
行
事
を
実
施
で
き
る
と
き
に
、
青

年
部
の
和
や
か
で
温
か
い
雰
囲
気
を
味
わ

っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
年
実

施
で
き
な
か
っ
た
行
事
も
、
今
の
ア
イ
デ

ィ
ア
を
蓄
積
し
て
い
っ
て
、
い
つ
か
使
え

る
と
き
に
役
立
て
て
も
ら
え
れ
ば
嬉
し
い

で
す
。

　

青
年
部
の
活
動
の
一
環
で
、
町
内
の
小

学
生
を
対
象
に
行
う
食
育
事
業
が
あ
り
ま

す
。
現
在
は
米
が
メ
イ
ン
で
、
田
植
え
や

稲
刈
り
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
は
米

に
限
ら
ず
、
も
っ
と
い
ろ
い
ろ
な
作
物
に

つ
い
て
教
え
る
機
会
が
欲
し
い
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。
美
瑛
に
は
畑
作
も
畜
産
も
あ

る
。
そ
れ
ら
も
全
て
含
め
て
農
業
で
あ
る

か
ら
こ
そ
、
子
ど
も
た
ち
に
身
近
に
感
じ

て
も
ら
う
機
会
を
提
供
で
き
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
子
ど
も
た
ち

が
自
分
の
将
来
を
選
択
す
る
時
、
農
業
に

係
る
仕
事
が
選
択
肢
の
一
つ
に
入
っ
て
い

る
と
嬉
し
い
な
と
思
い
ま
す
。

あぐりスクール in びえいでの田植え体験

徐
々
に
作
業
を

任
さ
れ
る
こ
と
が
増
え
た 

子
ど
も
た
ち
に
も
っ
と

　
農
業
に
触
れ
る
機
会
を

人
に
恵
ま
れ
た

　
　
　
　
青
年
部
活
動
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冬
の
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
が
、
３
年
ぶ
り

に
復
活
。
青
年
部
・
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
セ
ス

会
ミ
ニ
バ
レ
ー
大
会
が
、
11
月
25
日
に
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
バ
レ
ー
・
ミ
ニ
バ
レ
ー
の
経

験
者
に
よ
る
プ
レ
ミ
ア
リ
ー
グ
に
４
チ
ー

ム
、
未
経
験
者
に
よ
る
エ
ン
ジ
ョ
イ
リ
ー

グ
に
５
チ
ー
ム
が
参
加
。
ア
タ
ッ
ク
№
１

の
コ
ス
プ
レ
や
全
身
黒
タ
イ
ツ
で
の
参
加

者
も
い
て
、
終
始
笑
い
の
絶
え
な
い
大
会

と
な
り
ま
し
た
。

華麗にアタック！

　

厳
し
い
情
勢
を
乗
り
越
え
る
た
め
、
知

識
を
深
め
る
。
酪
農
振
興
部
会
の
家
族
研

修
会
が
、
11
月
25
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
部
会
員
と
関
係
機
関
か
ら
の

参
加
者
合
わ
せ
て
18
名
が
出
席
。
㈱
Ｃ
Ｏ

Ｗ
Ｏ
Ｘ
の
代
表
取
締
役
川
上
太
郎
氏
を
講

師
に
迎
え
、
「
こ
の
飼
料
高
騰
を
乗
り
切

る
経
営
戦
略
」
と
題
し
た
講
演
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

参
加
し
た
部
会
員
か
ら
は
、
「
長
い
間

家
族
研
修
会
も
開
催
で
き
て
い
な
か
っ
た

の
で
、
３
年
ぶ
り
に
実
施
で
き
て
よ
か
っ

た
」
と
い
う
声
が
あ
り
ま
し
た
。

参加者が真剣に聞き入る

　

足
腰
の
強
い
地
域
農
業
を
作
り
上
げ
る

た
め
、
知
識
や
情
報
の
収
集
を
。
多
数
の

集
落
・
町
内
会
代
表
者
が
出
席
す
る
第
48

回
集
落
代
表
者
研
修
会
が
、
今
年
も
12
月

７
日
に
農
業
セ
ン
タ
ー
３
階
大
会
議
室
に

て
開
催
さ
れ
、
多
く
の
参
加
者
が
集
ま
り

ま
し
た
。

　

当
日
は
、
37
名
の
集
落
代
表
者
の
ほ
か
、

当
Ｊ
Ａ
役
員
・
管
理
職
も
出
席
。
ま
た
、

来
賓
と
し
て
角
和
美
瑛
町
長
と
上
川
農
業

改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
大
雪
支
所
の
鹿
野
支

所
長
も
駆
け
付
け
、
そ
れ
ぞ
れ
挨
拶
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
師
に
は
、
江
別
製
粉
株
式
会
社
の
常

務
取
締
役
で
あ
る
山
口
小
百
合
氏
を
迎
え
、

「
製
粉
会
社
か
ら
見
た
美
瑛
小
麦
の
特

性
」
と
題
し
た
講
演
を
実
施
。
美
瑛
で
は
、

実
需
に
沿
っ
た
品
種
の
比
率
で
「
き
た
ほ

な
み
」
「
ゆ
め
ち
か
ら
」
「
春
よ
恋
」
の

３
種
類
の
小
麦
が
栽
培
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

道
内
の
他
産
地
と
比
べ
て
ど
の
品
種
で
も

高
た
ん
ぱ
く
な
小
麦
が
生
産
さ
れ
て
い
る

こ
と
な
ど
、
美
瑛
小
麦
を
使
う
立
場
か
ら

見
た
特
徴
を
紹
介
。
ま
た
、
パ
ン
に
し
た

時
の
特
徴
も
他
産
地
の
小
麦
と
の
比
較
で

わ
か
り
や
す
く
表
現
さ
れ
、
「
美
瑛
小
麦

や
っ
ぱ
り
素
敵
！
」
と
締
め
く
く
ら
れ
た

講
演
に
、
出
席
し
た
集
落
代
表
者
の
皆
さ

ん
が
時
折
頷
く
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

終
了
後
は
、
出
席
し
た
集
落
代
表
者
の

皆
さ
ん
に
粗
品
と
し
て
美
瑛
の
お
い
も
う

す
し
お
味
１
箱
を
贈
呈
。
ま
た
、
Ｊ
Ａ
か

ら
の
月
め
く
り
カ
レ
ン
ダ
ー
と
ポ
ケ
ッ
ト

手
帳
も
合
わ
せ
て
配
布
し
、
こ
れ
ら
は
集

落
代
表
者
を
通
し
て
各
戸
に
配
布
さ
れ
ま

し
た
。

美瑛小麦の特性を改めて知る

青
年
部・Ｆ
ミ
セ
ス
会

ミ
ニ
バ
レ
ー
大
会

３
年
ぶ
り
の
熱
狂
！

酪
農
振
興
部
会
が

家
族
研
修
会
を
開
催

　

第
48
回
集
落
代
表
者
研
修
会

美
瑛
小
麦
の
良
さ
を
再
認
識
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氏　　　　名 氏　　　　名

　

本
格
的
な
冬
の
訪
れ
と
と
も
に
、
女
性

部
の
活
動
も
活
発
化
。
12
月
１
日
に
は
、

女
性
部
ス
ポ
ー
ツ
サ
ー
ク
ル
に
よ
る
ヨ
ガ

教
室
が
開
催
さ
れ
、
12
名
の
部
員
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

深
く
呼
吸
を
し
な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り
と

体
を
伸
ば
す
ヨ
ガ
の
動
き
で
、
参
加
し
た

部
員
の
皆
さ
ん
は
真
剣
な
表
情
に
。
ど
う

し
て
も
運
動
不
足
に
な
り
が
ち
な
冬
に
、

体
を
動
か
す
嬉
し
い
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

体を思いきり伸ばして！

　

今
年
７
月
に
新
星
地
区
に
オ
ー
プ
ン
し

た
藍
染
結
の
杜
に
て
、
12
月
８
日
に
女
性

部
文
化
サ
ー
ク
ル
が
藍
染
め
体
験
を
行
い

ま
し
た
。

　

当
日
は
、
11
名
の
部
員
が
出
席
。
巾
着

や
ス
ト
ー
ル
、
Ｔ
シ
ャ
ツ
な
ど
、
各
自
事

前
に
選
択
し
た
小
物
を
、
思
い
思
い
の
色

や
模
様
に
染
色
。
染
色
液
に
浸
し
て
す
ぐ

は
緑
色
だ
っ
た
生
地
が
、
空
気
に
触
れ
て

だ
ん
だ
ん
と
藍
色
に
な
っ
て
い
く
と
、
参

加
し
た
部
員
か
ら
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

お気に入りになること間違いなし

　

今
後
の
美
瑛
町
農
業
の
発
展
を
担
う
若

い
力
に
期
待
。
第
59
回
新
農
業
人
激
励
の

つ
ど
い
が
12
月
９
日
に
開
催
さ
れ
、
５
名

の
新
農
業
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
角
和
美
瑛
町
長
を
始
め
と
し

た
多
く
の
来
賓
が
、
新
農
業
人
の
激
励
の

た
め
駆
け
付
け
ま
し
た
。
激
励
の
言
葉
を

述
べ
た
当
Ｊ
Ａ
真
田
専
務
は
、
「
皆
さ
ん

の
隣
に
は
、
Ｊ
Ａ
が
あ
る
。
い
つ
で
も
相

談
に
来
て
ほ
し
い
」
と
新
農
業
人
の
皆
さ

ん
に
力
強
い
言
葉
を
か
け
ま
し
た
。
今
年

の
新
農
業
人
は
、
次
の
７
名
の
皆
さ
ん
で

す
。

　

い
よ
い
よ
来
年
10
月
に
迫
っ
た
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
の
導
入
を
前
に
、
研
修
会
を
。

消
費
税
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
開
始
に
関
す

る
研
修
会
が
12
月
19
日
に
開
催
さ
れ
、
多

数
の
組
合
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
旭
川
東
税
務
署
の
岩
井
貞
憲

個
人
課
税
第
１
部
門
統
括
国
税
調
査
官
を

講
師
と
し
て
、
制
度
の
概
要
か
ら
、
制
度

導
入
ま
で
に
取
る
べ
き
具
体
的
行
動
ま
で
、

詳
し
く
解
説
さ
れ
ま
し
た
。

参加者多数の研修会

女
性
部

ス
ポ
ー
ツ
サ
ー
ク
ル
が

　
　  
ヨ
ガ
教
室
開
催

女
性
部
文
化
サ
ー
ク
ル
が

　
　  

藍
染
め
体
験

伝
統
に
触
れ
る

新
農
業
人
激
励
の

　
　
　   

集
い
開
催

活
躍
を
祈
っ
て

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の

　
　  

研
修
会
開
催

制
度
開
始
に
備
え
て

N
EW
S

N
EW
S

N
EW
S

佐　藤　真　也

古　川　紫　音

本　山　由果理

福　本　龍　都

2022年度　新農業人

サ トウ シン ヤ

フル カワ シ オン

モト ヤマ ユ カ リ

サ サ キ ナミ ト

イワ オリ マサ ミ

セキ グチ 　 タダシ

フク モト リュウ ト

佐々木　波　斗

岩　織　雅　美

関　口　　　真

21

第1188号　令和5年1月1日号　毎月1日発行第1188号　令和5年1月1日号　毎月1日発行
ＪＡびえい・くみあいだより　丘の大地ＪＡびえい・くみあいだより　丘の大地
昭和45年３月５日（第３種郵便物認可）昭和45年３月５日（第３種郵便物認可）



第1188号　令和5年1月1日号　毎月1日発行
ＪＡびえい・くみあいだより　丘の大地
昭和45年３月５日（第３種郵便物認可）

第1188号　令和5年1月1日号　毎月1日発行
ＪＡびえい・くみあいだより　丘の大地
昭和45年３月５日（第３種郵便物認可）

22



23

第1188号　令和5年1月1日号　毎月1日発行第1188号　令和5年1月1日号　毎月1日発行
ＪＡびえい・くみあいだより　丘の大地ＪＡびえい・くみあいだより　丘の大地
昭和45年３月５日（第３種郵便物認可）昭和45年３月５日（第３種郵便物認可）



2

1
【全体運】気持ちを引き締め丁寧な所作を
心がけて。高めの目標設定が良い運気を呼
び込みます。あいさつ回りと宴席にツキ
【健康運】楽しみながらできる運動がお勧
めです
【幸運の食べ物】シュンギク

【全体運】運勢は活気づき活躍の場が増え
ていきます。フットワーク良く動けるよう
身軽な状態にしておきましょう
【健康運】食物繊維が多めの食事を心がけ
て。腸活にツキ
【幸運の食べ物】カレイ

【全体運】ピンチをチャンスに変える力強
さがあります。状況は厳しくても諦めない
で。反対意見に耳を傾けると逆転へ
【健康運】適度な運動が大切。何事もやり過
ぎないで
【幸運の食べ物】ミカン

【全体運】早めのスタートが勢いに乗るこ
つ。予定は前倒しで進めましょう。伝統文
化に触れる機会を大切に。和服も◎
【健康運】腹も身の内。バランスの良い食事
で安泰
【幸運の食べ物】もやし

【全体運】初心に返り謙虚に、着実に動いて
いきましょう。大きな実りが期待できます。
うれしいニュースを届けてくれる人も
【健康運】食事は彩りが大切。おいしく食べ
て元気倍増
【幸運の食べ物】ハクサイ

【全体運】勢いのある好調運ですが独り善
がりにならないように。周りの人のことを
思って行動すると好結果に。金運も良好
【健康運】ゆったりティータイムで心の疲
労も改善
【幸運の食べ物】ホウレンソウ

【全体運】礼儀正しい態度で好感度が上昇。
やりたいことがあるときほど周囲の話を
よく聞いて。協力者が現れる予感です
【健康運】頑張り過ぎてバテないようペー
ス配分を重視して
【幸運の食べ物】ブロッコリー

【全体運】時間調整の難しいとき。1人で動
いた方がストレスは少なそう。共同作業が
必要なことは丁寧に説明を
【健康運】乾燥を防いで風邪を予防。スキン
ケアにも効果あり
【幸運の食べ物】山芋

【全体運】上昇運です。周囲が協力してくれ
良い方向に進みます。1 人で悩まずに相談
を。良い知恵も貸してもらえるはず
【健康運】手足を冷やさないよう、しっかり
保温を
【幸運の食べ物】レンコン

【全体運】あれこれ言われてキャパオーバ
ーになりがち。全部やろうと思わないで。
状況整理から入ると良い案が浮かびます
【健康運】血行促進を心がけて。頭の体操も
大切です
【幸運の食べ物】芽キャベツ

【全体運】情報収集に力を入れて。問題解決
に近づきます。いつもの作業にも新たな気
付きがありそう。清掃や洗濯にツキ
【健康運】デトックス効果のある食材で元
気を回復
【幸運の食べ物】野沢菜

【全体運】自分の意見を少し譲ると思ってい
た以上にスムーズに進みます。予定や計画
も実行しやすいよう手を加えてみて
【健康運】ホットミルクでカルシウムを補給し
て
【幸運の食べ物】イカ

◆基本のだし
　水
　かつお節（削り節）
　牛乳
　西京みそ
丸餅
ニンジン
ダイコン
ホウレンソウ
ユズの皮

……………………120ml
…………5g

…………………180ml
………………大さじ2

…………………………4個
…………………1/5本
……………………2cm
…………………30g

……………………適宜

①ニンジン、ダイコンは花形に切り、だし（材料外）で下ゆでしておく。ホウレ
ンソウはサッとゆでて5cmの長さに切る。丸餅はゆでておき、かつお節は
お茶パックに入れておく。

②鍋に分量の水でお湯を沸かし、①のかつお節を入れて濃いだしを取る。か
つお節を取り出し、牛乳を入れて温めたら西京みそを加えて溶く。

③わんに①のゆでた餅、ニンジン、ダイコン、ホウレンソウを盛る。

④ ③に②を注ぎ、丸く切ったユズの皮を添える。

牛乳をもっと食卓に

基本のだしにお好きな具材
でオリジナル雑煮に

新年を祝う牛乳雑煮

おいしい
ミルクレシピ

出典●一般社団法人Jミルク「乳和食サイト」
レシピ●料理家・管理栄養士　小山浩子さん
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63

ハガキは63円です

9 12 151

7 13 72

7 11 173

10 7

7 164

7 147

5

B

B

A E

E

D E

E

E E C

6

7

7

8

E

E

①
正
月
に
飲
む
薬
酒
。
お―

―

気
分

が
な
か
な
か
抜
け
な
い

②
髪
の
毛
の
渦
巻
き

③
エ
ッ
フ
ェ
ル
塔
が
あ
る
都
市

⑤
練
り
物
や
ダ
イ
コ
ン
を
煮
込
ん
で

作
り
ま
す

⑥
自
分
よ
り
後
に
生
ま
れ
た
人
は
み

ん
な
こ
れ

⑧
食
事
の
管
理
や
指
導
を
行
い
ま
す

⑪
昨
年
は
ナ
ス
の―

―

が
と
て
も
良

か
っ
た

⑫
太
鼓
や
木
琴
や
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル

な
ど
の
こ
と

⑬
毛
筆
で
し
た
た
め
る
こ
と
も

⑮
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
は
国
公
立

大
学
だ
け
で
は
な
く―

―

大
学
も

利
用
し
て
い
ま
す

⑯
計
画
の
こ
と
。
お
得
な
宿
泊―

―

⑲
京
都
・
三
十
三
間
堂
の
通
し
矢
で

新
成
人
が
引
き
ま
す

⑳
一―

―

、
二
タ
カ
、
三
ナ
ス
ビ

①
初
詣
で
、
受
験
を
控
え
る
子
の
難

関―
―

を
祈
願
し
た

④
２
つ
で
１
組
の―
―
茶
わ
ん

⑦
客
の
た
め
に
ワ
イ
ン
を
選
び
ま
す

⑨
師
匠
の
下
で
学
び
ま
す

⑩
親
か
ら
子
へ
受
け
継
が
れ
ま
す

⑬―
―

・
中
期
・
末
期

⑭
年
賀
状
に
よ
く
書
か
れ
る
２
文
字

の
熟
語

⑰
湖
に
張
っ
た
氷
に
穴
を
開
け
て
楽

し
む
こ
と
も
あ
り
ま
す

⑱
登
山
や
キ
ャ
ン
プ
で
使
う
寝
袋

㉑
コ
ン
コ
ン
と
鳴
く
動
物

㉒
警
察
は
原
則
と
し
て―

―

不
介
入

で
す

Ｄ
↓
Ａ

☆
当
選
者
は

寺　

林　

律　

子 

さ
ん

河　

村　

五
月
美 

さ
ん

道　

藤　

信　

代 

さ
ん

石　

崎　

蓮　

翔 

さ
ん

中　

澤　

明　

美 

さ
ん

　

 

以
上
の
５
名
で
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

毎月15日（当日消印有効）、当選者は次号でお知らせします。

★ ★ ★ ★

JAびえい
職員ｆｉｌｅ

ｆｉｌｅ．13 販売部所属14年！

美瑛町
出身地

ビール、鳥小肉、豆板醤
好きな食べ物

夏場は外で焼肉、冬場は子どもとスキー場に行って、スノーボードに乗
るのを楽しみにしています。あと、子どもたちと喧嘩すること。

最近のマイブーム

新年あけましておめでとうございます！入組して14年ずっと販売部に
所属しています。特に馬鈴薯では通算10年と長期にわたって担当して
いますので、この信頼と実績で、組合員の皆さんにもいろいろご相談い
ただけると嬉しいです。どうぞよろしくお願いいたします！

組合員の皆さんへ

☆
先
月
号
の
こ
た
え
は

『
ユ
キ
ア
ソ
ビ
』で
し
た

フ ラ イ ド チ キ ン
ユ ー ロ ＠ ヨ シ ＠
ヤ ド ＠ サ キ ヨ ミ
ス ＠ オ ソ ン ＠ ヨ
ミ オ ク リ ＠ ク ウ
＠ ク レ ＠ マ リ ア
ナ ビ ゲ ー シ ヨ ン

7 12 14 17 211

7 152

7 13 73

10 18 77

11 7 19 224

7 165

7 206

E

E B

E E

E E

E

E

7

8

7

9

C

E

D

E A

※応募の際にご記入いただいた個人情報は、賞品の抽
選・発送に利用させていただきます。また、ご意見ご感
想については、本誌編集の参考にさせていただきます。
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お知らせ

JAび
えいからの

農業青年向けイベント
【Feeling Chance in びえい ゆきの丘】

参加者募集！

窓口
営農部　☎68-7014
または　農業委員会　☎92-4242窓口 研修センター　☎92-0588

１月のパソコン講習会について

窓口 営農支援課　☎68-7014

免税軽油・農業労災保険の
受付をいたします

　農業機械課では、令和５年度免税軽油申請と、農
業労災加入および継続申請手続きを行います。

■申請手続き　
【持ち物】
　免税軽油…印鑑、機械の追加がある場合は標識交

付証明書、機械の写真、土地の売買、
賃貸が新たに発生する場合は、協議書、
もしくは耕作証明書といった面積が明
記された書類

　農業労災…労働保険料算定基礎賃金等の報告書
　　
■日　程　　1月16日㈪～1月23日㈪
　　　　　　９：00～15：00まで

■場　所　　研修センター研修室

※免税軽油については後日詳細をＦＡＸにてお送り
させていただきます。

※毎年、多くの農作業事故が発生しております。未
加入の方はこの機会にぜひ農業労災に加入しまし
ょう。

　冬のFeeling Chanceを2月4日㈯、5日㈰に開催
します。スノーアクティビティや青い池ライトアッ
プ見学、懇親会など親睦を深める内容が盛りだくさ
ん！独身農業者の皆さん、女性参加者との新たな出
会いを見つけに参加してみませんか？

◆対　　象：概ね35歳までの町内の独身農業者

◆参加費用：5,000円

◆申込方法：営農部または農業委員会へお問い合わ
せください。詳細のご説明や申込書を
お渡しします。

◆申込締切：1月16日㈪

◆日　程◆
種　　　類 月　　日 時　　　間 内　　　容 講　師 場　所

ソリマチ簿記
(パソコン )

1月13日㈮、16日㈪
18日㈬、20日㈮
23日㈪、25日㈬
27日㈮、30日㈪

① 9:00 ～ 11:00
② 13:00 ～ 15:00

・ソリマチ簿記の使い方や
　勘定科目の設定など
・次年度更新の行い方
・クミカンデータの転送仕方

青申会 ＪＡ３階
中会議室

◆持参するもの◆
自分のパソコンで講習を受けたい方➡本体を持参してください
ソリマチ簿記を受講希望の方➡伝票入力の練習も行いたい場合は、今年のクミカン報告書と減価償却資産台帳
　　　　　　　　　　　　　　を持参してください。
※受講される方は新型コロナウイルス感染拡大防止の対策として、マスクの着用と手指の消毒、検温を
　お願いいたします
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事故のときには

0120-258-931
ジ　コ　は ク　ミ　アイ

レッカー移動や故障時の
応急対応が必要なときは

0120-063-931
レッカーロードサービスは ク　ミ　アイ

ＪＡ共済事故受付センター
２４時間３６５日受付

ＪＡ共済サポートセンター
２４時間３６５日受付 

・雪に埋まって動けなくなった…
・エンジンがかからない…
　　などの時にはＪＡ共済サポートセンターまで
　　お問い合わせください。

◆おすすめしたい特約のご紹介 
　車両諸費用保障特約
ご契約のお車に発生した損害に伴って生じた代車
費用（レンタカー代）、宿泊費や交通費等をお支
払いいたします。

　詳しくは、共済店舗までお問い合わせください。

JA共済からのお知らせ

窓口 共済店舗　☎68-7017 

　給付金の申請手続きが簡単
になる、公金受取口座登録制
度をご存知でしょうか。
　事前に給付金の受取口座を
登録しておくことで、給付金
申請手続きの簡略化ができま
す。
　詳細につきましては、金融
店舗までお問い合わせくださ
い。

公金受取口座登録制度のご案内

窓口 金融店舗　☎92-4325

窓口 総務部　☎92-2111

年末年始のＪＡ業務時間のご案内
30日㈮ 31日㈯ 1月1日㈰

～2日㈪ 3日㈫ 4日㈬ 5日㈭ 6日㈮

0120-258-931
92-2157

ＪＡ共済事故受付センター
灯油・プロパン・重油

連絡先項　目

29日㈭

8:30～12:00

9:00～17:30

7:00～20:00

8:30～12:00

9:00～16:00

9:00～18:00

8:45～17:00

8:00～22:00

休　業

休　　　業

休　　　業

金融店舗窓口

共済店舗窓口

上記以外の部門

ホクレンショップ

金融店舗

セブン銀行他※

北　町

大町セルフ

9:00～17:00

休　　　業

休　　　業

8:00～21:00

休　　　業

休　　　業

休　　　業

7:00～20:00

9:00～17:30

8:30～16:00

9:00～17:30

8:30～17:00

8:30～16:00

休　業

8:30～17:00

9:00～16:00

9:00～18:00

8:45～17:00

8:00～22:00

Ａ
Ｔ
Ｍ

給
油
所

【年始休業中の緊急対応】

※セブン銀行・ローソン銀行・イーネットATMについてはご利用日・ご利用時間によって手数料が変わります。また、稼働時間も
ATMによって異なります。詳しくはご利用のATMの掲示等でご確認ください。
※給油所については、休業日前の給油にご協力をお願いいたします。 

●募集人員15名程度（定員60名）●男女共学　●1カ年、全寮制
●大学卒および見込、短大・専門学校卒および見込、
　高校卒および見込
●満24歳未満（令和4年4月1日現在）
●試 験 日：令和5年2月4日㈯
●願書受付：令和5年1月6日㈮～1月25日㈬　消印有効
●学校見学もできます

ＪＡへ就職希望者１００%就職（令和3年度実績）
令和５年度学生２次募集

ＪＡグループ
職員養成校
一般財団法人　北海道農業協同組合学校
〒069-0834  江別市文京台東町43-1
☎0120-918-417 【JAカレッジ】で 検索　

JAカレッジお問合せ
資料請求
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協
同
の 300億82百万円

73億51百万円
11億33百万円
42億85百万円

貯 金 高
貸 付 高
出 資 金
固定資産

743人
1,842人

正組合員
准組合員

組合員数

  

発生件数　　２件（19件）《16件》
　　負傷　　２人（19人）《16人》
　　死亡　　０人（０人）《０人》

（　）は４年度累計　《　》は昨年同期累計
※負傷者数は農業労災加入者統計より

（12月15日現在）

　新しい年ですね！皆さん、新年はいかがお過ごしでしょう

か？私は相変わらず、お雑煮、こたつ、みかん、猫、時々チ

ョコのぽっちゃりフルコンボを決めております。ふと周りを

見渡すと、こたつから手を伸ばせば届く距離になんでもある

状態に。「よくないな」と現状を認識しつつ、「こたつむ

り」生活を満喫しています。（麻）

編集後記
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